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情報の検索方法 

^ メモ： 一部の機能やメディアは3プシヨンなので、化巧時にコンピュータじ搭載さ 
れていなし U 員合びあります。特定の国では使用できなし>機能やメディアちあります。 

^ メモ： 追加の情報びコンピュータじ同巧されている揚合びあります。 


何をお探しですか？ 

• コンピュータの診断プ□グラ厶 
• コンピュータのドライバ 
• DSS (デスクトップシステ厶ソフト 
0 エア） 


こちらをご覧ください 


Drivers and Utilities デイスク 

マニュアルおよびドライバは、本コン 
ピュータじすでじインストールされてし、ま 
す。 『Drivers and Utilities]] ディスクを使 
用して、ドライバを再インストールしたり 
(134ページの「ドライバとユーティ I 」ティ 
の再インストール」を参照）、 Dell 
Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行し 
たりで言ます （128 ページの 「Dell 
Diagnostics (該断）プ□グラ厶」を 
参照)。 

『Drivers and UtilitiesJ] ディスクじ 
Readme ファイルび含まれている場含びあ 
ります。この Readme ファイルでは、コ 
ンピュータの技術的変更に関する最新の 
アップデートや、技術者または専門知識を 
お持ちのユーザーを巧象とした高度な巧術 
資料を参照で言ます。 



メモ： ドライバおよ I ；マニュアルのアップ 

テート版な、 suppo け. jp . dell.com で入手 

で言ます。 
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何をお探しですか？ 


こちらをご覧ください 


• コンピュータのセットアップ方法 
• コンピュータのお手入れ方ミ去 
• 基本的なトラブルシューティングの情報 
• Dell Diagnostics (診断）プ□グラムの 
実行方を 

• プリンタのセットアップ方を 
• コンピュータの開け方 


クイックリファレンスガイド 

メモ： このマニュアルはオプションの攝含 
びあるた故、必ずしちお使いのコンピュー 
夕にけ属しているとは限りません。 



メモ： このマニュアルは、 PDF 形式のちの 

をウェブサイト （support.jp.dell.com) 

でご覧いただけます。 


• 安をにお使いいただ < ための!主意 
• 認可機関の情報 
• 作業姿勢に関する情報 
• エンドユーヴライセンス契約 


DellTM 製品情報ガイド 
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何をお探しですか？ 


こちらをご覧ください 


• サービスタグとエクスプレスサービス 
っード 

• Microsoft Windows ライセンスラ 

ベル 


サービスタグおよび Microsoft ⑩ 
Windows ® ライセンス 

これらのラベルはお使いのコンピュータじ 
貝占られています。 

• サービスタグは、 

support . jp . dell . com をご参照の隙じ、 

またはヴポートへのお問い含むせの隙に、 
コンピュータの識別に使用します。 

• エクスプレスサービスコードを利巧する 
と、サポートに直接電話で問い含わせる 
ことびできます。 



メモ： セキュリティ巧策の強化として、新 
たにデヴインされた Microsoft Windows ラ 
イセンスラベルには、ラベルの一部び欠け 
ている「巧」び組み込まれ、ラベルび剥び 
れ(こくくなっています。 
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何をお探しですか？ 

• 技術情報ートラブル醉まブビ、 Q&A 
• サービスと保証一問い含わせ巧、保証、 
およけ修理に関する情報 
• サービスおよけサポート--サービス契約 
• Dell テクニカル Update Service 一 お使 
し、のコンピュータに関するソフトウェア 
およぴハードウェアのアップデートを E - 
メールにて事前に通知するサービスです。 

• 参照資料ーコンピュータのマニュアル、 
コンピュータの設定の詳細、製品の仕様、 
およけぶワイトペーパー 
• ダウン□ー ドー認をされたドライパ、 
パッチ、およけソフトウェアのアップ 
デート 

• デスクトップシステ厶ソフトウェア 
(DSS) —お使いのコンピュータのオペ 
レーティングシステ厶を再インス I ''ール 
する揚台、 DSS ユーティリティも再イン 
ス I '•'ールする必要びあります。 DSS は、 

お使し\のオペレーティングシステ厶のた 
めの重要な更新を提おし、プ□セッサ、 
化学ドライブ、 USB デバイスなどをヴ 
ポートします。 DSS はお使いの Dell コン 
ピュータび正し< 動作するために必要なち 
のです。ソフトウェアはお使いのコン 
ピュータおよぴオペレーティングシステ 
厶を自動的に検知して、設定に適した要 
新をインス!'•'ールします。 


こちらをご覧ください 

デルサポートサイトー 
suppo け .ip.dell.com 

メモ： 適切なサポートサイトを表示するに 
は、お住まいの地域または業務部門を選巧 
します。 

ノー トブックシステ厶ソフトウェアは、 
support.jp.dell.com じてダウン□ー ドで 

きます。 

メモ： support.jp.dell.com のユーヴー^ T ン 

タフエースは、選おの仕方によって異なり 
ます。 


• Microsoft Windows VistaT" の使い方 
• プ□グラ厶とファイルの操作方ま 
• デスクトップのカスタマイズ方ま 


Windows ヘルプとサポート 

1 Windows Vista Start (スタート）ボタ 

© をクリックし 、 Help and 
Support (ヘルプとサポート）をクリッ 
クします。 

2 Search Help (ヘルプの検索）で、問題 
に関連する単語または語旬を入力して、 
<Enter> を押すひ、虫メ方ネのアイコン 
をクリックします。 

3問題に関連するトピックをク I 」ックします。 
4 画面に表示される指示にがって<ださし、。 
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何をお探しですか？ こちらをご覧ください 

• オペレーティングシステ厶の再インス オペレーティングシステムディスク 

I ル巧を メモ： 『3ペレーティングシステ厶 J ] ディ 

スクは3プシヨンのため、化巧時にお使い 
のコンピュータじ必ずしちは属しているわ 
けではありません。 

オペレーティングシステ厶は、本コン 
ピュータじすでじインストールされてし、ま 
す。オペレーティングシステ厶を再インス 
トールするには、『オペレーティングシステ 
厶 J ] ディスクを使用します (141 ページの 
「Windows XP または Windows Vista の 
再インストール」を参照）。 



オペレーティングシステ厶を再インストー 
ルした棲じ 、 『Drivers and UtilitiesJ ] ディ 
スクを使用して、コンピュータじ同堀のデ 
パイスドライパを再インス!''ールし 
ます。 

オペレーティングシステ厶の Product key 
(プ□ダクトキー）ラベルは、コンピュータ 
じ貼巧されています。 

メモ： をでされたオペレーティングシステ 
厶によって、ディスクの色び違います。 

Dell がサポートする Linux サイト 

• linux . deli.com 

• lists . us . dell . com / mailman / listirvfo / linux - 
precision 


• Linux の使い方 

• Dell PredsionTM 製品およぴ Linux オペ 
レー テイングシステムの ユーザー による 
E - メール デイスカツシヨン 

• Linux と Dell Precision コンピュータに 
関する追加情報 
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情報の検索方法 



お使いのコンピュータについて 

コンピュータの正面図（タワー型） 



3 


4 


上段の 5.25 インチ が学ドライブ巧(ここのベイを使用します。 

ドライブベイ 

下段の 5.25 インチ オプションのが学ドライブ用(ここのベイを使用します。 

ドライブベイ 

FlexBay オプションの3台目のハードディスクドライブ （SATA 

または SAS )、 フ□ッピードライブ、またはディア 
カードリーダー巧にこのベイを使用します。 

ハードディスクドライハードディスクドライブライトは、コンピュータびデー 
ブ動作ライト タをハードディスクドライブひら読み書きしている攝含 

(こ点なします。このライトは、 CD ドライブなどのデバ 
イスの動作中にち点なします。 
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5 IEEE 1394 コネクタ デジタルビデ 3 カメラなどの高まデータデバイスや、か 

(3 プシヨン） はけの記憶装置には、3プシヨンの IEEE 1394コネクタ 

を使用します。 

6 USB 2.0 コネクタ （2) フラッシュメモリキーやカメラ、または起動可能な USB 

デバイスなど、時巧接続するデバイスには、前面 USB コ 
ネクタを使用します （ USB デバイスの起動の詳細につい 
ては、83ページの「セットアップユーティリティ」を 
参照してください)。 

プ I 」ンタおよびキーボードなど通唐接続したままのデバ 
イスじは、背面 USB コネクタを使用することをお勧めし 
ます。 

7 Dell ™ 回転バッジ コンピュータをタワー型ひらデスクトップ型に転換する 

ためじ Dell バッジを回おするじは、前面バネルを取り饼 
して (145 ページの「コンピュータカバーの取りみし」 

を参照）裏返し、バッジのをろにあるプラスチックの八 
ンドルを回転させます。 

8 電源ポタン、 電源ポタンを押して、コンピュータの電源をスンにしま 

電源ライト す。このポタンの中央じあるライトは、電源のが態を示 

します。詳細に関しては、36ページの「コント□-ル 
およびライト」を参照してください。 

〇ま 意：データの紛失を；！けるため、コンピュータ 
の電源を切るためじ電源ボタンを使用しないで< ださい。 
そのけわりに、 3ペレーティングシステ厶のシャットダ 
ウンを実行します。 

9 ヘッドフスンコネクタヘッドフスンをこのコネクタに接続します。 

10マイクコネクタ マイクコネクタにバーソブルコンピュータ用マイクを接 

続して、音声や音楽をサウンドまたはテレフ3二ープ〇 
グラ厶じ入力します。 

11ネットワークリンク 10 Mbps 、 100 Mbps 、 または1000 Mbps (あるいは 
ライト 1 Gbps ) のネットワークとコンピュータ間の接続び度5子 

な厦合に、このネットワークリンクランプび点なし 
ます。 

12誇断ライト （4) 誇断ライトは、誇断コードに基づくコンピュータの問題 

のトラブルシューティングじ役なちます。詳細に関して 
は、113ページの「誇断ライト」を参照してください。 
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コンピュータの背面図（タワー型) 



1電源コネクタ 電源クーブルを挿入します。 

2カードス□ット 取りはけられたすべての PCI および PCI Express カード用の 

アクセスコネクタです。 

中央の4個のコネクタス□ットはフルレングスカードをサ 
ポートし、一番上および下のコネクタス□ット ( x 8 PCI 
Exp 忙 ss ス□ット （ x 4 配線） X 1と PCI - X 力ード X 1) は 
/\ーフレングスカードをサポートします。 

3背面バネルコネクタ USB 、 3—ディ3、およびその(せのデバイスのプラグを巧麻 
するコネクタじ差し込みます（詳細に関しては、18ページ 
の「背面バネルコネクタ（タワー型）」を養照）。 

A 警告：システムの通気化がふさがれていないか確認します。ふさがれている場合、 
熱じよる重大な不具合の原因となります。 
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背面パネルコネクタ（タワー型) 


1 2 3 4 5 6 7 



1 


パラレルコネクタ プ I 」ンタなどのバラレルデバイスをバラレルコネクタに接続 

します。 USB プリンタをお使いの揚合、 USB コネクタに差 
し込みます。 

バラレルコネクタを持つカードび肉嵐バラレルコネクタと同 
じアドレスじ設定されていることをコンピュータび巧化した 
場合、巧嵐パラレルコネクタは自動的にお巧になります。詳 
細に関しては、84ページの「セットアップ3プシヨン」を 
参照して < ださい。 


PS /2 マウス 標準の PS /2 マウスは、緑色のマウスコネクタじ差し込みま 

コネクタ す。コンピュータと取りはけられているすべてのデバイスの 

電源を切ってひら、マウスをコンピュータじ接続します。 
USB マウスをお使いの場合、 USB コネクタじ差し込みます。 

ライン入カコネクタ青色のライン入カコネクタに MP 3 プレーヤー、 CD プレー 
ヤー、または VCR (ビデ3カセットレコーグー）などの再 
をデバイスを接続します。 

サウンドカードび搭載されたコンピュータの場合、カードの 
コネクタを使用します。 


4 ライン出カコネクタ緑色のライン出カコネクタを使って、巧蔵アンプのはいたほ 
とんどの スピーカーを 接続します。 

サウンドカードび搭載されたコンピュータの揚合、カードの 
コネクタを使用します。 


5 リンクなをライト 緑色 一 10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続び良 
5子です。 

慢色一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続び 
戸。すでず 

黄色一1000 Mbps [または1日 bps ) ネットワークとコン 
ピュータ間の接続び度好です。 

消な ー コンピュータは物理的なネットワーク接続を検出し 
ていません。 
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ネットワーク 
アグプタコネクタ 


ネットワーク動作 
ライト 


シリアルコネクタ 
( 2 ) 


PS /2 キーボード 
コネクタ 


USB 2.0 コネクタ 
の 


コンピュータをネットワークやブ□-ドバンドデバイスに取 
りはけるじは、ネットワークヴーブルの片方の端をネット 
ワークジャックやネットワーク/ブ□ー ドバンドデバイスじ 
接続します。ネットワークケーブルのちラー方の端を、コン 
ピュータのネットワークアダプタコネクタじ接続します。 
ネットワーククーブルびお実に取りはけられると、カチッと 
いラ感触びあります。 

電話線をネットワークコネクタに接続しないで<ださい。 
コンピュータにネットワークコネクタカードを追加した状態 
で、複数のネットワーク接続（別個のイントラネット、エク 
ストラネットなど）を設定する厦合は、そのカードとコン 
ピュータの背面にコネクタを使用して<ださい。 

カテゴリ5のクーブルを使用して、ネットワークを接続す 
ることをお勧めします。カテゴリ3のケーブルを使用する 
必要びある厦合、ネットワークま度を10 Mbps じして動作 
の信頼 t 生をおなします。 

黄色のライトは、コンピュータびネットワークデータをを 
信、または受信している時に点滅します。ネットワークトラ 
フィックび多い厦合、このライトび「点な」のが態に見える 
ことびあります。 


ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアル 
ポートに接続します。このポートのアドレスは、必要に麻じ 
て83ページの「セットアップユーティリティ」でを更でさ 
ます。 

標準の PS /2 キーボードをお使いの厦合、紫色のキーボード 
コネクタに差し込みます。 USB キーボードをお使いの厦合、 
USB コネクタに差し込みます。 

フラッシュメモリキーやカメラ、または起動可能な USB デ 
バイスなど、時巧接続するデバイスじは、前面 USB コネク 
夕を使用します。 

プリンタやキーボードなど通唐接続したままのデバイスじ 
は、背面 USB コネクタを使用します。 
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正面図（デスクトップ型) 



12 11 10 


2 


3 


4 


6 


上段の 5.25 インチ化学ドライブ巧にこのベイを使巧します。 
ドライブベイ 


下段の 5.25 インチオプションの化学ドライブまたは SATA ハードディスクドラ 
ドライブベイ イブ巧にこのベイを使用します。 

FlexBay フ□ッピードライブまたはメディアカードリーダー巧にこの 

ベイを使用します。 

IEEE 1394 デジタルビデオカメラなどの高速データデバイスか、外付け 

コネクタ の記憶装置には、オプションの IEEE 1394コネクタを使用し 

(オプション） ます。 


USB 2.0 コネクタ 

( 2 ) 


ハードディスクド 
ライブ動作ライト 


フラッシュメモリキーがカメラ、または起動可能な USB デバ 
イスなど、時巧接続するデバイスには、前面 USB コネクタを 
使用します ( USB デバイスの起動の詳細については、 

83ページの「セットアップユーティリティ」を参照)。 

プリンタおよびキーボードなど通萬接続したままのデ/ イス 
には、背面 USB コネクタを使巧することをお勧めします。 

ハードディスクドライブライトは、コンピュータびデータを 
ハードディスクドライブひら読み書きしている揚含(こ点なし 
ます。このライトは、 CD プレーヤーなどのデバイスび動作 
中にち点なします。 
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7 Dell ™ 回転バッジ 


8 電源ポタン、 
電源ライト 


9 ヘッドフスン 
コネクタ 

10 マイクコネクタ 

11ネットワーク 
1」ンクライト 

12誇断ライト （4) 


コンピュータをタワー型ひらデスクトップ型に転換するため 
に Dell バッジを回転するには、前面バネルを取りかして 
(147 ぺージの「前面バネルの取りみし」を参照）裏返し、 
バッジのをろじあるプラスチックの八ンドルを回転させます。 

電源ボタンを押して、コンピュータの電源を3ンじします。 
このポタンの中央じあるライトは、電源の化態を示します。 
詳細に関しては、113ページの「誇断ライト」を参照して< 
ださい。 

〇ま 意：データの紛失を避けるため、コンピュータの電 
源を切るためじ電源ポタンを使用しないで<ださい。そのけ 
わりに、3ペレーティングシステ厶のシャットダウンを実行 
します。 

へッドフ3ンをこのコネクタに接続します。 


マイクコネクタじバーソブルコンピュータ用マイクを接続し 
て、音声や音楽をサウンドまたはテレフ3ニープ□グラ厶じ 
入力します。 

10 Mbps . 100 Mbps 、 または1000 Mbps (あるいは 
1 Gbps ) のネットワークとコンピュータ間の接続び度巧な厦 
合に、このネットワークリンクランプび点なします。 

誇断ライトは、誇断コードに基づ'くコンピュータの問題の卜 
ラブルシューティングじ役なちます。詳細に関しては、 

113ページの「誇断ライト」を参照してください。 
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背面図（デスクトップ型) 



1 背面パネル 
コネクタ 


シリアル、 USB 、 およびその他のデバイスのプラグを巧麻す 
るコネクタじ差し込みます。 


2 万ー ドス□ット 取り付けられたすべての PCI およけ PCI Express カード巧のア 

クセスコネクタです。 

ス□ット2 ~4は、フルレングスカードをサポートします。 

• PCI Express x 16 ス□ット X 2 

• PCI ス□ット X 1 

ス□ット1、5、および6は、ノ\ーフレングスカードをサポー 
卜します。 

• PCI - X スロット X 2 

• PCI Express x 8 スロット X 1 

3 電源コネクタ 電源ケーブルを巧入します。 
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コンピュータの内部 



ベイ 


3 FlexBay 4 下段の 5.25 インチドライブベイ 

5 ±段の 5.25 インチドライブベイ 
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コンピュータの内部-ハードディスク 
ドライブベイを回転させて取り外した場合 



1電源装置 
4 フ□ントフアン 


2 システ厶基板 
5 カードフアン 


3 メモリフアン 
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システム基板のコンポーネント 


1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 
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1 

プライマリプ□セッサコネクタ 
に PU_0) 

2 

セカンダリプ□セッサコネクタ 
(CPU_1) 

3 

つ□ントフアンコネクタ 

(FAN_FRONT) 

4 

カードクージフアン （FAN_CCAG) 

5 

の蔵スピーカーコネクタ 

(INT_SPKR) 

6 

電源コネクタ （POWER2) 

7 

USB (INTJJSB) 

8 

パスワードジャンパ (PSWD) 

9 

補助ハードディスクドライブ LED 
コネクタ (AUX_LED) 

10 

補助電源 LED (AUX_PWR) 

11 

RTC リセットジヤンパ (RTCRST) 

12 

バッテリソクット (BATTERY) 

13 

主電源コネクタ （P0WER1) 

14 

SATA コネクタ （SATA 2、 SATA 3、 
および SATA_4) 

15 

SATA コネクタ （SATA_0、SATA_1) 

16 

フ日ッピードライブ (DSKT) 

17 

前面パネルコネクタ 

(FRONTPANEL) 

18 

PCI-X カードス□ット (SLOT6_PCIX) 

19 

PCI- Xカードス日ット 
(SL0T5_PCIX) 

20 

シャーシイントルージョンヘッダー 

(INTRUDER) 

21 

PCI Express 2.0x1 6カード 
ス日ット (SLOT4_PCIE) 

22 

PCI カードス□ット （SLOT3_PCI) 

23 

PCI Express 2.0x1 6カード 
ス日ット （SLOT2_PCIE) 

24 

前面/ 1 ネルオーディスコネクタ 
(FP_AUDIO) 

25 

PCI Express x8 カード 
ス□ット （x4 として配線済み、 

SLOT1_PCIE) 

26 

ハードディスクドライブフアンコネク 
夕 （FAN_HDD) 

27 

>(モリモジュールコネクタ 
(DIMM_1-8) 

28 

モリフアンコネクタ (FAN_MEM) 

ケーブルの色 



デバイス 色 



SATA ノ\ー ドディスク 青色のクーブル 

ドライブ 


フ□ツピードライブ 黒色のプルタブ 

が学ドライブ 糧色のケーブル 

前面パネル 黄色のプルタブ 
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タワーモードとデスクトップモードの転換 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド j の安全にお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため、カバ-を開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから巧いてください。 

〇注意：コンピュータのの部品の静電気(こよる厦傷を防ぐため、コンピュータの電モ 
部品に触れる前に、身体から静電気を除去して<ださい。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびで吉ます。 

〇注意：ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かないでください。ド 
ライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッション性のあるちのの上に置いて< 
ださし、。 

に^ /モ：コンピュータの向きをタワーからデスクトップ、またはデスクトップから夕 
ワーに転換するには、デルび提おするオプションのキットを使用する必要びありま 
す。デルへのをでの詳細については、279ページの「製品情報」を参照してくだ 
さし、。 

デルび提なするオプションのキットを購入すると、お使いの Dell Precision コン 
ピュータの構成をタワーモードまたはデスクトップモードに変更でさます。 

メモ：タワー構成では、 FlexBay で3台目の SAS ハードディスクドライブまたは 
SATA ハードディスクドライブびサポートされます。デスクトップ構成では、3台 
目の SATA ドライブのみびサポートされます。 


タワー型 
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1143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3タワー構成からデスクトップ構成に転換する揚合、力ードファンの横じある 
スペアカード U テイナを探し、その固定タブを周囲の金属から引さ出し、 

シャーシから取り外します。 



1 スペースカード1」テイブ 2 カードフアン 

4ドライブパネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

5必要に丽じてカバーの取りがけまたは取り外しを行い、コンピュータの新し 
し、ドライブパネルを準備します （223 ページの「ドライブバネル」を参照)。 

古いドライブバネルにスペアネジび取りけけられていた揚合は、新しいドラ 
イブノ《ネルじがけ营えてかまいません。 

6お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合 （198 ぺージの「一部の 
ドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、オプティカルべ 
イから（または、タワーモードの揚合のみ、 FlexBay から）メタルシールド 
を取り外します。 
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デスクトップ型 




タワー型 


-I し ^^ 






1 5.25 インチメタルシールド 2 通気式メタルカバー 


7お使いのコンピュータじメタルシールドびあり、デスクトップモードから夕 
ワーモードに転換する揚合 （198 ページの「一部のドライブ構成におけるメ 
タルシールドじついて」を参照)、 FlexBay び空であるか、またはオプシヨ 
ンの3台目の八ードディスクドライブび取りけけてあるなら、ベイから通気 
式メタルカバーを取り外します。 

a 通気まメタルカバーの面び周囲のシャーシの面と揃ラまで、通気式メタ 
ルカバーを前方に引さます。 

b メタルカバーの底部を手前に回転させ、下側のネジを周囲の金属からタト 
します。 

C 上部のネジと金属製のタブを周囲の金属から外して、メタルカバーをコン 
ピュータから外します。 
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1FlexBay 2 通気式メタルカバー 

8光学ドライブベイに取りけけてあるすベてのドライブを取り外します 
(258 ぺージの「化学ドライブ」を参照)。 

9 FlexBay じ取りはけてあるドライブびあれば、取り外します （185 ぺージ 
の「力ード」を参照)。 

10前面バネルの裏側じあるプラスチック製の八ンドルを回して、 Dell バッジ 
を回転させます。バッジび正しい向さじなるまで回してください。 

11すべての光学ドライブを、向さを変えたコンピュータじ取0がけなおします 
(258 ページの「光学ドライブ」を参照)。 

12 FlexBay じフ□ッピードライブまたはメディアカード U —ダーび取りはけら 
れていた揚合は、向さを変えたコンピュータじ取0けけなおします 
(244ぺージの「メディアカード U - ダー」を参照)。 
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口 5.25 インチベイに八ードディスクドライブび取りがけられていて、デスク 
トップ構成からタワー構成に変更する揚合は、ドライブキヤ IJ アから八ード 
ディスクドライブを取り外し、八ードディスクドライブ側面じある前方の4 
つの巧に4本のネジを取0けけます。 

FlexBay じ八ードディスクドライブび取りはけられていて、タワー構巧から 
デスクトップ構成に変更する揚合は、4本のネジを％し、ドライブキヤ I 」ア 
じ八ードディスクドライブを取りがけます （202 ぺージの「八ードディスク 
ドライブ」を参照)。 

& メモ：八ードディスクドライブのネジまたは/ドディスクドライブキヤリアはデ 
ルひらお取り言せいただけます。281ページの「デルへのお問い合わせ」を参照し 
てください。 

14お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合 （198 ぺージの「一部の 
ドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、空の化学ドライ 
ブベイに（またはタワーモードの揚合のみ FlexBay じ）メタルシールドを 
取りはけます。メタルシールドは所定のに置に巧し込んでください。 

15 FlexBay じ通気まメタルカバーび取りけけられていて、タワーモードからデ 
スクトップモードに転換する揚合は、巧の手順でカバーを取りがけなおしま 
す。 

a メタルカバーをみしち度をつけてつかみ、上部の2本のネジを 
FlexBay 巧のス□ットじ挿入します。 

b 通気式メタルカバーの底部を下方向に回転させ、底部の2本のネジを 
FlexBay の下の空言スぺースじあるス□ットじ挿入します。 

C 通気まメタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃ラまで巧し込みます。 
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1 FlexBay 


通気巧メタルカバー 


16新しいドライブパネルを取り化けます （227 ページの「ドライブパネルの取 
り巧け」を参照)。 

17 コンピュータカバーを 取り 巧けます (145 ページの「コンピュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

18128ぺージの roell Diaanostics 〔診断） プ□グラ厶」を実行して、コン 
ピュータが正しく動作するか確認します。 


32 


I お使いのコンピュータ(こついて 











仕様 

Wa メモ： 壮様は、巧1现こよって異なる厦合びあります。お使いのコンピュータの構巧 
の詳細じついては、 スタートーヘルプとサポートと クリックし、お使いのコン 
ピュータに関する情報を表示する3プシヨンを選旧します。 


プロセッサ 


プ□セッサの種類 

Intel® Xeon® プ□セツサ5200シリーブ 
(デュアルコア） 

Intel® Xeon® プ□セツサ5400シリーブ 
(クアッドコア） 

巧蔵キャッシュ 

Intel® Xeon® プ□セツサ5200シリーブ 
(デュアルコア、6 MB) 

Intel® Xeon® プ□セツサ5400シリーブ 
(クアツドコア、12 MB) 

外はけバスの周波数 

1333 MHz 

メモリ 

メモリモジュールコネクタ 

8 

メモリモジュールの容量 

512 MB、 1 GB、 2 GB、 または 4 GB の ECC 

メモ U のタイプ 

667 MHz 完全バッファ型 DDR2 SDRAM 

(完全バッファ型 DIMM または FBD) 

〇注意： すべての DIMM には、フルレン 
ブスヒートスプレッグ ( FLHS ) び必要で 
す。 

最小メモリ 

1 GB 

最大搭載メモ U 

32 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 

システム情報 

システ厶チップセット 

Intel 5400 

データバス幅 

64ビット 

DRAM バス幅 

クアッドチャネル完全バッファ型 DIMM 

プ□セッサアドレスバス幅 

扣 ビット 

フラッシュ EPROM 

8 Mb 

グラフィックスバス 

PCI Express 2.0 x16 スロ ツト X 2 
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拡長 


カードサポート 


サポートするカード 


PCI 

コネクタ 
コネクタヴイブ 
コネクタデータ幅（最大) 
パス転送レート 

PCI-X 

コネクタ 
コネクタサイズ 
コネクタデータ幅（最大) 
パス転送レート 


デスクトップモード： 

ス□ット2〜4は、フルレングスカードをサ 
ポートします。 

• PCI Express x16 ス日ット X 2 

• PC1 ス□ット X 1 

ス□ット1、5、および6は、ノ\ーフレングス 
カードをサポートします。 

• PCI-X ス□ット X 2 

• PCI Expressx8 ス□ット X 1 

タワーモード； 

ス□ット2〜5は、フルレングスカードをサ 
ポートします。 

• PCI-X ス□ット X 1 

• PCI Express x16 ス□ット X 2 

• PCI ス□ット X 1 

ス□ット1および6はノ\ーフレングスカード 
をサポートします。 

• pa-x ス□ットX 1 

• PCI Expressx8 ス□ット X 1 
PCI 2.3 

PCI Express 1.0A (ス□ット 1) 

PCI Express 2.0x1 6 (ス □ ット 2 および 4) 
PCI-X 2.0A 

1 

120ピン 
32ビット 
133 MB/S 


2 

188ピン 
64ビット 
800 MB/ 砂 
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おお（続き） 

PCI Express x8 (x4 として配線済み、 
SL0T1_PCIE) 


コネクタ 

x8 X1 (x8、x4、 および x1 モード/カード 
をサポート、最大 x4 リンク幅） 

コネクタヴイブ 

98ピン 

コネクタデータ幅（最大） 

4 PCI Express レーン 

パス転送レート 

2.5 GB/ 砂/レーン/方向（□一帯域幅） 

PCI Express 2.0 x16 


コネクタ 

x16 ス□ット X 2 (x16、x8、x4、 および x1 
モード/カードをサポート） 

コネクタサイズ 

164ピン 

コネクタデータ幅（最大） 

16 PCI Express レーン 

バス転送レート 

5 GB/ 砂/レーン/方向（□一帯域幅） 

ポートとコネクタ 

外はけコネクタ 


シリアル 

9ピンコネクタX 2、 16550C 互撰 

パラレル 

双方向25ピンコネクタ（メス） 

IEEE 1394 (オプション） 

前面パネルの6ピンコネクタX1および背面 
パネルの6ピンコネクタX1 

ネットワークアダプタ 

RJ-45 コネクタ 

PS/2 (キーボードおよびマウス） 

6ピン mini-DIN X2 

USB 

USB 2.0 互換コネクタ（前面八ネルに2つ、 
背面八ネルに5つ） 

オーディオ 

前面パネルのマイクおよびへッド巧ン用コネ 
クタX 2 

背面八ネルのライン入出力用コネクタX 2 

システ厶基板コネクタ 


フ□ッピードライブ 

34ピンコネクタ 

シリアル ATA 

7ピンコネクタX 5 

巧蔵 USB 

10ピンコネクタXI(オプションのメディア 
カード U —ダー （3.5 インチべイデバイス） 
またはセキュアな起動デバイス用） 
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ビデオ 


ビデオタイプ 

PCI Express 2.0 x16 (2 ス□ット） 

オーディオ 

オーディスタイプ 

ハイ•デフィニッシヨン-スーディスコー 
デックおよび Azalia/ ハイデフイニッシヨン 
デジタルコント□ーラ 

ステレオをあ 

24ビット AD 蜜操および24ビット DA 蜜撰 

ドライブ 

外部アクセス巧能 

3.5 インチドライブベイX1 (FlexBay) 

5.25 インチドライブベイX 2 

巧部アクセス巧能 

3.5 インチノ\ー ドディスクドライブベイX 2 

キーのがみ合わせ 

<F2> 

巧蔵のセットアップユーティリティを起動 
(起動時のみ） 

<F12> または <Ctrl><Alt><F8> 

Boot Device (起動デバイス）ニューを起 
動（起動時のみ） 

<Ctrl><Alt><F10> 

起動時じ、ユーティリティノ《ーティションを 
始動（インストールされている場含） 

<F5> 

スンボード診断を実巧 

コント ロール およびライト 

電源ボタン 

押しボタン 

電源ライト 

前面パネル： 

緑色のライトー緑色の点滅はス U —プが態、 
緑色の点なは電源がスンのが態を示します。 

糧色のライトー糧色の点滅は巧蔵電源の問題 
びををするす能性を示します。糧色の点なは、 
デバイスの故障または正し<取りはけられて 
いないす能性を示します （108 ページの「電 
源の問題」を参照）。 
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コント ロール およびライト（続き） 

八ードディスクドライブライト 

前面/'?ネル：緑色のライト-コンピュータび 
!\ー ドディスクドライブとデータの読み書き 
を行っている場含にライトが点なします。こ 
のライトは、が学ドライブなどび動作中ち点 
なすることがあります。 

ネットワーク保をライト 

背面パネル：10 Mb 伝送時は緑色のライト、 

100 Mb 伝送時は糧色のライト、1000 Mb 

(1Gb) 伝送時は黄色のライト。 

前面パネル：ネットワーク接続がををしてい 
る場含、緑色のライトび点な。 

動作ライト 

背面パネル：ネットワークが動作中の揚含、 
黄色に点滅。 

診断ライト 

前面パネル： 4つのライト （113 ページの 
「診断ライト」を参照)。 

スタンバイ電源ライト 

システ厶基板の AUX_PWR 

電源 

DC 電源装置 


ワット数 

875 W 

熱消費 

毎時 1094W または 3732BTU 


Ed メモ：熱消費は、電源ユニットのワット 
数定格に基づ言賃化されています。 

電圧 

自動センサー電源装置 一50/60 Hz で 

90〜265 V 

バックアップバッテリ 

3 VCR2032 コイン型リチウ厶バッテリ 

サイズと重量 

縦幅 

44.8 cm 

横幅 

17.1 cm 

長さ 

46.7 cm 

重量 

17.7 kg 

サポートされているモニタの重量（デ 
スクトップ型） 

45.4 kg 
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填境 


温度範囲 

動作時 

10- 

-35で 

保管時 

-40 

〜65で 

巧巧湿度（最大） 

動作時 

20- 

-80 % (結露しないこと） 

保管時 

5〜 

95 % (結露しないこと） 


最大振動（ユーザー環境をシミュレー 
卜するランダ厶スぺクトラ厶を使用 
時）： 

動作時 

保管時 

最大衝擊 

動作時 

保管時 

高度（最大） 

動作時 
保管時 


0.0002 G^/Hz で5〜巧0 Hz 
0.001〜0.01 g 2/ Hz で5〜500 Hz 

パルス値2ミリ砂 +/- 10 〇/〇で40 G +/- 5 〇/〇 
(51cm/ 砂相当） 

パルス値2ミリ砂 +/- 10 〇/〇で105 G +/- 5 〇/〇 
(127 cm/ 砂相当） 

-15.2 〜3,048 m 
-15.2 〜 10,668 m 
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アドバンス機能 


LegacySelect テクノロジコントロ ール 

LegacySele けテクノ □ジコント□ールは、巧通プラットフォー厶、八ードディ 
スクドライブイメージ、およびヘルプデスク手続きを基本としたレガシーフル、 

レガシー限定、またはレガシーフ1」ーソ IJ ューションを提おします。管理音は、 
セットアップユーティ IJ ティ 、 Dell OpenManage ™ rr Assistant 、 または CFI 
(カスタ厶ファクト IJ -インテグレーション）をかして管理でさます。 

LegacySele けを使うことじよって、管理窗まシ U アル/ USB コネクタ、バラレ 
ルコネクタ、 PCI ス□ット、フ□ッピードライブ、 PS /2 マウスなどのコネクタお 
よびメディアデバイスを電モ的に活動化または非活動化することびでさます。 
コネクタおよびメディアデバイスを無効じして、 IJ ソースを利用可能じします。 
変更を有効じするじは、コンピュータを再起動する必要びあります。 

管理機能 

ASF (Alert Standard Format) 

ASF (Alert Standard Format ) は DMTF 管理標準で、「オペレーティングシス 
テムお立しソ前」または「オペレーティンヴシステ厶不を」の警告テクノ □ジを詳 
細に示します。オペレーティンヴシステ厶びス IJ - プ状態じあるとさ、またはコ 
ンピュータの電源び切れているとさじ、セキュ IJ ティの問題および障害びおちし 
ている可能性びあるといラ警告を舞するよラ設定されています。 ASF は、オペ 
レーティンヴシステ厶不をの際の従来の警告方法じけわるちのとして設計されて 
います。 
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お使いのコンピュータは、 L ソ下の ASF 警告機能をサポートします。 


警告 


説明 


Chassis: Chassis Intrusion - 
Physical Security Violation/ 
Chassis Intrusion - Physical 
Security Violation Event 
Cleared 


コンピュータシャーシが開けられたか、また 
は、シャーシイントルージョン警告が消去され 
ましに。 


Boot : Failure to Boot to BIOS 

Password ： System Password 
Violation 

CPU: CPU DOA Alert/CPU DOA 
Alert Cleared 


起動時に BIOS の□ー ドび完了しませんでした。 

システ厶パスワードび無効です（無効なパスワー 
ドび3回入力されると警告び凳せられます)。 

プ □ セツサび機能していません。 


Heartbeats ： Entity Presence システ厶びを巧していることを確認するために、 

/\- トビートび定期的に送信されています。 

Temperature ： Generic Critical コンピュータの温度び限巧値を超えています。 
Temperature Problem 


Voltage : Generic Critical 
Voltage Problem 

Power Supply: Critical Power 
Supply Problem 

Cooling Device : Generic 
Critical Fan Failure 


向蔵電圧レギュレータの電圧び限界値を越えてし、 
ます。 

コンピュータの電源ユニットの電圧び限界値を超 
えています。 

ファン速度 (rpm) び限巧値を超えています。 


Connectivity ： Ethernet Ethernet の接続び有効か、または Ethernet の 

Connectivity Enabled/Ethernet J 妾続ろ《無効です。 

Connectivity Disabled 


デルの ASF 導入の詳細じついては、デルサポートサイト 

suppo け. jp.dell.com で入手できる [ fASF ユーヴースガイドおよび [ fASF 管 
理音ガイド J を参照してください。 

Dell OpenManage™ IT Assistant 

IT Assistant は、を業のネットワーク上のコンピュータゆその化のデバイスを設 
定、管理、監視します 。 t Assistant は、業巧標準の管理ソフトウェアを装備し 
たコンピュータの資産、設定、イベント（警告)、セキュ IJ ティを管理します。ま 
た、 SNMP 、 DMI 、 および CIM の業巧標準に準拠する計装をサポートします。 


DMI と CIM を基ネじした Dell OpenManage Client Instrumentation (クラ 
イアント用ソフトウェア）は、お使いのコンピュータで使用でさます 。 IT 
Assistant の情報は、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 
阳 ell OpenManaae IT Assistant ユーヴーズガイド J を参照してください。 
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Dell OpenManage Client Instrumentation ( クライアント用ソフトウェア） 

Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア） 
は 、 t Assistant などの I 」モート管理プ□ヴラ厶び、 U ■(下を実行するのを可能に 
します。 

• お使いのコンピュータじついての情報へのアクセス（搭載されているプロ 
セッサの数ゆ実行されているオペレーティンヴシステ厶の種類など） 

• コンピュータのステータスの監視（温度プ□-ブからの熱警告ゆストレージ 
デバイスからの八ードディスクドライブ障害警告を受信することなど） 

• お使いのコンピュータのステータスの変更 （ BIOS のアップデート、または 
IJ モートでのシャットダウンなど） 

管理システ厶は 、 rr Assistant を使ってネットワーク上で Dell OpenManage 
Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）びセットアップされて 
し、るコンピュータです 。 Dell OpenManage Client Instrumentation (クライ 
アント用ソフトウェア）じついては、デルサポートサイト 
support.jp.dell.com で入手できる JDell OpenManage Client 
Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）ユーヴーブガイド J を参照し 
てくださし、。 


電力の管理 

お使いのコンピュータは、作業しない揚合じみない電力で動作するよ〇設定でさ 
ます。コンピュータじインス!'―ルされたオペレーティングシステ厶およびセッ 
トアップユーティ I 」ティの特定のオプション設定を使って、電力使用を制御しま 
す （41 ぺージの「電力の管理」を参照)。節電されている期間を「ス1」ープモー 
ド」 と呼びます。 

& メモ： スリープモードじなるには、コンピュータに取りはけられたすべてのコン 
ポーネントび休止が態モードまたはスタンバイモード機能をサポートし、また適切 
なドライバび□ードされている必要びあります。詳細に関しては、各コンポーネン 
卜の製造兄のマニュアルを参照してください。 

• スタン パイと呼ばれるこのス IJ - プモードでは、多くのコンポーネントへ 
の電力は低減されているか、切られています。しかし、システ厶メモ I 」は活 
動状態じあります。 

。 メモ： 休止が態モードは、4 GBiy 下の RAM を搭載したコンピュータでのみ 
サポートされます。 

• 化止が 腹と呼ばれるこのス IJ - プモードでは、システ厶メモ IJ のすベての 
データを八ードディスクドライブじ書さ込み、巧に、システ厶電源を切るこ 
とじよって、電力消費を最小じします。このモードからウェイクアップする 
とコンピュータび再起動し、メモ IJ のの容び回復されます。その後、コン 
ピュータは休止状態モードに入る前の動作が態に戻0ます。 
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• シャットタウンと 呼ばれるこのスリープモードでは、補助用のわずかな量 
を除いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータびコンセン 
卜じ接続されている限り、自動的にまたはリモートで起動することができま 
す。たとえば、セットアップユーティリティの Auto Power On スプ 
ションを使うと （41 ページの「電力の管理」を参照)、コンピュータを特定の 
時間に白動的 I こ起動することがで言ます。また、ネットワーク管理若は電源 
管理イベント （Remote Wake Up など）を使って、コンピュータを U モー 
卜で起動する ことびで言ます。 

次の表に、スリープモードとそれぞれのモードから復帰させるためじ使用で青る 
方法を示しま3。 


スリープモード ウェイクアップの方法 （ WindowsXP ) 


スタンバイ 


休止が態 


シャツトダウン 


• 電源ボタンを巧す 
• オートパワーオン 
• マウスを動かすかクリックする 
• キーボードで入力する 
• USB デバイスアクティビティ 
• 電源管理イベント 

• 電源ボタンを押す 
• オートノ《ワーオン 
• 電源管理イベント 

• 電源ボタンを押す 
• オートパワーオン 
• 電源管理イベント 


^ メモ：電源管理の詳細に関しては、3ペレーティングシステ厶のマニュアルを参照 
してください。 
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ハイバースレツディングおよびマルチコア 
テクノロジ 

八イパースレッディングは Intel テクノ□ジであり、1つの物理プ□セッサを2 
つの論理プ□セッサとして機能させることじよってコンピュータを体の性能を向 
上させるので、特定のタスクを同時に実行することびでさます。マルチコアプロ 
セッサは、1つの CPU バッケージ巧に2つまたはそれ U ■(上の物理計算ユニットを 
持ち、それじより計算さ力率とマルチタスク機能を向上させます。 Intel はデュアル 
コアおよびクアッドコアプ□セッサじこのテクノ□ジを実装しました。これらの 
プ□セッサは、2つおよび4つの計算ユニットを持ちます。八イバースレッディ 
ンヴテクノ □ジを利用するためじ最適化されている 、 Microsoft Windows XP 
SP 1 しソ降のオペレーティングシステ厶または Windows Vista オペレーティンヴ 
システ厶を使用することをお勧めします。 

多くのプ□ブラ厶は、八イパースレッディンヴゆマルチコアテクノ□ジの恩恵を 
受けることじなりますび、このよラなテクノ□ジ用に最適化されていないプ□ヴ 
ラムもあります。それらのプ□グラ厶は、ソフトウェア製造元じよるアップデー 
卜び必要な揚合びあります。八イバースレッディンヴまたはマルチコアテクノ □ 
ジで使用するソフトウェアのアップデートゆ情報じついては、ソフトウェアの製 
造元にお問い合わせください。ご使用中のコンピュータび八イバースレッディン 
ヴテクノ□ジじ巧丽しているかどラかは、セットアップユーティ IJ ティの 
Performance タブじある Hypei "- Threading で確認できます （83 ぺージの 
「セットアップユーティ IJ ティ」を参照)。 

RAID 構成について 

この項では、コンピュータのご購入時に選がされた可能性のある RAID 構成の概 
要じついて説巧します。コンピュータ業巧では異なる使用目的のためじを数の 
RAID 構成びありますび、デルでは 、 Dell Precision 〕ンピュータじ RAID レべ 
ル0、 RAID レベル1、または RAID レベル5のいずれかを提おします。 

RAID レベル0懂巧は高性能プ□ヴラ厶用に、また RAID レベル1構成は、高度 
なレベルのデータ統合を必要とする揚合にお勧めします。 RAID レベル5構成は、 
データ統合および八イバフォーマンスの両方を提おします。 RAID レベルは、階 
層を示すちのではありません。 RAID レベル5構励ま、 RAID レベル0構成より 
本質的に優れてちおってちいません。 

お使いのコンピュータの Inte 恼 RAID コント□-ラでは、2台または3台の物理 
ドライブを使用しての RAID レベル0構成のみを作成でさます。3台目のドライ 
ブび存をする揚合 、 Intel RAID 憧巧プ□ヴラ厶を使用してこのドライブを RAID 
レベル0構成の一部とすることびできます。ドライブび3台あって2台び RAID 
レベル1構成に使われている揚合、3台目のドライブは RAID 構成の予備ドライ 
ブとして使用できます (53 ペーつの 「スペア八ードディスクドライブの作成」を 
参照)。 RAID レベル5アレイは、3台のドライブで構成する必要びあります。 
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すべてのドライブは、同ータイプのドライブじする必要があります。 RAID アレ 
イじは、 SAS ドライブおよび SATA ドライブを混をさせることはで青ません。乂 
青いほうのドライブ I こま割り当ての（使用で青ない）領域がをじないようじする 
た故には、これらのドライブを同じ容量じする必要があります。 

RAID レペル 0 

RAID レベル0は、「データストライピンク'」というストレージ巧術を使用して、 
高いデータアクセス速度を提供します。データストライピングは、連続するデー 
タセグ六ント（またはストライプ）を物理ドライブじ順次書青込み、より乂青な 
仮想ドライブを作成します。データストライピングを使5と、1つのドライブで 
データを読み出している間に、別のドライブで次のブ□ックを探しながら読み出 
すことがで青ます。 


RAID レベル日巧 
のシリアル ATA 
RAID 構成 




セブ><ント1 


セブ>(ント2 

セブ>< ント3 


セブ>(ント4 

セブ>(ント5 


セグメント6 


ハードディスクドライブ1 ハードディスクドライブ2 


RAID レベル0のちラ1つの利点は、ドライブの最大容量を利用でさることです。 
120 GB のドライブび2台取りけけられている揚合、240 GB をデータの保存に 
使用することびでさます。 

〇ま 意： RAID レベル0はデータの冗長 t 生を提おしないので、1つのドライブび古如章 
した場合、別のドライブのデータじちアクセスできなくなります。したびって、 
RAID レベル0構成を使用する際は、定期的なバックアップを行ってください。 

RAID レベル 1 

RAID レベル1では、5ラー IJ ングとして知られるデータ冗長性を使用します。 
データびプライマ I 」ドライブじ書言込まれると、データは化のドライブじ複製、 
すなわちさラー IJ ングされます。 RAID レベル1構成では、データの冗長性のた 
めじデータアクセスを度び犠牲じなります。 


44 I アドバンス機能 









RAID レベル 1 用 
のシリアル ATA 
RAID 構成 



セブ><ント1 


セグメント1の複製 

セブ>(ント2 


セブ>(ント2の複製 

セブ>< ント3 


セブ>< ント3の複製 

セブ>< ント4 


セブ>(ント4の複製 

セブ>< ント5 


セブ>(ント5の複製 

セブ>< ント6 


セブ>< ント6の複製 


ハードディスクドライブ1 ハードディスクドライブ2 


ドライブび故障すると、なの読み出し/書さ込み動作は、正常に動作しているド 
ライブで行われます。正常に動作しているドライブを使って、交換用のドライブ 
でデータを再構築することびでさます。また、データは両方のドライブで複製さ 
れるので、2つの120 GB の RAID レベル1ドライブは、データの保存に 
120 GB を利用でさます。 

RAID レペル 5 

RAID レベル5は、「パリティチェック」と呼ばれるデータステージングストレー 
ジ技術を使用します。 RAID 構成にデータのブ□ックび書さ込まれると、データ 
は RAID アレイ肉の1台のドライブを除くすべてのドライブじまたびってストラ 
イピンヴされ、除外される1台にはバ U ティデータび書さ込まれます。バ IJ ティ 
データは、ドライブのいずれか1台に障害び発ちした揚合に、ストライピングされ 
たデータのブ□ックを体の計算を可能じする情報です。 

バ I 」ティデータのサイスは、実際の保存データと比べると非常に小さいので、バ 
IJ ティドライブび1台の八ードディスクドライブじ相当する容量で巧丽でさる 
データ保存用八ードディスクドライブの台数じは、制限びありません。ただし、 

バ IJ ティデータのすべてび同一のドライブじ保存されるわけではなく、 RAID 構 
成に新たなデータブ□ックび書さ込まれるごとに、異なるドライブび交互にデー 
夕な存用ドライブまたはパ I 」ティドライブとして機能します。 
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RAID レベル 5 用 
のシリアル ATA 
RAID 構成 


若^^^ 


データプ□ック1の半分 

データブ□ック1の半分 

プ□ック1のパリティデータ 

データブ□ック2の半お 

ブ□ック2のパリティデータ 

データブ□ック2の半お 

ブ□ック3のパリティデータ 

データブ□ック3の半お 

データブ□ック3の半お 

データブ□ック4の半お 

ブ□ック4のパリティデータ 

データブ□ック4の半巧 

データプ□ック5の半分 

データブ□ック5の半分 

プ□ック5のバリティデータ 

ブ□ック6のパリティデータ 

データブ□ック目の半分 

データブ□ック日の半お 


八ードディスクドライブ1 八ードディスクドライフ2 /\-ドディスクドライブ3 


RAID 0構成の揚合と同様、データび RAID 構成にまたびってストライピングさ 
れるため、アクセスは高まじなります。また、バ IJ ティデータの働さじより、1 
台のドライブのみに障害び発ちした揚合には、その化のドライブじ保存されてし、 
るバリティデータを使用して、そのドライブを再構築でさます。ドライフ1台分 
じ相当する容量びパ U ティデータ用に確なされているため、3台の120 GB RAID 
レベル5ドライブでデータのな存じ利用でさるストレージスぺースは、240 GB 
です。 RAID レベル5構巧を構築するには、みなくとち3台のドライブび必要で 
す。 


コンピュータの RAID への構成 

コンピュータ購入時に RAID 構成を選んでいない揚合でも、コンピュータを 
RAID じ構成する必要びでてくることびあります。 RAID 構成をセットアップする 
じは、少なくとも2台の八ードディスクドライブびコンピュータじ取りけけてあ 
る必要びあります。 J \- ドディスクドライブの取りがけ方まじついては、 

185ぺージの「力ード」を参照してください。 

RAID 八ードディスクドライブボ IJ ュー厶を構成するには、/\-ドディスクドラ 
イブにオペレーティングシステ厶をインス!'―ルする前に Intel RAID Option 
ROM ユーティ IJ ティを使用します。本書の RAID 構成手順を始める前に、お使 
いのコンピュータを必ず RAID 巧丽モードに設定する必要びあります。 
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コンピュータを RAID 対応、モードに設定する 

& メモ：この手順は、 RAID 構成のコンピュータをを义した場合のみ実行できます。 

1 セットアップユーティ IJ ティを起動します （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照)。 

2上下ち E 日キーを巧して、 Drives を八イライト表示してから、 < Enter > を巧 
します。 

3上下矢 E 日キーを押して SATA Operation をノ\イライト表示し、 < En 1: er > 
を押します。 

4 左ち矢 E 日キーを押して、好み I こ廠じて RAID Autodetect/AHCI または 

RAID Autodetect/ATA をノ\イライト表示し、 < En 1: er > を押します。そ 
の媛、 < Esc > を押します。 

RAID オプションの詳細に関しては、84ぺージの「セットアップオプション」 
を参照してくださし、。 

5左ち矢 E 日キーを押して Save/Ex けをノバライト表示し、 < Enter > を押し 
て、セットアップユーティリティを終了し、起動プ□セスを再開します。 


Intel Matrix Storage Manager を使用したコンピュータの RAID への構成 

^ メモ：このを順は、 RAID 構成のコンピュータをを义した厦合のみ実行できます。 

オペレーティンヴシステ厶びすでにインス I '―ルされている八ードディスクドラ 
イブびあり、そのオペレーティングシステ厶ゆデータを失ラことなく、2台目の 
八ードディスクドライブを追加して、両方の八ードディスクドライブを RAID ボ 
I 」ュー厶じ再構成する揚合には、 RAID レベル0構成 （51 ぺージの 「 RAID レべ 
ル0構成への移行」を参照)、 RAID レベル1構成 （52 ぺージの 「 RAID レベル 
1構成への移行」を参照）または RAID レベル5構成 （52 ぺージの 「 RAID レべ 
ル5構成への移行」を参照）用の移行オプションを使用する必要びあります。新 
しいボ I 」ュー厶を作成でさるのは、なの揚合のみです。 

• すでにドライブび1台取りがけられているコンピュータじ2台の新しいド 
ライブを追加し（またオペレーティンヴシステ厶びその1台目のドライブじ 
ある)、2台の新しいドライブを RAID ボ IJ ュー厶じ憧巧する揚合 

• ボ IJ ュー厶じ構成されている八ードディスクドライブコンピュータびすでに 
2台あるび、2つ目の RAID ボ IJ ユー厶として指定でさるスぺースびボ 

IJ ュー厶じある揚合 
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RAID レベル 0 構成の作成 

〇 ま 意：この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータび失われます。 

^ メモ：この手順は、 RAID 構成のコンピュータをを义した場合のみ実行できます。 

1コンピュータを RAID 巧丽モードに設定します （47 ぺージの「コンピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 スター トをク IJ ックし、 プ□グラ厶一 Intel ( の Matrix Storage 
Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選おして 、 Intel 
Storage ユーティ U ティを起動します。 

アクション メニューオプションび表示されていない揚合、お使いのコン 
ピュータは RAID 巧丽モードに設定されていません （47 ぺージの「コン 
ピュータを RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

3 アクション メニューで RAID ボリュー厶の 作成を選巧し、 RAID ボ UzL - 
厶の作成ウィヴードを起動して、 次へ をク IJ ックします。 ポリュー厶の設 
定 画面で ポリュー厶各、 RAID レベル、ストリップ サイスを指定し、 次へ 
をク IJ ックします。 

4 ポリュー么ロケーションの選択 画面で、 RAID レベル〇ボ I 」ュー厶じ追加 

する1台目の八ードディスクドライブをク IJ ックして、ちち EP をク IJ ックし 
ます。 

5 2台目の八ードディスクドライブをク IJ ックします。 RAID レベル〇ボ 
IJ ュー厶じ3台目の八ードディスクドライブを追加するには、ちち EP をク 
IJ ックして3台目のドライブをク IJ ックし、3台のドライブび 選巧るみ 
ウィンドウじ表示されたら、 巧へ をク IJ ックします。 

6 ポリュー么サイブの指定 ウィンドウで、指定する ポリュー厶サイスを ク 

IJ ックして、 かへ をク IJ ックします。 

7完了をク IJ ックしてボ IJ ュー厶を作巧するか、 戻る をク IJ ックしての容を 
変更します。 

RAID レベル1構ぶの作成 

〇 ま 意：この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータび失われます。 

^ メモ：この手順は、 RAID 構成のコンピュータをを义した場合のみ実行できます。 

1コンピュータを RAID 巧丽モードに設定します （47 ぺージの「コンピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 スタート ボタンをク IJ ックし、 プ□グラ厶一 Intel (R) Matrix 

Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選巧して、 
Intel ® Storage ユーティ U ティを起動します。 

アクション メニューオプションび表示されていない揚合、お使いのコン 
ピュータは RAID 巧丽モードに設定されていません （47 ぺージの「コン 
ピュータを RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 
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3 アクション メニ；！一で、 RAID ボリュームの作成を 選巧して、 RAID ボ 
IJ ュー厶の作成ウィヴードを起動します。 

4最巧の画面で夕へをク IJ ックします。 

5ボ IJ ュー厶名を確認し、 RAID レベルとして RAID 1 を選巧して、 かへ を 
ク IJ ックして続行します。 

6 ポリュー厶ロケーションの還択 画面で、 RAID レベル1ボ IJ ュー厶を作巧 

するのじ使用する1台目の八ードディスクドライブをク I 」ックして、ちち印 
をク IJ ックします。2台のドライブび 選択ちみ ウィンドウに表示されるま 
で、2台目の八ードディスクドライブをク IJ ックして、 巧へ をク IJ ックしま 
す。 

7 ポリュー厶サイブの指定 ウィンドウで、指定する ポリュー厶サイブを 選が 

して、 巧へ をク IJ ックします。 

8完了をク IJ ックしてボ IJ ュー厶を作成するか、 戻る をク IJ ックしての容を 
変更します。 

9 Microsoft Windows の新規 RAID ボ U ュー厶でのバーティション作成手 
順に従います。 

RAID レベル日構成の作成 

〇 ま 意：この操作を実行すると、 RAID ドライブのすべてのデータび失われます。 

^ メモ： この手順は、 RAID 構成のコンピュータをを义した場合のみ実行できます。 

1コン ピュ ータを RAID 巧 丽モードに設定します （47 ぺージの「コン ピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 スタート ボタンをク IJ ックし、 プ□グラ厶一 Intel (R) Matrix 

Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選択して、 
Intel Storage ユーティ U ティを起動します。 

3 アクション メニューオプションび表示されていない揚合、お使いのコン 
ピュータは RAID 巧丽モードじ設定されていません （47 ぺージの「コン 
ピュータを RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

4 アクション メニューで、 RAID ポリュー厶の作成を 選巧して、 RAID ボ 
IJ ュー厶の作成ウィヴードを起動します。 

5最ネ刀の画面で 巧へ をク IJ ックします。 

6ボ IJ ュー厶名を確認し、 RAID レベルとして RAID 5 を選巧して 、なへを 
ク IJ ックして続行します。 

7 ポリュー厶ロケーシヨンの選択 画面で、 RAID レベル5ボ IJ ュー厶を作成 

するのじ使用する1台目の八ードディスクドライブをク IJ ックして、ちち ED 
をク IJ ックします。2台または3台の追加ドライブをク IJ ックし、 選択巧み 
ウィンドウじ3台または4台のドライブび表示されたら、 次へ をク IJ ック 
します。 
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8 ポリュー厶サイスの指定 ウィンドウで、指定する ボリュー厶サイスを 選が 

して、 巧へ をク IJ ックします。 

9 壳 了をク IJ ックしてボ IJ ュー厶を作成するか、 戻る をク IJ ックしての容を 
変更します。 

10 Microsoft Windows の新規 RAID ボ U ュー厶でのバーティシヨン作成手 
順に従います。 

RAID ボリュームの削除 

〇 ま意： この手順では、 RAID 1ポリュー厶を削除しますび、 RAID 1ポリュー厶を 
パーティシヨンで2つの RAID (みのハードディスクドライブじ分割し、巧をの 
データファイルをそのまま残します。ただし、 RAID 0または5ボリュー厶を削除 
すると、ボリュー厶のすべてのデータび破壊されます。 

1 スタート ボタンをク IJ ックし、 プ□グラ厶一 Intel (R) Matrix 

Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選択して、 
Intel Storage ユーティ U ティを起動します。 

2削除する RAID ボ IJ ュー 厶のポリュー厶ア イコンをちク IJ ックして、 ポ 
リュー厶の削除 を選択します。 

3 RAID ポリュームの削除ウィヴード 画面で、 巧へ をク IJ ックします。 

4削除する RAID ボ IJ ュー厶を 利用可能 ボックスでハイライトします。なじ、 
ちち E 日ボタンをク IJ ックし、 ハイライ トした RAID ボ IJ ュー厶を 選巧済み 
ボックスじ移動させ、 夕 へをク I 」ックします。 

5完了をク IJ ックして、ボ IJ ュー厶を削除します。 

RAID 構成へのを行について 

ミ主文時にシステ厶び RAID 用に構成されており、特定の RAID 構成間で移行する 
揚合、ェ揚出荷時インス I '―ルの RAID 構成からの移行のみび巧能です。 



ドライブ2台に 
よる RAID0 

ドライプ3台に 
よる RAID0 

ドライブ2台に 
よる RAID1 

ドライブ3台に 
よる RAID 5 

ドライブ2台に 
よる RAID0 

適用なし 

ドライブ2台か 
らドライブ3台 
への移巧げ巧能 

不巧能 

不巧能 

ドライブ3台に 
よる RAID0 

不可能 

適用なし 

不巧能 

不巧能 

ドライブ2台に 
よる RAID1 

RAID 1から 
RAID 0への移 

巧が巧能 

RAID 1から 
RAID 0への移 

巧が巧能 

適用なし 

RAID 1から 

RAID 5への移行 

が巧能 

ドライブ3台に 
よる RAIDS 

不巧能 

不巧能 

不巧能 

適用なし 
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RAID レベル 0 構成への移行 

1コンピュータを RAID 巧丽モードに設定します （47 ぺージの「コンピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2スタート ボタンをク IJ ックし、 すべてのプ□グラ厶一 Intel ( R ) Matrix 
Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選択して、 
Intel Storage ユーティ U ティを起動します。 

アクション メニューオプションび表示されていない揚合、お使いのコン 
ピュータは RAID 巧丽モードに設定されていません （47 ぺージの「コン 
ピュータを RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

3 アクション メニューで、 既存のハードディスクドライフからの RAID ボ 

リュームの 作成を選巧して、移行ウィヴードを起動します。 

4移行ウィヴード画面で 巧へ をク I 」ックします。 

5 RAID ボ IJ ュー厶名を入力するか、デフォルトを使用します。 

6ド□ップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 0 を選択します。 
RAID ボ IJ ュー厶じな存する平巧ファイルサイブじ最ちおいスト IJ ップサイ 
スを選がします。平巧ファイルサイブび分からない揚合、スト IJ ップサイブ 
として128 KB を選巧してください。 

7ド□ップダウンボックスから適切なスト IJ ップサイブを選択して 、かへを 
選がします。 

ソース八ードディスクドライブとして使用する八ードディスクドライブを選 
がします （ RAID ボ I 」ュー厶じな持しておさたいデータまたはオペレーティン 
ヴシステ厶ファイルびな存された八ードディスクドライブであることび必要 
です)。 

8 ソース八ードディスクドライブの還択 画面で、移行するハードディスクド 
ライブをダブルク IJ ックして、 次へ をク IJ ックします。 

9 メンバーハードディスクドライフの選択 画面で、ハードディスクドライブ 
をグブルク I J ックし、ストライプアレイび行さ渡るメンバードライブを選択 
して なへ をク IJ ックします。 

10ポリュー厶サイプの指定画面で、希望のポリュー厶サイブを選択して、 
夕へをク IJ ックします。 

〇ま 意：手順りで、メンバードライブに含まれているデータびすべて肖おされます。 

11完了 をク IJ ックして移行を開始するか、 戻る をク IJ ックしての容を変更し 
ます。移行プ□セス中でち、コンピュータを通常通りに使用でさます。 


アドバンス機能 I 51 



RAID レベル 1 構成へのを行 

1コンピュータを RAID 巧丽モードに設定します （47 ぺージの「コンピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 スタート ボタンをク IJ ックし、 すべてのプ□グラ厶一 Intel ( R ) Matrix 
Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選巧して、 
Intel Storage ユーティ U ティを起動します。 

アクション メニューオプションび表示されていない揚合、お使いのコン 
ピュータは RAID 巧丽モードに設定されていません （47 ぺージの「コン 
ピュータを RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

3 アクション メニューで、 既存の八ードディスクドライブからの RAID ポ 

リュー厶の作成 をク I 」ックして、移行ウィヴードを起動します。 

4最初の移行ウィヴード画面で 巧へ をク I 」ックします。 

5 RAID ボ I 」ュー厶名を入力するか、デフォルトを使用します。 

6ド□ップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 1を選がします。 

ソース八ードディスクドライブとして使用する八ードディスクドライブを選 
巧します （ RAID ボ IJ ュー厶じ保持しておさたいデータまたはオペレーティン 
ヴシステ厶ファイルびな存された八ードディスクドライブであることび必要 
です)。 

7 ソース八ードディスクドライブの選巧 画面で、移行する八ードディスクド 
ライブをダブルク IJ ックして、 夕 へをク IJ ックします。 

8 メンバーハードディスクドライブの還が 画面で、構成のでミラーとして動 
作させるメンバードライブをダブルク IJ ックして選択し、 巧へ をク IJ ック 
します。 

9 ポリュー厶サイプの指定 画面で、希望のボ IJ ュー厶サイブを選択して、 

巧へ をク IJ ックします。 

〇ま意： 手順10で、メンバードライブに含まれているデータびすべて削除されます。 

10完了をク IJ ックして移行を開始するか、 戻る をク IJ ックしての容を変更し 
ます。移行プ□セス中でち、コンピュータを通常通りに使用でさます。 

RAID レベル5構成への移巧 

1コン ピュ ータを RAID 巧 丽モードに設定します （47 ぺージの「コン ピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 スタート ボタンをク I 」ックし、 すべてのプ□グラ厶一 Intel (の Matrix 
Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選おして、 
Intel Storage ユーティリティを起動します。 

アクション ニューオプションが表示されていない揚含、お使いのコン 
ピュータは RAID 巧廠モードに設定されていません （47 ページの「コン 
ピュータを RAID 巧廠モードに設定する」を参照)。 
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3 アクション メニューで、 既存の八ードディスクドライフからの RAID ポ 

リュー么の作成 をク IJ ックして、移行ウィヴードを起動します。 

4最初の移行ウィヴード画面で 巧へ をク IJ ックします。 

5 RAID ボ U ュー厶名を入力するか、デフォルトを使用します。 

6ド□ップダウンボックスから、 RAID レベルとして RAID 5を選択します。 

ソース八ードディスクドライブとして使用する八ードディスクドライブを選 
おします （ RAID ボ I 」ュー厶じな持しておさたいデータまたはオペレーティン 
グシステ厶ファイルびな存された八ードディスクドライブであることび必要 
です)。 

7 ソース八ードディスクドライフの選が 画面で、移行する八ードディスクド 
ライブをダブルク IJ ックして、 巧へ をク IJ ックします。 

8 メン八’一八ードディスクドライブの選が 画面で、構成ので使用する2台ま 
たは 3 台のメンバードライブをダブルク IJ ックして選巧し、 なへ をク IJ ッ 
クします。 

9 ポリコームサイブの指定 画面で、希望のボ IJ ュー厶サイブを選択して、 次 
へをク IJ ックします。 

〇 ま意： 手順10で、メンバードライブに含まれているデータびすべて削除されます。 

10 完了 をク IJ ックして移行を開始するか、 戻る をク IJ ックしての容を変更し 
ます。移行プ□セス中でち、コンピュータを通常通りに使用でさます。 


スペアハードディスクドライプの作成 

〇ま 意：スペアハードディスクドライブは、みなくとちサポートする RAID 構成の 2 
台のドライブの大きいドライブと同じサイズである必要びあります。それ•(かの場 
合は、スペアハードディスクドライブは機能しません。 RAID ユーティリティは、 
ユーヴーび選旧したドライブのサイズび+分かどラひの通知を行いません。 

スペア八ードディスクドライブは、 RAID レベル1憧巧で作成でさます。また、 
スペア八ードディスクドライブは、オペレーティンヴシステ厶では認識されませ 
んび 、 Disk Manager または Intel RAID Option ROM Utility 巧から確認でき 
ます。 RAID レベル1構成のいずれかのメンバーび損傷した揚合、コンピュータ 
はスペア八ードディスクドライブを使用し、損傷したメンバーのけわりとしてさ 
ラー構成び自動的に再構築されます。 

ドうイブをスペア八ードディスクドうイブじするじはかの丰 I 陌巧事行します。 

1 スタート ボタンをク IJ ックし、 プログラ厶 一 Intel ( R ) Matrix 

Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選択して、 
Intel Storage ユーティリティを起動します。 

2スペア八ードディスクドライブじする八ードディスクドライブをちクリック 
します。 

3 スペアとして巧をつける をクリックします。 
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スペア八ードディスクドうイブを而じ房すじはかの丰順を事行します。 

1スペア八ードディスクドライブアイコンをちク IJ ックします。 

2 八ードディスクドライブを RAID がかにリセットする をク IJ ックします。 

機能性がほ下した RAID レベル 1または5構成の再構築 

コンピュータじスペア八ードディスクドライブびなく、機能性びお下した RAID 

レベル1または5ボ IJ ュー厶びあるとコンピュータじより報告された揚合、手動 

でコンピュータの冗長性さラーを新しい八ードディスクドライブじ再構築でさます。 

1スタート ボタンをク IJ ックし、 プ□グラ厶一 Intel ( R ) Matrix 

Storage Manager 一 Intel Matrix Storage Console と選巧して、 
Intel Storage ユーティ U ティを起動します。 

2 RAID レベル1または5ボ ijn - 厶の再懂築に使用でさる八ードディスクド 
ライブをちク IJ ックして、 このディスクじ再精築する をク IJ ックします。 

3コンピュータび RAID レベル1または5ボ IJ ュー厶を再構築している揚合 
でち、コンピュータを使用でさます。 

Intel ⑩ RAID Option ROM ユーティリティを使用したコンピュータの 
RAID への構成 

〇 ま 意：かの手順で RAID 構成を作成すると、ハードディスクドライブのすべての 
データを失います。続行する前に、必要なデータのバックアップを作成してくだ 
さし、。 

〇 ま 意：巧の手順は、オペレーティングシステ厶を再インストールする厦合にのみ実 
行してください。巧存のストレージ構成を RAID レベル 0 構成に移行するときじ 
は、この手順を使用しないでください。 

RAID レベル0構成の作成 

〇 ま 意：巧の手順で RAID 構成を作成すると、ハードディスクドライブのすべての 
データを失います。続行する前に、必要なデータのバックアップを作成してくだ 
さし、。 

1コンピュータを RAID 巧丽モードに設定します （47 ぺージの「コンピュー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 Intel RAID Option ROM ユーティ U ティを起動するよう要あされたら、 
< Ctrl >< i > を巧します。 

3上下ち E 日キーを巧して Create RAID Volume を八イライト表示し、 
< Enter > を巧します。 

4 RAID ボ IJ ュー厶名を入力するか、デフォルトを使用して、 < Enter > を巧し 
ます。 

5上下ち印キーを巧して RAIDO ( Stripe ) を選巧し、 < Enter > を巧します。 
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6 使用でさる八ードディスクドライブび複数存なする揚合は、上下ち EP キーと 
スペースバーを巧して、構成に使用する2台または3台のドライブを選択 
し、 < Enter > を巧します。 

RAID ボ IJ ユー厶じな存する平巧ファイルサイブじ最ちおいスト IJ ップサイ 
スを選がします。平巧ファイルサイブび分からない揚合、スト IJ ップサイブ 
として128 KB を選巧してください。 

7上下ち E 日キーを巧してスト IJ ップサイブを変更し、 < Entec を巧します。 

8ボ IJ ユー厶のサイブを選巧して、 < Enter > を巧します。デフォルト値は、 
使用可能な最乂サイスです。 

9 < Enter > を巧し、ボ ijn - 厶を作成します。 

10 < y > を巧して、 RAID ボ I 」ユー厶を作巧することを確認します。 

11 Intel RAID Option ROM ユーティ I 」ティのメイン画面で、正しいボ U ユー 
厶構成び表示されていることを確認します。 

12上下ち印キーを巧して Exit を選巧し、 < Enter > を巧します。 

ロ オペレーティンヴシステ厶をインス!'―ルします (141 ぺージの 
「Windows XP または Windows Vista の再インス I ■'ール」を参照)。 

RAID レベル 1 構成の作成 

〇ま 意：巧のを順で RAID 構成を作成すると、ハードディスクドライブのすべての 
データを失います。続行する前に、必要なデータのバックアップを作成してくだ 
さし、。 

1コン ピユ ータを RAID 巧 丽モードに設定します （47 ぺージの「コン ピユー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 Intel RAID Option ROM ユーティ U ティを起動するよう要ホされたら、 
< Ctrl >< i > を巧します。 

3上下ち印キーを使用して 、 Create RAID Volume を八イライト表示し、 
< Enter > を巧します。 

4 RAID ボ IJ ユー厶名を入力するか、またはデフ3ルトを受け入れて、 

< Enter > を巧します。 

5上下ち E 日キーを使用して RAID 1 ( Mirror ) を選択し、 < Enter > を巧します。 

6使用でさる八ードディスクドライブび複数存なする揚合は、上下ち印キーと 
スペースバーを巧して、ボ IJ ユー厶の作成に使用する2台のドライブを選が 
し、 < Enter > を巧します。 

7ボ IJ ユー厶のサイブを選択して、 < Enter > を巧します。デフォルト値は、 
使用可能な最乂サイスです。 

8 < Enter > を巧し、ボ IJ ユー厶を作成します。 

9 < y > を巧して、 RAID ボ IJ ユー厶を作成することを確認します。 
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10 Intel RAID Option ROM ユーティ IJ ティのメイン画面で、正しいボ U ユー 
ム構成び表示されていることを確認します。 

11 上下ち E 日キーを使用して Ex けを選巧し、 < Enter > を巧します。 

12オペレーティンヴシステ厶をインス!'―ルします (141 ぺージの 
「Windows XP または Windows Vista の再インス I ル」を参照)。 

RAID レベル 5 構成の作成 

〇ま 意：巧の手順で RAID 構成を作成すると、ハードディスクドライブのすべての 
データを失います。続行する前に、必要なデータのバックアップを作成してくだ 
さし、。 

1 コン ピユ ータを RAID 巧丽モードじ設定します （47 ぺージの「コン ピユー 
夕を RAID 巧丽モードに設定する」を参照)。 

2 Intel RAID Option ROM ユーティ U ティを起動するよう要巧されたら、 
< Ctrl >< i > を巧します。 

3上下ち E 日キーを使用して 、 Create RAID Volume を八イライト表示し、 
< Enter > を巧します。 

4 RAID ボ U ユー厶名を入力するか、デフオルトを使用して、 < Enter > を巧し 
ます。 

5上下ち E 日キーを使用して、 RAIDS ( Parity ) を選択し、 < Ente りを巧します。 

6上下ち E 日 キーとスペースバーを 巧して、ボ IJ ユー 厶じ使用する3台または4 
台のドライブを選択し、 < Enter > を巧します。 

7ボ I 」ユー厶のサイブを選択して、 < Enter > を巧します。デフオルト値は、 
使用可能な最大サイスです。 

8 < Enter > を巧し、ボ I 」ユー厶を作成します。 

9 < y > を巧して、 RAID ボ IJ ユー厶を作成することを確認します。 

10 Intel RAID Option ROM ユーティ IJ ティのメイン画面で、正しいボ Un — 
厶構成び表示されていることを確認します。 

11 上下ち E 日キーを使用して、 Exit を選巧し、 < Enter > を巧します。 

ロ オペレーティンヴシステ厶をインス!'―ルします (141 ぺージの 
「Windows XP または Windows Vista の再インス I ル」を参照)。 
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RAID ボリュームの削除 

〇注意：この操作を実行すると、 RAID ドライブのすぺてのデータび失われます。 

〇注意： コンピュータび現を RAID から起動するようになっている揚含、 In お！ RAID 
^ Option ROM ユーティリティの RAID ボリュー厶を削除すると、コンピュータは起 
動不可能になります。 

1 Intel RAID Option ROM ユーティリティを起動するよう要巧されたら、 
< Ctrl >< i > を押します。 

2上下矢 E 日キーを使用して、 Delete RAID Volume をノバライト表示し、 
< Enter > を押します。 

3上下矢 E 日キーを使用して、削除する RAID ボ IJ ュー厶を八イライト表示し、 
< Delete > を押します。 

4 < y > を押して、 RAID ボリュー厶を削除することを確認します。 

5 < Esc > を押して、 Intel RAID Option ROM ユーテイリテイを終了します。 
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コンピュータの七ットアップ 


お使いのコンピュータのエンクロージャでの 
設置 

お使いのコンピュータのエンク□-ジャでの設置は、通気を制限してコンピュー 
夕の性能に影響を及ぼすことびあり、 揚合によってはオーバーヒートの原因とな 
ります。お使いのコンピュータをエンク□-ジャじ設置する揚合は、なのガイド 
ラインにおってくださし、。 

〇ま 意： 本書に示された動作温度壮樹ま、最高摆撞動作温度を反映しています。お使 
いのコンピュータをエンク□ージャじ設置する揚合は、室巧の摆房温度を考慮する 
必要びあります。例えば、周囲の室の温度び25 ° C の揚合は、コンピュータの仕様 
じより、最高動作温度に達する前に5 °ひら10 ’ C の温度のを裕を持たせます。お 
使いのコンピュータの化様については、33ページの「仕様」を参照してください。 

• 適切な換気のためじ必要な空気の流れを確保するため、コンピュータのすべ 
ての通気孔のある側面に、みなくとち 10.2 cm のすさまびあるよラじします。 

• エンク□-ジャじドアびある揚合は、エンク□-ジャ（前方および後方）じ 
最低30 %の通気び得られるタイプである必要びあります。 
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• お使いのコンピュータを化の上または下の角に設置する揚含は、適切な換気 
が得られるよ5、空気の流れを確保するた故に、コンピュータの背面と壁の 
間に最低 5.1 cm の空間を置青ます。 



〇注意：お使いのコンピュータを、通気び得られないエンク□ージャに設置しないで 
ください。逼気の制限はコンピュータの性能に影響を及ぼし、スーバーヒートの原 
因となる揚含びあります。 
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インターネットへの接続 

^ メモ： ISP および ISP び提供するスプシヨンは国じよって異なります。 

E - メールおよびインターネットの問題のトラブルシューティングの詳細じついて 
は、101ぺージの 「 E - メールおよびインターネットの問題」を参照してくださ 
し、。インターネットじ接続するには、モデ厶またはネットワーク接続、および 
ISP (インターネットサービスプ□バイダ）び必要です。 ISP は、1つまたは複数 
の U ■(下のインターネット接続オプシヨンを提巧します。 

• 既存の電話回線または携帯電話サービスを経由して高をインターネットアク 
セスを提おする DSL 接続。 DSL 接続では、インターネットじアクセスしな 
びら同時に同じ回線で電話を使用することびでさます。 

• 既存のケーブルテレビ回線を経由して高をインターネットアクセスを提なす 
るケーブルモデ厶接続。 

• 衛星放送システ厶を経由して高まインターネットアクセスを提なする衛星モ 
デ厶接続。 

• 電話回線を経由してインターネットじアクセスでさるダイヤルアップ接続。 
ダイヤルアップ接続は、 DSL ゆケーブル（または衛星）モデ厶接続に比べて 
ま度びかなり遅くなります。 

• Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを使用してインターネットアクセスを提 
なするワイヤレス LAN 接続。 
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ダイヤルアップ接続をお使いの揚合は、インターネット接続をセットアップする 
前に、コンピュータのモデ厶コネクタおよび壁の電話コンセントじ電話線を接続 
します。 DSL またはケーブル/衛星モデ厶接続をお使いの揚合は、 ISP または携 
帯電話サービスじセットアップの手順を問い合わせて<ださい。 

インターネットお続の七ットアップ 

デスクトップ上じある既存の ISP のショートカットを使用してインターネット接 
続をセットアップするには、なの手順を実行します。 

1開いているファイルをすべてな存してから閉じ、実行中のプ□ブラ厶をすべ 
て終了します。 

2 Microsoft ® Windows ® デスクトップで ISP のアイコンをダブルク U ック 
します。 

3画面の手順に化ってセットアップを完了します。 

デスクトップじ ISP アイコンび存なしない揚合、または別の ISP でインターネッ 
卜接続をセットアップする揚合、巧の項のご利用のオペレーティンヴシステ厶じ 
巧丽する手順を実行して < ださい。 

^ メモ： 過去にインターネットに正唐に接続できていたのに接続できない場合、 ISP 
のサービスび停止している可能 t 生びあります。サービスのが態じついて ISP にお i 忍 
するか、をでちラー度接続してみて<ださい。 

Windows XP 

1開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベ 
て終了します。 

2 スタートー Internet Explorer とク U ックします。 

巧しい接続ウィヴード び表示されます。 

3 インターネットに接続す るをク I 」ックします。 

4巧のウィンドウで、該当する U ■(下のオプションをク IJ ックします。 

• ISP と契約されておらず、その1つを選びたい揚合、 インターネット 
サービスプロバイダ ( ISP ) の一 II から選巧す るをク IJ ックします。 

• お客様のに？からセットアップ情報を入手済みであるびセットアップ 
ディスクをお持ちでない揚合、 接続を手動でセットアップする をク 
IJ ックします。 

• セットアップディスクをお持ちの揚合 、 ISP から提供された CD を使用 

する をク I 」ックします。 

5 巧へ をク IJ ックします。 

接続を手動でセットアップする を選んだ揚合、手順6じ造みます。それしソ外 
の揚合は、画面の手順に化ってセットアップを完了して<ださい。 

^ メモ： どの種類の接続を選んだ 6 よいひわひ 6 ない場合は、ご契約の ISP じお問い 
合わせ < ださい。 
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6 インターネットじどのよラに接続します か？ で設定するオプションをク I 」ッ 
クし、 巧へ をク IJ ックします。 

7 ISP から提なされたセットアップ情報を使って、セットアップを完了します。 

Windows Vista™ 

^ /モ ： ISP の情報を巧意しておきます。 ISP と契約していない揚含は、 インターネッ 
卜の接続 ウィヴードひら情報を入手できます。 

1開いているファイルをすべて保をしてから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベ 
て終了します。 

2 Windows Vista Start (スタート）ボタン©をクリックし、 Control 
Panel (コント□-ルパネル）をクリックします。 

3 Network and Internet (ネットワークとインターネット）で、 
Connect to the Internet (インターネットの接続）をクリックします。 

Connect to the Internet (インターネットの接続）ウインドウが表示 

されます。 


4接続方法に麻じて、 Broadband ( PPPoE ) (ブ□-ドバンド ( PPPoE )) 

または Dial-up 〔ダイヤルアップ）のいずれかを選択します。 

• DSL 衛星モデム、ケーブルテレビモデム、または Bluetooth ワイヤ 
レステクノ□ジ接続を使用する揚含は、 Broadband (ブ□ー ドバン 
ド）を選択します。 

• ダイヤルアップモデムまたは ISDN を使用する揚含は、 Dial-up (ダイ 
ヤルアップ）を選択します。 

^ メモ：還巧する接続の種類び分ひらない場合は 、 Help me choose (還おのへル 
プ）をクリックするひ、ご契約の ISP じお問い合わせください。 

5画面の指示に従い、 ISP から提供されたセットアップ情報を使用してセット 
アップを完了します。 


新しいコンピュータへの情報の転送 

お使いのオペレーティングシステ厶の「ウィヴード」を使用して、あるコン 
ピュータから別のコンピュータ、例えば元のコンピュータから 新しい コンピュー 
夕へ、ファイルおよびその化のデータを転送することびでさます。その手順じつ 
し、ては、お使いのコンピュータじ搭載されているオペレーテイングシステ厶じ該 
当する L ソ下の項を参照してください。 
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Microsoft® Windows® XP 

Microsoft Windows XP オペレーティンヴシステ厶じは、元の〕ンピュータか 
ら新しいコンピュータじデータを移動するための、ファイルと設定の転送ウィ 
ヴードびあります。下記のデータを転送でさます。 

• E - メールメッセー ジ 

• ツールバーの設定 

• ウィンドウのサイブ 

• インターネットのブックマーク 

新しいコンピュータじネットワークまたはシ IJ ア J レ接続をかしてデータを転送し 
たり、新しいコンピュータじ転送するためじ書さ込み可能な CD などの IJ 厶ーバ 
ブルメディアじデータを保存したりすることびでさます。 

^ メモ： 情報をちいコンピュータから新しいコンピュータにおちするじは、シリアル 
ケーブルを2台のコンピュータの入力/化力 （ I / O ) ポートに直接接続します。 
データをシリアル接続をかしておちするには、コント□ールパネルからネットワー 
ク接続ユーティリティじアクセスして、詳細設定接続の設定、およびホストコン 
ピュータやヴストコンピュータの指定など、追加の設定を順を実行する必要びあり 
ます。 

2台のコンピュータで直接クーブルを設置する手順に関しては、マイク□ソフトの 
ウェブサイトじて「直接ケーブル接続を構成する方ま」といラタ書を参照して<だ 
さし、。 

新しいコンピュータじ情報を転送するには、ファイルと設定の転送ウィヴードを 
実行する必要びあります。このプ□セスを実行するには、オプションの0■オペ 
レーティンヴシステ厶 J ディスクを使用するか、またはファイルと設定のき云送 
ウィヴードでウィヴードディスクを作成します。 

オペレーティングシステムディスクを使用してファイルと設をのお送ウィザードを 
ま巧する場合 

^ メモ： この手順では、『3ペレーティングシステ厶 u ディスクび必要です。この 
ディスクは3プションのため、一部のコンピュータにはは属していない厦合びあり 
ます。 

新しいコンピュータじ情報を転送するには、巧の手順を実行します。 

1ファイルと設定の転送ウィヴードを開くじは、しソ下の手順を実行します。 

スタートーすべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶ツールーファイ 
ルと設定の転をウィヴードと ク I 」ックします。 

2 ファイルと設定の転をウィヴードの 開始画面び表示されたら、 夕へを ク 
IJ ックします。 

3 これはどちらのコンピュータですか？ 画面で、 転を先の新しいコンピユー 

夕 一巧へ をク IJ ックします。 
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4 Windows XP CD びありますか？ 画面で 、 Windows XP CD からウイ 

ヴードを使います一がへ をク IJ ックします。 

5 今、古いコンピュータじ巧って<ださい 画面び表示されたら、古いコン 
ピュータまたはソースコンピュータじ行きます。このときじ、 巧へ をク 
IJ ックしないでくださし、。 

古いコンピュータからデータをコピーするにはなの手順を実行します。 

1古いコンピュータで、 Windows XP の0■オペレーテインヴシステ厶 J デイ 
スクを挿入します。 

2 Microsoft Windows XP へようこそ 画面で、 お加のタスクを実巧する 

をク IJ ックします。 

3 実行する操作の 選択で、 ファイルと設定の転送一巧へ とク I 」ックします。 

4 これはどちらのコンピュータですか？ 画面で 転送元のちいコンピューター 

巧へ をク IJ ックします。 

5 おを方巧を還おして<ださい 画面で希望の転送方巧をク IJ ックします。 

6 何を転をしますか？ 画面で転送する項目を選巧し、 夕 へをク I 」ックします。 

情報びコピーされた後、 ファイルと設定の収集フェースを処理しています... 

画面び表示されます。 

7完了をク IJ ックします。 

新しいコンピュータじデータを転送するには次の手順を実行します。 

1新しいコンピュータの 今、古いコンピュータじ行ってください 画面で、 次 
A をク IJ ックします。 

2 ファイルと設定はどこじありますひ？ 画面で設定とファイルの転送方法を選 
択し、 巧へ をク IJ ックします。 

ウイヴードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しいコン 
ピュータじ適用します。 

設定とファイルびすべて適用されると、完了画面び表示されます。 

3ち了をク IJ ックして、新しいコンピュータを再起動します。 


オペレーティングシステムディスクを使用せずにファイルと設定の転送ウィザードを 
ま巧する場合 

0■オペレーティングシステ厶 J ディスクを使用せずに、ファイルと設定の転送ウィ 
ヴードを実行するじは、バックアップイメージファイルを IJ 厶ーバブルメディア 
じを成でさるウイヴードディスクを作成する必要びあります。 
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ウィヴードディスクを作成するには、 Windows XP を搭載した新しいコンピュー 
夕を使用して、 しソ下の手順を実行します。 

1ファイルと設定の転送ウィヴードを開くじは、 L ソ下の手順を実行します。 ス 

タートーすべてのプ□グラ厶ーアクセサリーシステ厶ツールーファイ 
ルと設定の處送ウ ィヴードとク IJ ックします。 

2 ファイルと設定の転をウィヴードの 開始画面び表示されたら、 夕へを ク 
IJ ックします。 

3 これはどちらのコンピュータですひ？ 画面で、 転を先の新しいコンピュー 

タ ータへ をク IJ ックします。 

4 Windows XP CD びありますか？ 画面で、 ウィヴードディスクをなのド 
ライブに作な 一 かへ とク IJ ックします。 

5書さ込み可能 CD などの IJ 厶ーバブルメディアを挿入して、 OK をク IJ ック 
します。 

6ディスク作成び完了したら、今、古いコンピュータじ行ってくださいといラ 
メッセージび表示されますび、 巧へ はク IJ ックしないでください。 

7古いコンピュータじ移動します。 

古いコンピュータからデータをコピーするにはなの手順を実行します。 

1古いコンピュータで、ウィヴードディスクを挿入します。 

2 スタート ー ファイル名を指定して 実行とク IJ ックします。 

3 ファイル各を指定して実行 ウィンドウの 名前 フィールドで 、 fastwiz (該 
当する IJ 厶ーバブルメディア）へのバスを参照して入力し OK をク IJ ックし 
ます。 

4 ファイルと設定の転をウィヴードの 開始画面で、 次へ をク IJ ックします。 

5 これはどちらのコンピュータですか？ 画面で 転を元のちいコンピューター 

夕へ をク IJ ックします。 

6 お送方をを選択して<ださい 画面で希望の転送方法をク IJ ックします。 

7 何を転をしますか？ 画面で転送する項目を選巧し、 夕 へをク IJ ックします。 

情報びコピーされた後、 ファイルと設定の収集フェーブを処理しています... 

画面び表示されます。 

8完了をク IJ ックします。 
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新しいコンピュータじデータを転送するには次の手順を実巧します。 

1 新しいコンピュータの 今、古いコンピュータじ巧ってください 画面で、 

次へ をクリックします。 

2 ファイルと設定はどこにあ 0 ますか？ 画面で設定とファイルの転送方法を選 
おし、 次へ をクリックします。画面に表示される指示に従ってくださし、。 

ウィヴードは収集されたファイルと設定を読み取り、それらを新しいコン 
ピュータじ適用します。 

設定とファイルがすべて適用されると、 亮了 画面が表示されます。 

3完了をクリックして、新しいコンピュータを再起動します。 

Microsoft Windows Vista™ 

1 Windows Vista スタートボタン©をクリックして、 Transfer files 
and settings (ファイルと設をの転送）一 Start Windows Easy 
Transfer ( Windows 簡易転送を起動）をクリックします。 

2 User Account Control (ユーヴーアカウントコント□ール）ダイア□グ 
ボックスで、 Continue 〔続巧）をクリックします。 

3 Start a new transfer (新しい転送を開始する）あるいは Continue a 
transfer in progress 〔実行中の転送を続巧する）をクリックします。 

Windows Easy Transfer wizard 〔ファイルと設定の転送）ウィヴードじより画 
面に示される手順に従います。 

電源保護装置 

電圧変動ゆ電力障害の影響からシステ厶を保護するためじ、電源保護装置び利用 
でさます。 

• サージプ□テクタ 
• ラインコンディシヨナ 
• お停電電源装置 （ UPS ) 


サージプロテクタ 

サージプ□テクタゆサージプ□テクシヨン機能はさ電源タップは、雷雨中または 
停電の後に発をする恐れのある電圧スパイクじよるコンピュータへの損傷を巧ぐ 
ためじ役立ちます。サージプ□テクタの製造業吾じよっては、特定の種類の損傷 
じ巧して保証範囲を設けています。サージプ□テクタを選ぷ際は、装置の保証書 
をよくお読みください。ジュール定格び高いほど、デバイスをより保護でさます。 
ほかの装置と比較して有効性を判断するには、ジュールを格を比較します。 
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O ま意： ほとんどのサージプ□テクタじは、電力のを動または落雷による電擊じ巧す 
るな護機能はありません。お住まいの巧域で雷び荒をした厦合は、電話線を電話 
ジャックから巧いて、さらにコンピュータをコンセントから巧いてください。 

サージプ□テクタのをくは、モデ厶を保護するための電話ジャックを備えています。 
モデ厶接続の手順じついては、サージプ□テクタのマニュアルを参照してください。 

〇ま意： すべてのサージプ□テクタび、ネットワークアダプタを保護できるわけでは 
ありません。雷雨時は、必ずネットワーククーブルを壁のネットワークジャックひ 
ら巧いてください。 

ラインコンデイシヨナ 

〇ま意： ラインコンディショブじは、停電に対する保護機能はありません。 

ラインコンデイシヨブは AC 電圧を適切に一定のレベルに保つよラ設計されてい 
ます。 


無停電電源装置 ( UPS ) 

〇ま意： データをハードディスクドライブじ保存している間に電力び低下すると、 
データを損失したりファイ；レび損*したりする恐れびあります。 

Ei メモ：バツテ I 」の最大腿動時間を S 掛呆するには、お使いのコンピュータのみを UPS 
に接続します。プリンタなどその(也のデバイスは、サージプ□テクシヨンのはいた 
別の電源タツプに接続します。 

UPS は電圧変動および停電からの保護に役立ちます。 UPS 装置は、 AC 電源び切 
れた際に、接続されているデバイスへ一時的に電力を供給するバツテ IJ を備えて 
います。バツテ IJ は AC 電源び利用できる間に巧電されます。バツテ IJ の駆動時 
間じついての情報、および装置び UL (Underwriters Laboratories ) 規格じ適 
含しているか確認するには、 UPS 製造業若のマニュアルを参照して<ださし、。 
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コンピュータの七キュリティ保護 

シャーシイントルージョン検出 

A 警告： 本 項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド J のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を 意：コンピュータ巧の部品の静電気による損*を防ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひ 6 静電気を除去して<ださい。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 

シャーシイントルージョンスイツチの取り外し 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3 シヤーシイントルージョンスイッチケーブルをシステ厶基板から取り外し 
ます。 


シャーシからシャーシイントルージョンスイッチケーブルを外す際は、ケー 
ブルの配線経路をメモしておいてください。シャーシじがいているフック 
は、ケーブルをシャーシ巧部の所定のに置に固定するためのちのです。 

4シヤーシイントルージョンスイッチをス□ットから引き出し、スイッチとそ 
のスイッチじがいているケーブルをコンピュータから外します。 
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シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1シャーシイントルージョンスイッチをスライドさせて!主意!梁くス□ットじ入 
れ、ケーブルをシステ厶基板に再接続します。 

2 コン ピュ ータカバーを 取りが けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り巧け」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

3コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

シャーシイントルージョンディテクタのリ七ット 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2青色の DELLTM の□ゴび表示された揚合、すぐに < F 2> を巧します。 

ここで時間をおさすぎてオペレーティングシステ厶の□コ''び表示された揚合 
は、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるまで待ちます。な 
じコンピュータをシャットグウンして （144 ぺージの「コンピュータの電源 
を切る」を参照）再度試してみます。 
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3 セットアップユーティ I 」ティを起動します （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照)。 

4下ち E 日キーを巧して、 Secur け y オプションへ移動します。 

5 < Enter > を巧してメニューじアクセスします。 

6下ち E 日キーを使用して Intrusion Alert を選択します。 

7左ちち E 日キーを使用して Reset を選巧し、なじ On 、 On - Silent 、 または 
Disabled を選択します。 

& メモ：デフ3ルト設定は On - Silent です。 

8コンピュータを再起動して変更を有巧じします。 
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七キュリティケーブルロック 

U ■(下の方ミちの1つを使って、コンピュータを保護します。 

• バド□ック IJ ングはバド□ックのみ、またはバド□ックとループ型セキュ IJ 
ティケーブルをいっしょじ使用します。 

パド□ックだけでコンピュータび開けられることを巧ぐことびできます。 

固定されたものにセキュ U ティケーブルを通し、バド□ックを取りはけるこ 
とで、無許可のコンピュータの移動を巧ぐことびでさます。 

• コンピュータ背面のセキュ IJ ティケーブルス□ットじ市販の盗難防止デバイ 
スを取り巧けます。 

^タモ： お難防止デバイスを購入する前に、お使いのコンピュータのセキュリティ 
ケーブルス□ットじ巧麻するひお認してください。 

通雷、盗難防止デバイスじは、金属ケーブルじ取りけけられている□ック装 
置とキーび巧いています。取りはけ方まは、デバイスじけ属のマニュアルじ 
記載されています。 



1 セキュリティケーブルス□ット 2 バド□ック I 」ング 
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パスワード 

パスワードについて 

。 メモ： ご睛乂時には、バスワードは設定されていません。 

プライマ IJ (またはシステ厶）バスワードゆシステ厶管理吾パスワード、および 
八ードディスクドライブバスワードは、お使いのコンピュータへの不正なアクセ 
スを様々な方まで巧ぎます。 U ■(下の表に、お使いのコンピュータで利用可能なパ 
スワードの種類と機能じついて示します。 


パスワードの種顔 機能 _ 

プライマリ（または • 使届を許可されていないユーザーのアクセスからコン 
システム） ピュータを保護します。 


システム管理者 • コンピュータを修理または再設をするシステ厶管理者また 

は技術者びアクセスします。 

• プライマリハ。スワードによってコンピュータへのアクセス 
を制限できるのと同様に、セットアップユーティリティへ 
のアクセスち制限で夏ます。 

• プライマリパスワードのけわりに使用することちできます。 


}\—ドディスクドライブ • }\~ドディスクドライブまたは外はけ八ードディスクドラ 
イブ（使用している揚含）のデータを不正なアクセスから 
保護するために使巧します。 


^ メモ： ハードディスクドライブによっては、ハードディスクドライブバスワードを 
サポートしません。 

C ま 意：パスワードは、コンピュータやハードディスクドライブのデータじ巧して高 
度なセキュリティ機能を提供します。ただし、この機能だけでは巧まではありま 
せん。データのセキュリティをよりお実なちのじするために、スマートカード、 
データ暗号化プ□グラ厶、または暗号化機能のはいた PC カードなどを使って、 
ユーヴー自身び保護設定を追加する必要びあります。 

バスワードの使用に際して、なのガイドラインじを意してくださし、。 

• 覚えゆすく推測されじくいバスワードを選びます。例えば、家族ゆペットの 
名前をノ スワードじ使用しないよラにします。 

• バスワードは覚え書さしないことをお勧めします。覚え書さする揚合は、必 
ずバスワードをままな揚巧に保管してください。 

• バスワードを化人と巧有しないよラじします。 

• バスワードの入力を化人に見られないよラじします。 

パスワードを忘れてしまった揚合は、デルにお問い合わせください (281 ぺージ 
の「デルへのお問い合わせ」を参照)。その際、使用を許可されていないユーヴー 
じよる不正使用を巧ぐため、デルのテクニカルサポート担当音はお客様びコン 
ピュータの所有ちであるかどラかを確認します。 
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プライマリ（またはシステム）パスワードの使い方 

〇 ま 意： システ厶バスワードを設定せずに操作中のコンピュータひら離れたり、コン 
ピュータを□ックせずに放置した場合じは、第云ちびジャンバ設定を変更し、パス 
ワードを解おすることびできます。その結果、ハードディスクドライブ巧のデータ 
へのアクセスび誰にでち可能になります。 

オプション設定 

しソ下の2つのオプションのいずれかび表示されている揚合、システ厶バスワード 
の変更ゆ新しいバスワードの入力はでさません。 

• Set — システ厶パスワードび設定されています。 

• Disabled — システ厶基板のジャンバ設定によって、システ厶バスワード 
び無さ如こなっています。 

しソ下のオプションび表示された揚合にのみ、システ厶バスワードを設定でさます。 

• Not Set — システ厶バスワードび設定されていないが態で、システ厶基板 
のバスワードジャンバびちさ力設定（デフ3ルト設定）になっています。 

システムパスワードの設定 

システ厶バスワードを設定しないでフィールドを移動するには、手順5を終了す 
る前に < Esc > を巧します。 

1 セットアップユーティ IJ ティを起動し 腿 ペーつの「セットアップユー 
ティ IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup フィールドび Security じ表示さ 
れているか確認します。 

2 Unlock Setup フィールドび表示される揚合、なの手順を実行します。 
a ち E 日キーを使用して Unlock Setup フィールドに移動します。 
b < Enter > を巧してこのフィールドじアクセスします。 

C システ厶管理ちパスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

3ち E 日キーを使用して System Password フィールドに移動し、 < EiTter > 
を巧します。 

4 New Password フィールドじ新しいバスワードを入力します。 

15文字まで入力でさます。パスワードの入力の際に、入力した文きを訂正 
する揚合、 < Backspace > または左ち印キーを巧します。バスワードは、乂 
文字と…文字を区別しません。 

無効なキーの組み合わせちあ0ます。そのよラな組み合わせを入力すると、 
スピーカーからビープ音び鳴ります。 

それぞれの文字キー（またはブランクスペースとしてのスペースバー）を巧 
すごとじ「*」び表示されます。 
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5 < Enter > を巧します。 

新しいシステ厶パスワードび15文字ホ満の揚合、フイールドを部に「*」 

び挿入されます。 

6 バスワードを確認するためじ、 Confirm New Password フイールドに 
もう一度パスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

7プ□ンプトび表示されたら < Enter > を巧します。 

システ厶バスワード設定び Set じ変わります。 

8セットアップユーテイ I 」テイを終了します。 

コンピュータを再起動すると、バスワード保護機能は有効じなります。 

システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、 U ■(下のプ□ンプトび画面に表示されます。 
Type the system password and press く Enter>. 

Enter password ： 

(システ厶パスワードを入力して、く Enter> を巧しまず。パスワードを 
入力してくださし、。） 

システ厶管理若パスワードが設定されている揚含、コンピュータは管理若パス 
ワードをシステ厶パスワードのげ用として受けはけます。 

入力したシステ厶パスワードが間違っていると、次の><ッセージび表示されます。 
** Incorrect password. ** (言吳つにノ\乂ワ——ド。） 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じ><ッセージ 
び表示されます。システ厶パスワードを3回間違えると、それ L ソ降は UTF の X ッ 
セージび表示されます。 

** Incorrect password. ** 

Number or unsuccessful password attempts : 3 
System ha 丄 ted! Must power down. 

(誤ったパスワード。間違ったパスワード入力の回数： 3 システ厶が停止 
しました！電源を切って < ださし、。） 

コンピュータの電源を入れなおした媛でち、再び誤ったシステ厶パスワード、ま 
たは不完全なシステ厶パスワードを入力するたびじ、上記の><ッセージび表示さ 
れます。 

に^ ゾモ： System Password と Admin Password を併用して Password Changes 

を使用すると、無許可の蜜更に巧してコンピュータの保護を強化できます。 
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巧巧のシステムパスワードの取り;"肖しまたはをを 

システ厶パスワードを設定しないでフィールドを移動するには、手順5を終了す 
る前に < Esc > を巧します。 

1セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティ IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup フィールドび Security じ表示さ 
れているか確認します。 

2 Unlock Setup フィールドび表示される揚合、なの手順を実行します。 
a ち E 日キーを使用して Unlock Setup フィールドに移動します。 
b < Enter > を巧してこのフィールドじアクセスします。 

C システ厶管理ちバスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

3ち E 日キーを使用して System Password フィールドに移動し、 < EiTter > 
を巧します。 

4 Old Password フィールドじバスワードを入力します。 

5既存のバスワードを変更する揚合は、74ぺージの「システ厶バスワードの 
設定」の手順4 L ソ降の手順に化って<ださい。 

6 パスワードを削除する揚合は、 New Password フィールドを空白じして 
< Enter > を巧します。 

7 Confirm New Password フィールドを空白じして < Enter > をちう一度 

巧します。 

8 System Password 設定に Not Set と表示されているか確認します。 

Not Set と表示されている揚合、システ厶バスワードは削除されています。 
Not Set と表示されていない揚合、手順3から手順8を繰0返します。 

9セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

システム管理者パスワードの使い方 
オプション設定 

巧のオプションび表示されている揚合、システ厶管理ちバスワードの変更ゆ新し 
し、システ厶管理音バスワードの入力はでさません。 

• Disabled — システ厶基板のジャンバ設定によって、システ厶管理ちバス 
ワードび無巧になっています。 

巧のオプションのいずれかび表示された揚合のみ、システ厶管理音バスワードを 
設定でさます。 

• Set — システ厶管理吾バスワードび設定されています。 

• Not Set — システム管理ちバスワードび設定されていないが態で、システ 
ム基板のパスワードジャンバび有さ力設定（デフオルト設定）になっています。 
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管理者パスワードの設定 

システ厶管理ちパスワードとシステ厶バスワードは同じでも構いません。システ 
ムパスワードを設定しないでフィールドを移動するには、手順5を終了する前に 
< Esc > を巧します。 

& メモ： これら 2 つのバスワードび異なる場合は、管理ちバスワードをシステ厶バス 
ワードの巧むりじ使用することびできます。ただし、システ厶パスワードを管理ち 
パスワードの巧わりに使用することはできません。 

1セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティ IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup フイールドび Security じ表示さ 
れているか確認します。 

2 Unlock Setup フィールドび表示される揚合、なの手順を実行します。 
a ち印キーを使用して Unlock Setup フィールドに移動します。 
b < Enter > を巧してこのフイールドじアクセスします。 

C システ厶管理音バスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 


3ち E 日キーを使用して Admin Password フィールドじ移動し、 < EiTter > 
を巧します。 

4 New Password フィールドじ新しいパスワードを入力します。 

15文字まで入力でさます。バスワードの入力の際に、入力した文字を訂正 
する揚合、 < Backspace > または左ち印キーを巧します。バスワードは、大 
文字とル文字を区別しません。 

無効なキーの組み合わせちあ0ます。そのよラな組み合わせを入力すると、 
ス ピーカーからビープ 音び鳴ります。 

それぞれの文字キー（またはブランクスペースとしてのスペースバー）を巧 
すごとじ「*」び表示されます。 

5 < Enter > を巧します。 

新しいシステ厶管理吾バスワードび15文字ホ満の揚合、フィールドを部に 
「*」び挿入されます。 

6 バスワードを確認するためじ、 Confirm New Password フィールドに 
もう一度バスワードを入力し、 < Enter > を巧します。 

7プ□ンプトび表示されたら < Enter > を巧します。 

システ厶管理ちバスワード設定び Set じ変わります。 

8セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

Admin Password の変更は、ただちに有な)じなります（コンピュータを 
再起動する必要あ0ません)。 
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管理者パスワードがち効な場合のコンピュータの操作 

セットアップユーティ IJ ティを起動すると (83 ペーつの「セットアップユーティ 

IJ ティ」を参照)、 Unlock Setup オプションび表示されます。 

Unlock Setup フィールドじ正しいシステ厶管理吾ノスワードを入力しなし、揚 

合、セットアップオプションは表示でさますび、変更でさません。 

& メモ： Password Changes と Admin Password を併用すると、無許可のを更に 
巧してシステ厶バスワードをな護できます。 

巧巧の管埋者パスワードの削除または変更 

既存の管理音バスワードを変更するには、管理ちバスワードを巧っている必要び 

あります。システ厶パスワードを設定しないでフィールドを移動するには、 

手順5を終了する前に < Es <:> を巧します。 

1セットアップユーティ IJ ティを起動します （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティ I 」ティ」を参照)。 

2ち印キーを使用して Admin Password フィールドじ移動し、 < Enter > 

を巧します。 

3 Old Password フィールドじバスワードを入力します。 

4 既存のバスワードを変更する揚合は、77ページの「管理ちバスワードの設 
定」の手順4 L ソ降の手順に従って<ださい。 

5 パスワードを削除する揚合は、 New Password フィールドを空白じして 
< Enter > を巧します。 

6 Confirm New Password フィールドを空白じして < Enter > をもう一度 
巧します。 

7 Admin Password 設定に Not Set と表示されているか確認します。 

Not Set と表示されている揚合、システ厶管理音バスワードは削除されて 
います。 Not Set と表示されていない揚合、手順3から手順8を繰り返し 
ます。 

8セットアップユーティ IJ ティを終了します。 

ちれたパスワードの取り;"肖しと新しいパスワードの設定 

システ厶バスワードまたは管理吾バスワードを I 」セットするじは、78ぺージの 

「Trusted Platform Module ( TPM )」 を参照してください。 

Trusted Platform Module (TPM) 

& メモ： 3 ペレーティングシステ厶で TPM びサポートされている厦合にのみ、 TPM 
機能じより暗号化びサポートされます。詳細に関しては、ソフトウェアに同砸され 
ている TPM ソフトウエアのマニュアルおよびヘルプファイルを参照してください。 
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TPM は、コンピュータを成の日旨号キーを作成および管理することびでさる、 へ一 
ドウェアベースの保護機能です。保護ソフトウェアと巧に使用することじより、 
TPM はファイルプ□テクシヨン機能ゆ E - メール保護などの機能を有巧じして、 
既存のネットワークおよびコンピュータセキュ IJ ティをさらに強化します。 TPM 
機能はセットアップオプシヨンから有巧にします。 

〇 ま 意： TPM のデータおよび暗号化キーをな護するには 、 『Broadcom Secure 

Foundation Getting Started Guide ]] に示されているバックアップの手順じ従います。 
バックアップび不完全であったり、紛失、または損*した厦合、デルでは暗号化さ 
れたデータの I 」カバリを援助することはできません。 

TPM 機能の有効化 

1 TPM を有な)じします。 

a コンピュータを再起動し、 Power On Self Test ( POST ) の間に < F 2> 
を巧してセットアップユーティ IJ ティに入ります。 
b Security 一 TPM Security を選巧し、 < Enter > を巧します。 

C TPM Security で On を選択し、 < Enter > を巧します。 
d < Esc > を巧してセットアッププ□ブラ厶を終了します。 
e プ□ンプトび表示されたら、 Save/Ex けをク IJ ックします。 

2 TPM セットアッププ□ブラ厶を有効じします。 

a コンピュータを再起動し、 Power On Self Test ( POST ) の間に < F 2> 
を巧してセットアップユーティ IJ ティに入ります。 
b Security 一 TPM Activation を選択し、 < EiTter > を巧します。 

C TPM Activation の下の Activate を選巧し、 < Enter > を巧します。 
に メモ： プ□グラ厶は一度だけち巧)じすれば、(をは必要ありません。 

d プ□セスび完了したら、コンピュータび自動的に再起動するか、コン 
ピュータの再起動をホめるプ□ンプトび表示されます。 

七キュリテイ管理ソフトウェア 

セキュ IJ ティ管理ソフトウェアは、なじ示す4つの機能を使って、コンピュータ 
のセキュ I 」ティな護を巧ラよラに設計されています。 

• □ブイン管理 

• 起動前認証（指紋1」ーダー、スマートカード、またはバスワードを使用） 

• 日旨号化 
• 個人情報管理 
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七キュリティ管理ソフトウェアのち効化 

& メモ： セキュリティ管理ソフトウェアを 完 をに機能させるじは、まず、 TPM をち効 
じする必要びあります。 

1 TPM 機能を有効じします （79 ぺージの 「 TPM 機能の有さ力化」を参照)。 

2セキュ IJ テイ管理ソフトウェアを□-ドします。 


七キュリティ管理ソフトウエアの使い方 


ソフトウェアおよびさまざまなセキュ IJ ティ機能の使い方に関しては、ソフト 
ウェアの [fGetting Started Guide (はじめじ) J を参照してください。 

スタートーすぺてのプ □ グラ厶一 Wave EMBASSY Trust Suite ^ はじめ 

じ をク I 」ックします。 

コンピュータ追跡ソフトウェア 

コンピュータ追跡ソフトウェアは、コンピュータを紛失したり盗難に遭った揚合 
じ、コンピュータのに置を突き止めることびできます。コンピュータ追跡ソフト 
ウェアはオプションです。このソフトウェアは Del | TM コンピュータをを文する際 
じご購入いただくか、このソフトウェアのセキュ U ティ機能に関して、デルの営 
業担当にお問い合わせ < ださい。 

^ メモ：コンピュータ追跡ソフトウェアは、すべての国で使用でさるとは限りません。 

^ メモ：コンピュータ追跡ソフトウェアを備えたコンピュータび紛失したり盗難に 
遭った厦合は、追跡サービスを提おするちなじコンピュータの紛失を届け出て<だ 
さし、。 


コンピュータを紛失するか盗難に遭った場合 

• 警察に、 コンピュータの 紛失または盗難を届け出ます。 コンピュータのサー 
ビスタグち含わせて連絡します。警察署の名前、住所、電話番号の化、届け 
出番号などをちらったら控えてお青ます。で青れば、麻巧した担当若の各前 
ち尋ねてお青ます。 

^ メモ：コンピュータを紛失した揚所または盗難に遭った揚所を覚えている揚含、そ 
の地域の警察に届け出ます。資えていない揚含は、現を住んでいる地域の警囊に届 
け出て < ださし、。 

• コンピュータび含な所有の揚含は、含なの担当部署へ連絡します。 

• デルカスタマーサービスに、コンピュータの紛失を届け出ます。コンピュー 
夕のサービスタグ、警察への届け出番号、コンピュータの紛失を届け出た警 
察の名称、住所、電話番号をお知らせ< ださい。で青れば、担当吾名ちお知 
らせくださし、。 
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デルのカスタマーサービス担当音は、コンピュータのサービスタブをちとに、コン 
ピュータを紛失または盗難に遭ったコンピュータとして登録します。連絡された 
サービスタグを使ってデルテクニカルサポートじ連絡した人物びいた揚合、その 
コンピュータは白動的に紛失または盗難に遭ったちのと認識されます。担当音は 
連絡してさた人物の電話番号と住所の照会を行います。その後、デルは紛失また 
は盗難に遭ったコンピュータじついて警察に連絡を取0ます。 
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七ットアップユーティリティ 


概要 

セッ ト アップ ユーティ IJ ティは、 U ■(下の揚合に使用します。 

• 八ードウてアを追加、変更、取0かした後に、システ厶設定情報を変更する 

+曰公 

丄巧口 

• ユー ヴーバスワードなど ユー ヴー選が可能オプションを設定または変更する 

+曰公 

丄巧口 

• 現をのメモ IJ の容量を調べた0、取0はけられた八ードディスクドライブの 
種類を設定する揚合 

セットアップユーティ IJ ティを使用する前に、後で参照でさるよラにセットアッ 
プユーティ I 」ティ画面の情報を記録してお < ことをお勧めします。 

〇 ま 意： 熟練したコンピュータユーヴーでない厦合、このプ□グラ厶の設定をを要し 
ないでください。変更肉客によっては、お使いのコンピュータび正唐に動作しなく 
なることびあります。 

七ットアップューティリティの起動 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2青色の DELLTM □コ''の画面び表示されたら、 F 2 プ□ンプトび表示されるの 
を;主意して待ちます。 

3この F 2 プ□ンプトび表示されたら、すぐに < F 2> を巧します。 

^ メモ： ロプ□ンプトは、キーボードび巧巧化されたことを示します。このプ□ンプ 
卜は短時間で表示されるので、プ□ンプトの表示じを意して、表示されたら < F 2> 
を巧して<ださい。プ□ンプトの表示前に < F 2> を押した場合、そのキースト□一 
クは無視されます。 

4ここで時間をおさすぎてオペレーティングシステ厶の□コ''び表示された揚合 
は、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるまで待ちます。な 
じ、コンピュータをシャツトグウンして再度試してみます。 
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七ットアップオプション 

^ メモ： お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスによって、本項に 
一覧表示された項目びない、または表示とは異なる揚含びあります。 


システム 


System Info 

コンピュータ 名、 BIOS のパージヨン 番号、 BIOS の曰が、 
サービスタグ、エクスプレスサービスコード、 および Asset 

Tag を一覧表示します。 

Processor 

システ厶じ取りせけ 6 れているプ□セッサの W 下の情報を表示 

Info 

します。 

• プ□セッサタイプ 

• プ□セッサク□ックスピード 

• プ□セッサパスを度 

• プ□セッサ L 2 キャッシュ ヴイプ 

• プ□セッサ ID を号 

• シリーズ、モデル、およぴステッピング 

• マイク□コードバージョン 

• プロセッサび 八イバースレッディング巧巧 か マルチコア巧 

巧 かどラか 

• プ□セッサび 64 ビジトテクノ□ジ をサポートするかどラか 

Memory Info 

取りはけられているメモリ の容量、 メモリの连度、メモリチャ 

ネルモード、 および メモリテクノ □ジの説日月を表示します。こ 
のオプションでは、メモリサイブ、メモリモジュールび ECC 巧 
丽かどラか、シングルランクかデュアルランクか、タイプ、構 
成を示す表ち表示されます。 

PCI Info 

PCI、PCI Express . および PCI-X の各ス□ットのの容を表示し 

ます。 

Date/Time 

システ厶のの蔵カレンダーおよび時計を制御します。 

Boot Sequence 

システ厶起動時にシステムが起動デバイスを横索する順番を指 

(Diskette 

疋します。 

drive 

メモ： 起動デバイスを挿入して、コンピュータを再起動した揚 

デフスルト） 

含、このオプションはセットアップユーティリティの>(ニュー 
に表示されます 。 USB > (モリデバイスから起動するには 、 USB 
デバイスを選んで移動し、一覧の最初のデバイスにします。 
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ドライプ 

フ□ッピードライブを有効または無効じできます。また、巧蔵 
フ□ッピードライブの読み込み許可を設定します。 〇け はすぺ 
てのフ□ッピードライブを無効じします。 USB は、 USB コン 
卜□ーラび有効で USB ドライブが接続されている場含、巧蔵の 
ディスクットドライブを無効じし、 USB フ□ッピードライブを 
有効じします。 Internal はの蔵フ□ッピードライブを有効に 
します 。 Read Only はの蔵ドライブコント□ーラを有効じし 
て、巧蔵フ□ッピードライブを読み込み専用じします。 

メモ ： USB をサポートするオペレーティングシステ厶では、こ 
の設定に関保なく USB フ□ッピードライブび認識されます。 

SATA 0 〜 4 SATA ドライブを有効 ( On ) または無効 ( Off ) じします。 

Con デフスルト） コント □— ラタ イプ （ SATA )、 ドライブが使用している 

ポート 番号、 ドライブ ID 番号、および容量を表示します。 
メモ： SATA Operation び RAID Autodetect/AHCI に設定さ 

れている揚含、 SATA 4 をち効または無効にできます。他のモー 
ドでは、このフィールドは機能しないことびあります。この揚 
含、 SATA 4 フィールドのテキストは、巧のように表示されま 
す。 

This SATA port is disabled because the system 
has been configured for ATA mode . L ソ乂了厶び ATA 
モード用(こ設定されているので、この SATA ポートは無効です。） 

巧蔵 SATA コント□ーラの動作モードを決をします 。 RAID 
Autodetect / AHCI -ドライブが署名されている場含、 

RAID 。 署名されていない場含、 AHCI 。 RAID Autodetect / 

ATA - ドライブび署名されている場含、 RAID 。 署名されてい 
ない場含、 ATA 。 RAID On - システ厶が再起動するたびじ 
RAID じは SATA び設定されます。 

SMART システ厶起動時に巧蔵ドライブのエラーを報告するかどラかを 

Reporting 制御します。 

( off デフスルト） 


オンボードデバイス 

Integrated 巧蔵 N にコント□ーラを有効または無効じします。設を値は、 

NIC On 、 Off 、 Onw / RPL、On w/PXE のし、ずれかです 。 On 

( 0 。 デフ 3 ルト） w / PXE または On w / RPL の設定が有効な場含、ネットワーク 
サーバーからの起動ルーチンを使用できなければ、コン ピュー 
夕は Boot Sequence リストの次のデバイスからの起動を試み 
ます。 


SATA 

Operation 

(raid Autodet 
ect/ AHCI 

デフスルト） 


Diskette 

Drive 

(internal 

デフスルト） 
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Integrated 

Audio 

(On デフスルト） 

スンボードスーディオコント□ーラを有効（スン）または無効 
(スフ）じします。 Auto を選択して、アドインスーディスコン 
卜□ーラを使用することちできます。 

USB 

Controller 

(On デフスルト） 

の蔵 USB コント□ーラを有な]または巧な]じします 。 No Boot 
オブシヨンでコント□ーラは有効じなりますび、 USB デバイス 
からの起動機能は巧巧になります。 

メモ： USB をサポートする 3 ペレーティングシステ厶では、 No 
Boot 設定になっていても USB フ□ッピードライブび認識され 
ます。 

Front USB 

Ports 

(On デフスルト） 

前面の USB ポートを有巧または®巧じします。 

LPT Port Mode 

(PS/2 

デフスルト） 

巧蔵パラレルポートの動作モードを指をします。 Off はポートを 
無効にします。 AT はポートを AT 互換巧に設定します。 PS/2 は 
ポートを PS /2 互換巧に設定します。 EPP はポートを EPP 双方向 
プ〇トコル届に設定します。 ECP はポートを ECP 双方向プ□卜 
コル届に設定します。 

メモ： LPT Port Mode を ECP じ設定している厦合、 LPT Port 

DMA び 3 プシヨンメニューに表示されます。 

LPT Port 

Address 

ビルトインパラレルポートで使巧するアドレスを指定します。 

Serial Port #1 

デフスルト） 

シリアルポートの動作方まを指をします。 

Off はポートを無効じします。デフスルト設をの Auto は、コ 
ネクタを自動的に特をの指を巧 (COM1 または COM3) じ設 
をします。 

Serial Port #2 

デフスルト） 

シリアルポートの動作方ミ去を指をします。 

Off はポートを無効じします。デフ 3 ルト設をの Auto は、コ 
ネクタを自動的に特定の指を巧 (COM2 または COM4) じ設 
をします。 

PS/2 Mouse 

Port 

(On デフスルト） 

巧蔵レガシー PS /2 互換マウスコント□ーラを有効または巧巧に 
します。 


ビデオ 

Primary Video 

(PEG 

デフス J レト） 

PCI または PEG のいずれのビデオコント□ーラをプライマリ 
じするか指をします 。 PCI Express グラフィックスカードの場 
含、適切な設定は PEG です。 
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パフ オー マンス 

SpeedStep 

( Off デフスルト） 

そのコンピュータじ巧丽するすべてのプ□セッサで、 Intel® 
SpeedStep® を有翊こします。この設赶こより、プ□セッ 
サの;肖費電力と周巧数び変わります。 

メモ：この3プションは、お使いのコンピュターで使用でき 
ない場合びあります。 

VT for Direct 

I/O 

( Off デフスルト） 

ダイレクト I/O 用の Intel 仮想化テクノ □ジじより提おされ 
る追加の八ードウ I ア磯能を仮想モニタ (VMM) で使用で 
夏るかどラかを指をします。 

Virtualization 

(off デつスルト） 

Intel 仮想化テクノ□ジの追加八ードウ I ア機能を仮想マシン 
モニタ (VMM) で使用できるかどラかを指をします。 

Limit CPUID 

rw ルト） 

プ□セッサの標準 CPUID 機能びサポートする最大値を制限 
します。サポートする CPUID 機能の最大値を4 W 上の値に 
すると、一部のオペレーティングシステ厶ではインストール 
を完了でさな < なります。 

HDD Acoustic 

Mode 

ハードディスクドライブのパフオーマンスおよび音響レベル 
を最適化します。 

• Bypass- 何ちしません（旧タイプのドライブに必要です） 

• Quiet - ドライブの動作を遅くして、音響レベルを下げます 

• Suggested - ドライブ製造元びモードを選巧します 

• Performance- パフスーマンスは向上しますが、音響レべ 
ルび上びります 

Snoop Filter 

有効じすると、通甫、デュアルプ□セッサ構成の FSB でス 
ヌープトラフィックを減みさせ、パフ3—マンスを向上し 
ます。 

ACL Prefetch 

有効じすると、連続キャッシュラインのプリフ I ッチャび 
キャッシュじは必費なデータが現を存なしないと判断した揚 
含、キャッシュラインペアを構成する兩方のキャッシュラ 
インをフェッチします。無効じすると、プ□セッヴじ必費な 
キャッシュラインのみをフェッチします。 

HW Prefetch 

外せけメモリか 6 L2 じ追加のデータラインをフェッチし 
ます。 

FSB Optimization 

高帯域幅の FSB アプリケーションの最適化をオンまたは才 
フじでさます。 
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セキュリティ 

Unlock Setup 

(Locked 

テス ^ レト ^ 

管理ちバスワードび使用されている場合、ユーザびアクセスし 
てセットアップユーティリティを変更でさます。プ□ンプトで 
管理ちパスワードを入力し、セットアップユーティリティの 
□ックを紹除します。ここで正しいバスワードを入力しなかっ 
た揚合、セットアップユーティリティフィールドは表示されま 
すび、変更はできません。 

Admin 

Password 

(Not Set 

デフスし卜） 

現をのセットアップユーティリティプ□グラ厶の八スワードセ 
キュリティ磯能のが態を表示して、新しい管理者パスワードの 
設をと確認を巧います。 

System 

Password 

(Not Set 

デフス J レト） 

システ厶のバスワードセキュリティ機能の現だのが態び表示さ 
れ、新しいシステ厶バスワードを設をしたり巧認することびで 
さます。 

SATA 〇 〜 n 
Password 

(Not Set 

デフス J レト） 

}\—ドディスクドライブのパスワードセキュリティ磯能に関す 
る現をのが態が表示され、新しい八ードディスクドライブパス 
ワードの設定および確認が巧能です。 

Password 

Changes 

(unlocked 

デフス J レト） 

システ厶バスワードとシステ厶营巧吾パスワード間の作用を 
指をします。 Locked じ設をされている揚合、有効なシステ厶 
管ち音バスワードを持っていなければシステムバスワードを 
変更できません。 Unlocked の揚合は、有効なシステムパス 
ワードでシステ厶バスワードを変更でさます。 

Chassis 

Intrusion 

(On-Silent 

デフスレト） 

有交力な揚合、このオプシヨンはコンピュータの巧回の起動時に、 
コンピュータカバーび開けられたことをユーザーに警告します。 
設定は On または On-Silent (デフ 3 ルト設定)、およぴ Off 
です。 

Intrusion 

Alert 

シャーシイントリュージヨン警告を承認およびクリアします。 

TPM Security 

(off デフスルト） 

Trusted Platform Module セキュリティデバイスを有効また 
は無効じします。 

Execute 

Disable 

(On デフスルト） 

メモリ保護テクノ □ ジを有効または無効じします。 

Computrace® 

Absolute Software が提おするスプシヨンの Computrace 
サービスの BIOS モジュールインタフェースを有効または無効 
じします。 
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電源营理 

AC Recovery 

(Off デフスルト） 

停電禮、コンピュータじ AC 電源が回復した場含じどラするか 
を決をします。 Off では、電源が回復してちシステムはスフの 
ままです。システ厶の電源び入る前に、前面パネルの電源ボタン 
を押す必愛びあります。 On では、電源び回復するとシステ厶は 
スンじなります。 Last では、システ厶はシステ厶びスフじなる 
前の電源が態に戻のます。 

Auto Power On 

(Off デフスルト） 

コンピュータの電源び自動的に入るよラに設をします。〇けで 
は、この磯能は無効じなります。 Everyday では、毎日 Auto 
Power Time じ設定された時刻にコンピュータをスンにしま 
す。 Weekdays は、却聖日から金曜日までの毎日 Auto 
Power Time じ設をされた時刻にコンピュータをスンじします。 
メモ：この機能は、電源タップかサージプ□テクタでコン 
ピュータをシャットダウンした揚含は動作しません。 

Auto Power 

白動的にコンピュータの電源を入れる時刻を設定します。 

Time 

時刻は標準の12時間形式（時：的）で表示されます。ちまた 
は左矢 E 日キーを押して、数字を煌減する、または曰はと時刻 
フィールドの兩方に数字を入力して、起動時間を蜜要します。 

Low Power Mode 

(off デフスルト） 

Low Power Mode を選巧した揚含、リモートウェイクアップ 
イベントはオンボードのネットワークコント□ーラを巧してコン 
ピュータを Hibernate または〇けから起動しません。 

Remote Wakeup 

(Off デつスルト） 

このオプションは、ネットワークインタフェースコント□-ラ 
( NIC ) または I 」モートウェイクアップ機能を持つモデ厶びウェイ 
クアップ信号を受け取った際に、システ厶を起動させます。 


Off びデフ 3 ルト設定です。〇けの揚合、コンピュータは起動順 
居を使巧する前に、ネットワークからの起動はでまません。 

メモ：通唐、システ厶はサスペンドモード、休止が態モード、 
または電源び切れたが態ひらリモートで起動できます。 Power 
Management メニューで Low Power Mode びち効な場合、 
システ厶は Suspend か6のみリモートで起動できます。 

Suspend Mode 

コンピュータのサスペンドモードを設をします。オプションは、 
S1 (コンピュータが省電カモードで動作中のサスペンドが態） 
および S3 (多数のコンポーネントの電源び低減されているか切 
られているびシステ厶メモリはアクティブであるサスペンド 
が態）です。 
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メンテナンス 

Service Tag コンピュータのサービスタグを示します。 

ASF Mode ASF 管理を制御します。 

• On =すべての ASF 2.0 機能 （ RMCP ) を有効にします 

• Alert Only - イベントまたはエラー舞ち時に ASF メッセージ 
を送信します 

• Off - すべての ASF 機能を無5如こします 

SERR Message -部のグラフィックスカードでは 、 SERR メッセージを無翊こ 

( on デフ;^ルト）する化、要び®ります。 

Load Defaults セットアップオプションをエ揚ホ简時のデフ；}ルトが態に戻し 

ます。 

Event Log イベント□グを表示します。エントリは、 Read の R および 

Unread の U のマークびせけられます。 Mark AM Entries 
Read を選巧すると、すべてのエントリのち側に R マークび巧 
けられます。 Clear Log を選巧すると、イベント□グび;肖去 
されます。 


POST Behavior 

Fast Boot 有効に設をされると、一部の互換住のある手順を省略してコン 

( on デフ:^ルト） ピュータの起動時間を短縮します。 Off に設をすると、コン 

ピュータの起動手順をスキップしません。 On じ設をすると、 
システ厶の起動時間び短縮されます。 

Numlock Key キーボードち側じある数きキーの機能を指をします。 Off じ設 

(On デフスルト）をすると、ち倒!のキーパッドキーび矢 E 日として ti 自目します。 

Off じ設をすると、ち側のキーパッドキーび数字として機能し 
ます。 

0S Install オペレーティングシステ厶で使用でさる最大システ厶メモリ容 

(Off デっ3ルト ） 量をまをします 。 OH (オフ）じ設をされた揚合、オペレーティン 
グシステ厶ですべてのシステ厶メモリを使用でさます。 On 
(オン）じ設をされた揚合、オペレーティングシステ厶で使用で 
さる最大システ厶メモリ容量は256 MB です。 

メモ： 一部の3ペレーティングシステ厶は、システ厶メモリび 
2 GBi •乂上の厦合、インストールを完了できません。 
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POST Hotkeys 

始動画面に、 Setup プ□グラムまたは Quickboot 磯能を起 
動するのに必費なキーの入力のメッセージを表示するかどラか 
を決をします。 Setup & Boot Menu は、兩方のメッセージ 
を表おします 

(ロゴ etup and F 12 =Boot Menu )。 Setup はセットアップ 
メッセージのみ ( F 2= Setup ) 表おします。 Boot Menu は 
Quickboot メッセージのみ表示します ( F 12 =Boot Menu )。 
None はメッセージは表示されません。 

Keyboard 

Errors 

Report (有効）じ設定されていて POST 中にエラーび横知さ 
れた場含、 BIOS じよりエラーメッセージが表示され、プ□ンプ 
卜じ < F 1> を押して続行するか、または < F 2> を押してセット 
アップユーティリティを起動するよラ表示されます。 

Do Not Report (無効）じ設をされていて POST 中にエラー 
び横知された場含、 BIOS じよりエラーメッセージび表示され、 
システ厶の起動び続行されます。 


起動メニュ ー 

この機能を使つて、デバイスの起動順度を変更します。 

オプション設定 

• Onboard or USB Floppy Drive — コン ピュータはフ□ッピードライブ 
からの起動を試みます。ドライブ巧のフ□ッピーディスクび起動用でない揚 
合、フ□ッピーディスクびドライブじない揚合、またはフ□ッピードライブ 
び コン ピュータじ取りはけられていない揚合、 コン ピュータは エラー メッ 
セージをを成します。 

• Hard Drive ( AHCI モードではシ U アル番号で一覧表示）ーコンピュー 
夕は選がされた八 ー ドディスク ドライブからの起動を試みます。 

^ メモ： AHCI モードでは、起動ドライブのみではなく、すべての起動可能なハード 
ディスクドライブび一覧表示されます。 

• Onboard or USB CD-ROM Drive — コンピュータは CD-ROM ドライ 

ブからの起動を試みます。ドライブじ CD びない揚合、あるいは CD じオペ 
レーティンヴシステ厶びない揚合、コンピュータはエラーメッセージをを成 
します。 

• USB Device — USB ポートじメモ IJ デバイスを挿入し、コンピュータを再 
起動します。画面のち上ちじ F12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> 
を巧します。 BIOS びデバイスを認識し、 USB オプションを起動メニューじ 
追加します。 

& メモ： USB デバイスひら起動するには、デバイスび起動可能である必要びありま 
す。お使いのデバイスび起動可能か確認するには、デバイスのマニュアルを参照し 
てください。 
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-回のみの起動デバイスの選択 

この機能を使用すると、例えば、フ□ッピードライブ、メモ I 」キー、または 
CD - RW ドライブなどの USB デバイスじお使いのコンピュータを再起動できます。 

^ メモ： USB フ□ッピードライブひら起動する場合、セットアップユーティリティで 
Diskette Drive を USB じ設定する必要びあります （84 ぺージの「セットアップ3 
プション」を参照)。 

1 USB デバイスから起動する揚合、 USB デバイスを USB コネクタじ接続して 
ください （15 ぺージの「お使いのコンピュータじついて」を参照)。 

2コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

3画面のち上ちじ F2 = Setup, F12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> 
を巧します。 

ここで時間をおさすぎてオペレーティンヴシステ厶の□コ''び表示された揚 
合 、 Microsoft Windows のデスクトップび表示されるまで待ちます。巧 
じ、コンピュータをシャットダウンして、再度試してみます。 

メニューび表示されます。 

4上下ち E 日キーを使用して Boot Device Menu じ移動し、夕じ < Enter > 

を巧してオプションを選がします。 

5 使用可能な起動デバイスをすべて一覧表示した、 Boot Device Menu び 
表示されます。 

6上下ち E 日キーを使用して（一回のみの起動に使用する）デバイスじ移動し 
ます。 

7 < Enter > を巧してデバイスを選択します。 

たとえば 、 USB メモ IJ キーから起動する揚合、 USB Device を八イライト 
して、 < Enter > を巧します。 

& メモ： US 目デバイスから起動するには、デバイスび起動可能である必要びありま 
す。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスび起動可能であるか確認して<だ 
さし、。 

次回からの起動順序の変更 

1セットアップユーティリティを起動します （83 ページの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照)。 

2 矢 E 日キーを使って Boot Sequence ニューオプションをノ\イライト表示 
し、 < Enter > を押して X ニューにアクセスします。 

^ メモ：をでなに戻すことちできるよラに、現だの起動順序を記録します。 

3デバイスの IJ ストのを移動するには、上下ち E 日キーを巧します。 

4スペースバーを巧して、デバイスを有さ力または無巧じします。 

5選択したデバイスを IJ ストの上または下に移動するには、 < U > および < D > 
を巧します。 
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USB デバイスからの起動 

に^ メモ： USB デバイスひら起動するには、デバイスび起動可能である必要びありま 
す。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスび起動可能であるひお誦してくだ 
さい。 


メモリキー 

1 USB ポートじメモ IJ キーを挿入して、コンピュータを再起動します。 

2 画面のち上ちじ F12 = Boot Menu と表示されたら、 < F 12> を巧します。 
BIOS びデバイスを認識し、 USB デバイスオプションを起動メニューじ追加 
します。 

3 92 ぺージの「一回のみの起動デバイスの選択」を参照してください。 

フロッピードライブ 

1 セットアップユーティ I 」ティで、 Diske け e Drive オプションを USB じ設 
定します。 

2変更の容を保存してから、セットアップユーティ U ティを終了します。 

3 USB フ□ッピードライブを接続し、起動メディアを挿入して、システ厶を 
再起動します。 

4 92 ぺージの「一回のみの起動デバイスの選が」を参照してください。 
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ちれたパスワードの消去 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情巧ガイド J のま全におほいいただくた 
めのを意に従ってください。 

〇ま意： このを順を行ラと、システ厶バスワードとシステ厶管理ちバスワードの両方 
びミ肖去されます。 

1 143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 



ジャンパ 

設定 

説明 

PSWD 

困 

バスワード機能び有効になってし、 
ます（デフ3ルト設を)。 


| QQ | 

バスワード機能び無効になってし、 
ます。 

RTCRST 

| QQ | 

リアルタイ厶ク□ックはリセットさ 
れていません（デフ3ルト設を)。 


困 

U アルタイ厶ク□ックはリセットさ 
れています。 


2 ] こ 


ジャンパあり 


fo 〇 ] 


ジャンバなし 


ンピ ュータカバーを 取り外します （145 ぺージの 「コンピ ュータカバーの 
取0外し」 を 参照)。 
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3 システ厶基板の 2 ピンパスワードジャンバ （ PSWD ) のに置を確認し、ジャ 
ンバプラヴを取り外し、プラグを保管しておさます。ジャンバのに置じつい 
ては、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してくださし、。 

& メモ： バスワードジャンバプラグは、コンピュータの化简時に、バスワードジャン 
パに取りはけられています。 

4 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りけ け」を 参照)。 

5コンピュータとモニタをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

6コンピュータじ Microsoft ® Windows ® のデスクトップび表示されたら、 
コンピュータをシャットダウンします （144 ぺージの「コンピュータの電源 
を切る」を参照)。 

7モニタの電源を切って、コンセントから外します。 

8コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧して、 
システ厶基板の静電気を除去します。 

9 コンピュータカバーを 取り％します （145 ぺージの「コンピュータカバーの 
取0かし」 を 参照)。 

10システ厶基板の2ピンバスワードジャンバのに置を確認し、ジャンバプラグ 
をピンに取りはけて、パスワードを再度有观こします。詳細に関しては、 

25ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してくださし、。 

11 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り巧け」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

12コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

位 メモ： これで、パスワード機能はち巧になります。セットアップユーティリ 
ティを起動すると （83 ページの「セットアップユーティリティ」を参照)、 
システ厶/ スワードスプシヨンとシステ厶管理ち/ スワード3プシヨンの両 
方び Not Set と表示されます。つまり、バスワード機能は有効ですび、バス 
ワードは設定されていません。 

13新しいシステ厶バスワードとセットアップバスワードの両方またはどちらか 
一方を設定します。73ぺージの「バスワード」を参照してください。 
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CMOS 設定のリ七ット 

A \ 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド j のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

1 143ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作します。 

2コンピュータカバーを取り外します （145 ぺージの「コンピュータカバーの 
取り外し」を参照)。 

3現在の CMOS 設定を I 」セットします。 

a システ厶基板でバスワードジャンバと CMOS ジャンバ （ RTCRST ) の 
位置を確認します （25 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を 
参照)。 

b バスワードジャンノ\°プラヴをピンから取り外します。 

C パスワードジャンバプラヴを RTCRST ピンに取りはけ、約5砂待ち 
ます。 

d RTCRST ピンからジャンパプラヴを取り外して、バスワードピンに取り 
はけなおします。 

4コンピュータカバーを取りはけます （154 ぺージの「コンピュータカバーの 
取りがけ」を参照)。 

〇 ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

5コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

BIOS のフラッシュ 

アップデートび可能なとさ、またはシステ厶基板を取りはけるとさじは、 BIOS の 
フラッシュび必要な揚合びあります。 

1コンピュータの電源を入れます。 

2デルサポートサイト support . jp . dell . com でお使いのコンピュータの 
BIOS アップデートファイルを検索します。 

3 Download Now (今すぐダウン□-ドする）をク U ックしてファイルを 
ダウン□-ドします。 

4 Export Compliance Disclaimer (巧責ま項の道守）ウィンドウび表示 
されたら、 Yes , I Accept this Agreement (はい、同意します）をク 
IJ ックします。 

File Download (ファイルのダウン□-ド）ウィンドウび表示されます。 

5 Save this program to disk (このプ□グラ厶をディスクじ保存します） 
をク IJ ックし、 OK をク IJ ックします。 

Save In り呆存先）ウィンドウび表示されます。 
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6 下ち E 日をク ij ックして Save In (保存先）メニューを表示し、 Desktop 
(デスクトップ）を選択して Save (保存）をク IJ ックします。 

デスクトップ上にファイルびダウン□-ドされます。 

7 Download Complete (ダウン□—ド終了）ウィンドウび表示されたら、 
Close (閉じる）をク I 」ックします。 

デスクトップじファイルのアイコンび表示されます。このファイル名は、ダ 
ウン□-ドした BIOS アップデートファイルと同じです。 

8デスクトップじあるファイルのアイコンをダブルク IJ ックし、画面に表示さ 
れる手順に従います。 
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トラブルシューティング 


問題の解決 

コンピュータのトラブルシューテインヴを実巧する際は、 U ■(下のヒントに従って 

ください。 

• 部品を追加したり取り外した後に問題び発ちした揚合、取りはけ手順を見直 
して、部品び正しく取りはけられてし\るか確認します。 

• 周辺機器び動作しない揚合は、周辺機器び正しく接続されているか確認し 
ます。 

• 画面にエラーメッセージび表示される揚合、メッセージを正確にメモします。 
このメッセージは、サポート担当ちび問題を診断および解決するのに役立ち 
ます。 

• プ□ブラ厶の実行中にエラーメッセージび表示される揚合、プ□ヴラ厶のマ 
ニュアルを参照してくださし、。 

。メモ： このマニュアルのを順は、 Windows のデフスルトビュー用ですので、お使 
いの Dell ™ コンピュータを Windows クラシック表示に設定していると動作しな 
い厦合びあります。 

バッテリの問題 

A 警告：バッテリの取り付け方が間違っていると.破裂する危険があります。交換す 
るバッテリは，デルが巧おする型，または同等の製品をご利用ください。使用巧み 
のバッテリは，製造元の}旨示に従って廃ましてください。 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のまをじお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

バッテリを交換します ーコンピュータの電源を入れた後、繰り返し時間と曰せの情報を 

リセットする必要びある揚合、または起動時に間違った時間または曰せび表示される揚 

合、バッテリを交換します。交 f 奥してもバッテリび正萬に機能しない揚合、デルにお問い 

合わせください (281 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 
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ドライブの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に. r 製品情がガイド j の安全にお使いいただくた 
めのミ主意に従ってください。 

Microsoft ® Windows ® がドライブを認識していることを確認します一 
Windows XP 

• スタートをク I 」ックして、マイコンピュータをクリックします。 

Windows VistaTM 

• Windows Vista Start (スタート）ボタン a をクリックし、 Computer (コン 
ピュータ）をクリックします。 

ドライブび表示されていない場含、アンチウイルスソフトでウイルスチェックを行い、ウ 
イルスの踪去を行います。ウイルスが原因で Windows がドライブを構出できないこと 
があります。 

ドライブをテストします一 

• ^^のドライブに問題びないか確認するため、別のディスクを挿入します。 

•起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライプやディスクをクリーニングします一111ページの「コンピュータのク U —ニン 
グ」を参照して<ださい。 

ケーブルの接続を確認します 

八ードウェアに関するトラブルシューティングを実行します一135ページの 
rMicrosoft ® Windows ⑥ XP および Microsoft Windows VistaTw のオペレーテイングシ 
ステムにおけるソフトウェアおよびハードウェアの問題に関するトラブルシューティング」 
を参照して < ださい。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを実巧します一128ページの 「Dell Dia 日 nostics 

(診断）プ□グラ厶」を参照して<ださい。 

化学ドライブの問題 

^ メモ： 高速が学ドライブの振動は、一般的なちのでノイブを引き起こすことちあり 
ますび、ドライブが;<ディアの不具含ではありません。 

& メモ： 様巧なファイル形式びあるため、お使いの DVD ドライブでは再生できない 
DVD ちあります。 

Windows で音量を調節します一 

• 画面ち下角じあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

• スライドバーをクリックし、上にドラッグして、音量び上びることを確認します。 

• チェックマークのはいたボックスをクリックして、ヴウンドびミュートに設定されてし、 
ないか確認します。 

光学ドライブへの書き込み問題 

その化のプログラムを閉じます一巧学ドライブはデータを書き込を'隙に、一をのデータ 
の流れを必愛とします。データの流れび中断されるとエラーび豬生します。化学ドライ 
ブじ書き込みを開始する前に、すべてのプ□グラ厶を總了してみます。 
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ディスクに書き込む前に、 Windows のスタンバイモードをオフにします 一省電カモード 

じ関しては、41ページの「電力の管理」を参照するか、 Windows ヘルプとヴボートセン 
ターで スタンバイ というキーワードを横索してください。 

ハードディスクドライプの問題 
チェックディスクを実行します一 
Windows XP 

1スター トをクリックして、 マイコンピュータ をクリックします。 

2 □一カルディスク C : をちク I 」ックします。 

3プ□パティ^ツール^チェックする とク I 」ックします。 

4 不良なセクタをスキャンし回復する をク I 」ックし、 開始 をク I 」ックします。 

Windows Vista 

1 Start (スタート） a をクリックして、 Computer (コンピュータ）をクリックし 
ます。 

2 Local Disk C : (□一カルディスク 仁） をちクリックします。 

3 Properties (プ□パティ） Tools (ツール）一 Check Now (チェックする）とク 
リックします。 

User Account Control (ユーザーアカウントコント□ール）ウィンドウげ表示され 
ます。コンピュータのシステ厶管理者の揚含は、 Continue (続行）をクリックします。 
システム管理者ではない場含は、システ厶管理者に問い含わせて該当のアクションを続 
けます。 

4画面に表示される指示にがって < ださし、。 

E - メールおよびインターネットの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド J のををじお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 

Microsoft Outlook® Express のセキュリティ設定を確認します 一 E- メールの添はファイ 
ルが開けない場含、次の手順を実行します。 

1 Out 100 k Express で、 ツール^ブプシヨン ー セキュリティ とクリックします。 

2必要に麻じて、 ウイルスの可能性びある添はファイルを保をしたの関いたりしない をク 

リックして、チェックマークを外します。 

電話線接続をチ X ックします 
電話ジャックをチェックします 
モデムを直接電話ジャックに接続します 
別の電話線を使用します一 

• 電話線び、モデ厶のジャック（ジャックは緑色のラベルかコネクタの絵柄の横にあります） 
じ接続されていることを確認します。 

• 電話線のコネクタをモデムに接続する隙に、カチッとい〇感離げ得られることを確認し 
ます。 

• モデ厶から電話線を外し、電話機に接続して、凳信音を聞童ます。 
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•留守番電話、ファックス、サージプ□テクタ、およけ電話線分岐タップなど同じ回線に 
接続されている電話機器を取り外し、電話を使ってモデ厶を直接壁の電話ジャックに接 
続します。3 メートル L ソ肉の電話線を使巧します。 

Modem Diagnostics Tool (モデム診断ツール）を実巧します一 
Windows XP 

1スタートーすべてのプ□グラ厶 Modem Helper とクリックします。 

2画面の指示に従って、モデムの問題を識別し、その問題を目?まします。一部のコン 
ピュータでは 、 Modem Helper を使巧できません。 

Windows Vista 

1 Start (スタート） 一 All Programs (すべてのプ□グラム） — > Modem 
Diagnostic Tool (モデム診断ツール）とクリックします。 

2画面の指示にがって、モデムの問題を識別し、その問題を目?まします 。 Modem 
diagnostics 〔モデ厶診断）は、すべてのコンピュータで利用できるむけではありません。 

モデムが Windows と通信しているか確認します一 
Windows XP 

1スタート^コント□—ル/ X ネループリンタとその化のハードウェアー電話とモデ厶の 
オプション^モデムとク I 」ックします。 

2モデ厶び Windows と通信していることを確認するため、モデ厶の COM ポートー 

プ□パティ ー Diagnostics (診断）^モデムの照ミをクリックします。 

すべてのコマンドに麻營びある揚台、モデ厶は正し<動作しています。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）一 Control Panel 〔コント□ールパネル）^ Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド） Phone and Modem Option (電話とモデ厶 
のオプション）一 Modem (モデ厶）とクリックします。 

2モデムげ Windows と通信していることを確認するため、モデ厶の COM ポート^ 
Properties (プ□パティ）一 Diagnostics (Diagnostics (診断)）一 Query 
Modem (モデ厶の照含）をクリックします。 

すべてのコマンドに麻營びある揚含、モデ厶は正し<動作しています。 

インターネットへの巧続を確認します 一 ISP (インターネットサービスプ□バイダ）と 
の契約び済んでいることを確認します。 E - メールプ□グラ厶 Outlook Express を起動 
し、ファイルをクリックします。スフライン作業の横にチェックマークびはいている場 
含、チェックマークをクリックしてマークを外し、インターネットじ接続します。問題び 
ある揚含、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお問い含わせ<ださい。 
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エラーメッセージ 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド J のまをじお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 

エラーメッセージび IJ ストじない揚合、メッセージび表示されたときに実行して 
いたオペレーティングシステ厶またはプ□ブラ厶のマニュアルを参照してくださし、。 

ファイル名には次の文字は使用できません：\/: * ? " < > I —これらの記号をファイル各 
じ使用しないで < ださし、。 

必要な. DLL ファイ J レがちつかりません一実行しよラとしているプ□グラ厶じ必要なファ 
イルびありません。巧の操作を行い、アプリケーションプ□グラ厶を削除して再インス 
トールします。 

Windows XP 

1スタートーコント □— ルパネループ n グラ厶の追加と削除ープ□グラムと巧能とク 

リックします。 

2削除したいプ□グラ厶を選択します。 

3アンインス I -ール をつ、 J ックします。 

4インス!''ール手順については、プ□グラ厶には属されているマニュアルを参照して < だ 
さし、。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）^^ 一 Control Panel (コント□ールパネル）一 Programs (プ 
□グラ厶）一 Programs and Features (プ□グラ厶と磯能）とクリックします。 

2削除したいプ□グラ厶を選おします。 

3アンインストールをク I 」ックします。 

4インス!''ール手順じついては、プ□グラ厶には属されているマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

ドライブ文字 へにアクセスできません。デバイスの準備ができていませんードライブが 
ディスクを読み取ることができません。ドライブじディスクを入れ、ちラー度試してみ 
ます。 

起動巧メディアを挿入します一起動可能なフ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD を挿 
入します。 


非システムディスクエラーですーフ□ッピードライブからフ□ッピーディスクを取り出 
し、コンピュータを再起動します。 


メモリまたはリソースが不足しています。いくつかのプログラムを閉じてもう一度やりな 
おします一すベてのウィンドウを閉じ、使用するプ□グラ厶のみを開きます。場含に 
よっては、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必愛びあります。 
その揚含、最初に使ラプ□グラ厶を開きます。 

オペレーティングシステムが見つかりません ー デルにお問い含わせください (281 ペー 

ジの「デルへのお問い含わせ」を参照）。 

IEEE 1394デバイスの問題 

/ K 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 
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& タモ：お使いのコンピュータは 、 IEEE 1394 a 標準のみをサポートします。 

IEEE 1394デバイス巧ケーブルが、コンピュータのデバイスおよびコネクタに、しっかり 
と差し込まれていることを確認します 

セットアップユーティリティで、 IEEE 1394デバイスが有効になっていることを確認し 

ます 一84ページの「セットアップオプション」を参照してください。 

Windows が IEEE 1394デバイスを認識しているか確認します一 
Windows XP 

1スタートをクリックし、コント□ールパネルをクリックします。 

2作業する分野を選びますでパフスーマンスとメンテブンスーシステムーシステムの 
プ□パティ^ハードウエア^デパイスマネージャとクリックします。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）一 Control Panel (コント□ールパネル）一 Hardware and 
Sound (八ードウエアとサウンド）とクリックします。 

2 Device Manager (デバイスマネージャ）をクリックします。 

IEEE 1394デバイスび一覧に表示されている場含、 Windows はデバイスを認識してい 
ます。 

デル製の IEEE 1394デバイスに問題がある場合ーデルにお問い含わせください 
(281 ページの「デルへのお問い含わせ」を参照）。 

デル製ではない IEEE 1394デバイスじ問題がある場合一 IEEE 1394 デバイスの製造おじ 
お問い含わせ < ださい。 

キーボードの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J 1 の安全にお使いいただくた 
めのミ主意に従ってください。 

キーボードケーブルを確認します一 

• キーポードケーブルびコンピュータじしっかり接続されているひ確認します。 

• コンピュータをシャットダウンし、コンピュータのセットアップ図に示されている通り 
にキーポードケーブルを再度接続し、巧にコンピュータを再スタートします。 

• ヴーフルび損傷したり擦り切れたりしていないひ、ケーフルコネクタび巧びっていない 
ひ、ピンび壊れていないひを確認します。巧びったピンをまっすぐにします。 

• キーボード延長ケーフルを取り外し、キーボードを直接コンピュータに接続します。 

キーボードを確認します一正甫じ機能している別のキーボードをコンピュータじ接続し 
て、使用してみます。 


へー ドウエアのトラブルシューティングを実行します 一 135ぺージの r Microsoft ® 
Windows ⑥ XP および Microsoft Windows Vista ™ のオペレーティ ンヴシステム I こお 
けるソフトウエアおよび八ードウエアの問題に関するトラブルシューティング」を参照 
して < ださい。 

フリーズおよびソフトウエアの問題 

A 警告： 本 項の手順を開始する前に、『製品情報 ガイド J の安全にお使いいただくた 
めのミ主意に従ってください。 
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コンピュータが起動しない 

診断ライトを確認します 一 113ページの「診断ライト」を参照してください。 

電源ケーブルがコンピュータとコン七ントじしっかりと接続されているか確認します 

コンピュータの応答が停止した 

〇注意：オペレーティングシステ厶のシャットダウンび実行できない揚合、データを 
消失する恐れびあります。 

コンピュータの電源を切ります ー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてちコン 
ピュータが麻蓄しない揚含、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを8〜10砂 
L 义 t 押し続けます。その禮、コンピュータを再起動します。 

プログラムの応答が停止する 
プログラムを終了します一 

1 < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時に巧し、タスクマネージャにアクセスします。 

2 アプリケーション タブをク I 」ックします。 

3麻營しないプ□グラ厶を選巧してクリックします。 

4タスクのお了 をクリックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする 

& /モ： 多くのソフトウェアのインストール手順は、ソフトウェアのマニュアルまた 
はフ□ッピーディスク、 CD 、 または DVD (こ収録されています。 

プログラムのマニュアルを參照します 一 必要に麻じて、プ□グラ厶をアンインストール 
してから再インストールします。 

プログラムがな前の Windows オペレーティングシステム用に設計されている場合 
プログラム互換性ウィザードを実行します一 
Windows XP 

Windows XP じは、 XP オペレーティングシステ厶とは異なるオペレーティングシステ 
ムにおい環境で、プ□グラ厶び動作するよラ設をできるプ□グラ厶互換性ウィザードがあ 
ります。 

1スタート^すぺてのプ□グラ厶ーアクセサリープ□グラ厶旦換性ウィヴードー巧へ 

とクリックします。 

2画面に表示される指示にがって<ださし、。 

Windows Vista 

Windows Vista じは 、 Windows Vista オペレーティングシステ厶とは異なるオペレー 
ティングシステ厶じ近い環境で、プ□グラ厶び動作するよラ設をできるプ□グラ厶互換性 
ウィザードびあります。 

1 Start (スタート）©一 Control Panel (コント□ールパネル）^ Programs 
J □グフム J 一 Use an older program with this version of Windows 

(古いプ□グラ厶をこのバージョンの Windows で使用）とクリックします。 

2 プ□グラ么互換性ウイヴードの巧始 画面で、 Next (次へ）をクリックします。 
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3 画面に表示される指示に従つて< ださい。 


画面が青色（ブルースクリーン）になった 

コンピュータの電源を切ります ー キーボードのキーを巧したり、マウスを動かしてちコン 
ピュータび丽爸しない揚合、コンピュータの電源び切れるまで、電源ボタンを8〜10秘 
W 上巧し続けます。その後、コンピュータを再起動します。 

その他のソフトウェアの問題 

トラプルシューティング情報じついては，ソフトウェアのマニュアルを確認するかソフト 
ウェアの製造元に問い合わせます一 

• コンピュータにインス!ルされているオペレーティングシステ厶と互換性びあるか確 
5冠します。 

• コンピュータびソフトウェアを実行するのに必要な最ル八ードウェア要件を満たしてし、 
るか確認します。詳細については、ソフトウェアのマニュアルを参照してください。 

• プ□グラ厶び正しくインス I '•'ールおよび設定されているか確認します。 

• デパイスドライバびプ□グラ厶とコンフリクトしていないか確認します。 

• 必要に麻じて、プ□グラ厶をアンインス!'•'ールしてから再インス!'•'ールします。 

すぐにお使いのファイルのバックアップを作成します 

ウイルススキャンプログラムを使って、ハードディスクドライプ、フロッピーディスク、 
CD 、 または DVD を調べます 


開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了して、 

スター トメ ニュー から コンピュータをシャツ トダウンします 

メモリの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J 1 の安全にお使いいただくた 
めのミ主意に従ってください。 

メモリ不足を示すメツ七ージが表示される場合一 

. 作業中のすべてのファイルを保をしてから閉じ、使用していない開いているすべてのプ 
□グラ厶を總了して、問題び醉決するか調べます。 

モリの最ル要件については、ソフトウ王アのマニュアルを参照してください。必要に 
麻じて、モリを撞設します （182 ページの「六モリの取りはけ」を参照)。 

• メモリモジュールを装着しなおし （179 ページの「_>(モリ」を参照)、コンピュータびメ 
モリと正萬に通信しているか確認します。 

• Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行します （128 ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照)。 

その他の問題が発生する場合一 

• モリモジュールを装着しなおし （179 ページの「_><モリ」を参照)、コンピュータびメ 
モリと正萬に通信しているか確認します。 

• モリの取りはけ方イドラインにがっていることを確認します （182 ページの「メモリ 
の取り巧け」を参照)。 

• 使用しているモリびお使いのコンピュータに対麻するか確認します。お使いのコン 
ピュータでサポートされているメモリのタイプの詳細については、179ページの「_>(モ 
リ」を参照して<ださし、。 
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• Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行します （128 ページの 「Dell Diagnostics 

(診断）プ□グラム」を参照)。 


マウスの問題 

/ K 警告：本項の手順を開おする前に、『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

マウスケーブルを確認します一 

• ヴーフルび損傷したり擦り切れたりしていないか、ケーフルコネクタび巧がっていない 
か、ピンが壊れていないかをお認します。かびったピンをまっすぐじします。 

• 使巧しているマウス延長ケーフルをすべて取り外し、マウスをコンピュータに直接接続 
します。 

• マウスヴーフルび、お使いのコンピュータのセットアップ図にある通りに接続されてい 
ることを確認します。 

コンピュータを再超動します 一 

1 < Ctrl >< Esc > を同時に巧して、スタートメニューを表示します。 

2 < u > と入力してから、上下の矢助キーを巧し、シャットダウンまたは電源を切るを八 
イライト表示して、 < Enter > を巧します。 

3コンピュータの電源げ切れた禮、マウスクーブルをセットアップ圏の通りに再度接続し 
ます。 

4コンピュータの電源を入れます。 

マウスを確認します一正常に機能している別のマウスをコンピュータじ接続して、使用 
してみます。 


マウス設定を確認します一 
Windows XP 

1スタートーコント□ール/ X ネルーマウスとクリックします。 

2必要に麻じて設定を調雲します。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）^^^ Control Panel (コント□ールパネル）一 Hardware 
and Sound (ハードウェアとサウンド）^ Mouse (マウス）とクリックします。 

2必要に麻じて設定を調雲します。 

マウスドライバを再インストールします 一 133ページの「ドライバ」を参照してくだ 
さい。 

ハードウェアのトラブルシューティングを実行します一135ページの 「 Microsoft ⑩ 
Windows ⑩ XP および Microsoft Windows VistaTw のオペレーティングシステ厶じお 
けるソフトウェアおよび八ードウェアの問題に関するトラブルシューティング」を参照 
して < ださし、。 

ネットワークの問題 

警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

ネットワークケーブルのコネクタを確認しますーネットワークケーブルびコンピュータ 
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背面のネットワークコネクタおよびネットワークジャックの兩方に、しっかりと差し込ま 
れていることを確認します。 

コンピュータ背面のネットワークインジケータを確認します ー リンク整含性ライトびス 

フの場含 （36 ページの「コント□ールおよびライト」を参照)、ネットワーク通信びをを 
しないことを示しています。ネットワークケーブルを取り誓えてください。 

コンピュータを再起動して、再度ネットワークにログオンしなおします 
ネットワークの設定を確認しますーネットワーク管理者、またはお使いのネットワーク 
を設をした方にお問い含わせじなり、ネットワークへの接続設定び正しくて、ネットワー 
クが正常に磯能しているか確認します。 

ハードウエアのトラブルシューティングを実行します 一 135ページの 「 Microsoft ⑩ 
Windows ⑩ XP および Microsoft Windows VistaT " のオペレーティングシステムにお 
けるソフトウエアおよび八ードウエアの問題に関するトラブルシューティング」を参照 
して < ださい。 

電源の問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J 1 の安全にお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 

電源ライトが’緑色に点巧していて、コンピュータの反応が停止した場合 一 113ページの 
「診断ライト」を参照して<ださい。 

電源ライトが緑色に点滅している場合ーコンピュータはスタンバイモードに入ってい 
ます。キーボードのキーを押したり、マウスを動かしたり、電源ボタンを押したりする 
と、通常の動作が再開されます。 

電源ライトが消‘巧している場合ーコンピュータは、電源が切れているか、電源のお給を 
受けていないかのいずれかです。 

• 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着 
しなおします。 

•電源タップ、電源延長ケーブル、およびその他のパワープ□テクシヨンデバイスをお使 
いの揚含、それらを取り外してコンピュータに正しく電源び入るか確認します。 

• 使用している電源タップびコンセントに差し込まれ、オンになっていることを確認します。 
• 電気スタンドなどの電化製品でコンセントに問題びないか確認します。 

• 主要電源ケーブルおよけ前面ノ《ネルのケーブルびシステ厶基板にしっかりと接続されて 
いるか確認します （25 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

電源ライトが憧色に点滅している場合ーコンピュータじ電力はお給されていますび、巧 
部で電源の問題が豬生している巧能性があります。 

• 電圧切り誓えスイッチの設定び、ご使巧の地域の AC 電源に一致しているか確認します。 

• すべてのコンポーネントおよびケーブルびシステ厶基板に正し<取り付けられ、しっか 
り接続されているかどラかを確認します （25 ページの「システ厶基板のコンポーネン 
卜」を参照)。 

電源ライトが悟色に点なしている場合ーデバイスが故障しているか、または正しく取り 
はけられていない可能性があります。 

• プ□セッサ電源ケーブルびシステ厶基板の電源コネクタ ( P 0 WER 2) にしっかりと接続 
されているか確認します （25 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 
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• すべてのメモリモジュールを取の外してひら、再度取0がけなおします （179 ページの 
「メモリ」を参照)。 

電気めなが害を調べます一電気的な巧害の原因じは、 W 下のちのびあります。 

•電源ケーブル、キーボードケーフル、およびマウス延長ヴーフル 
•同じ電源タップじ接続されて(/ >るデバイスびをすぎる 
• 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている 

プリンタの問題 

/ K 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド j のま全にお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 

^ メモ：プリンタのテクニカルサポートびが要な揚合、プリンタの製造なじお問い合 
わせ < ださし、。 

プリンタのマニュアルを確認します ー プリンタのセットアップおよびトラブルシュー 
ティ ングの詳細に関しては、 プリンタのマニュアルを参照して<ださい。 

プリンタの電; 原がオンになっていることを確認します 
プリンタケーカレの接続を確認します一 

• ヴーフル接続の情報については、プリンタのマニュアルを参照してくださし、。 

• プリンタケーフルびプリンタとコンピュータにしっかり接続されているひ確認します。 
コンセントを確認します一電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題びないか確 
を窗します。 


Windows でプリンタをお出します一 


Windows XP 

1スタートーコント□ール/ X ネル^プリンタとその他のハードウエアーインス I -ールさ 
れているプリンタまたは FAX プリンタを表示するとクリックします。 

2プリンタび表示されたら、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3 プ□バティーポートをクリックします。パラレルプリンタの揚含、印刷巧のポートを 
LPT 1: プリンタポートに設定します。 USB プリンタの攝台、 E 日刷巧のポートび USB に 
設定されているか確認します。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）^^ 一 Control Panel (コント□ールパネル） Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド）一 Printer (プリンタ）とクリックします。 

2プリンタげ表示されたら、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3 Properties (プリンタ）、 Ports (ポート）の順にクリックします。 

4 必要に麻じて、設定を調雲します。 

5 プリンタドライバを再インス I -ールします。 

^ /モ：プリンタドライバの再インストールの情報に関しては、プリンタのマニユア 
ルを参照してくださし、。 

スキャナーの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全にお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 
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^ タモ：スキャブーのテクニカルサポートじついては、スキャブーの製造元にお問い 
合わせ < ださい。 

スキャナーのマニュアルを確認しますースキャす一のセットアップおよびトラブル 
シューティングの詳細に関しては、スキャブーのマニュアルを参照して<ださし、。 
スキャナーの□ックをお除します一□ックび阻おされているか確認します（スキャブー 
に□ックタブゆボタ ンびある揚合)。 

コンピュータを再超動して，もう一度スキャンしてみます 
ケーブルの接続を確認します一 

• クーフル接続の詳細については、スキャブーのマニュアルを参照してくださし、。 

• スキャブーのケーフルびスキャブーとコンピュータにお実に接続されているひ巧認します。 

Microsoft Windows がスキャナーを認識しているか確認します一 
Windows XP 

1スタートーコント□ールパネループリンタとその他のハードウエア^スキャブとカメ 

ラとクリックします。 

2お使いのスキャブーび一覧に表示されている場含、 Windows はスキャブーを認識して 
います。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）^^^ Control Panel (コント□ールパネル）一 Hardware and 
Sound (ハードウェアとサウンド） -4 Scanners and Cameras (スキャブとカメ 
ラ）とクリックします。 

2スキャブーび一覧に表示されている攝台、 Windows はスキャブーを認識してしほす。 
スキャナードライバを再インス I ルします一手順じついては、スキャブーには属して 
いるマニュアルを参照して < ださい。 

サウンドの問題 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J 1 の安全にお使いいただくた 
めのミ主意に従ってください。 

Windows のボリューム調整一画面ち下角じあるスピーカーのアイコンをクリックまたは 
ダブルクリックします。音量び上げてあること、ミュートび選択されていないことを確認 
します。 


コンセントを確認します一電気スタンドなどの電化製品でコンセントじ問題がないか確 
5忍します。 

電気のなが害を除去しますーコンピュータの近<で使用している扇風機、董巧な、また 
はノ\□ヴンランプの電源を切り、干渉を調べます。 

サウンドドライバを再インストールします 一 133ページの「ドライバ」を参照してくだ 
さい。 

八ードウエアのトラブルシューティングを実行します 一 135ページの 「Microso れ⑩ 
Windows ® XP および Microsoft Windows Vista のオペレーティングシステ厶じお 
けるソフトウエアおよび八ードウエアの問題に関するトラブルシューテイング」を参照 
して < ださい。 
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コンピュータのクリーニング 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全にお使いいただくた 
めのを意に従ってください。 

コンピュータ、キーボード、およびモニタ 

/!\警告：コンピュータをクリーニングする前に.コンピュータのプラグをコンセント 
からかします。コンピュータのクリーニングには、水であらせた柔らかい巧をお使 
いください。液体クリーナーやエアゾールクリーナーは使用しないでください。可 
燃性物貿を含んでいる場合があります。 

キーボードのキーの間のほこ0をク IJ -ニングするじは、圧縮空気の定スプレー 

を使用します。 

フロッピードライブ 

〇 ま 意：綿棒でドライブヘッドを巧かないでください。ヘッドのに置びずれてドライ 
ブび動作しなくなることびあります。 

市販のク IJ - ニングキットでフ□ッピードライブをク1」ーニンヴします。これら 

のキットじは、通常の使用時にドライブへッドに巧いたミちれを落とすよラに前処 

理されたフ□ッピーディスクび入っています。 

CD および DVD 

〇を 意：化学ドライブのレンブの手入れには、必ず圧縮空気を使用して、圧縮空気じ 
は属しているマニュアルに化ってください。ドライブのレンズじは絶巧に触れない 
でください。 

CD ゆ DVD びスキップしたり、音質ゆ画質びお下したりする揚合、ディスクを掃 

除します。 

1 ディスクの外側の縁を持ちます。中邮の巧の縁じち触ることびでさます。 

〇 ま 意：円を描くよラにディスクを拭くと、ディスク表面に*をはける恐れびあり 
ます。 

2 糸くずの出ない柔らかな巧で、ディスクの裏面（ラベルのない面）をディス 
クの中邮から外側に向けて T 寧にまっすぐ拭さます。 

頑固なちれは、水、または水と刺激性のみない石験の希釈溶液で試して<だ 
さい。ディスクのミちれを落とし、ほこりゆ指紋、ひっかさ傷などからディス 
クを保護する市販のディスクク I 」ーブーちあります。 CD 用のク IJ ーブーは 
DVD じち使用でさます。 
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診断ライト 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくた 
めの ミ 主意に従ってください。 

問題のトラブルシューティングを容易じするた故、お使いのコンピュータじは前 
面に「1」、「2」、「3」、および「4」とラベルの巧いた4つのライトび'搭載されて 
います。これらのライトは消えているか、緑色に点灯しています。コンピュータ 
が正常に起動すると、ライトが点滅します。コンピュータが誤動作している揚含、 
ライトゆ電源ボタンのパターンじよって問題を識別で青ます。これらのライトは、 
スリープが態ち示します。 

POST 実行前の診断ライトコード 


診断ライト 電源ライト不具合の説明 推奨される処置 


電源ボタンを押してコン 
ピュータの電源をスンじし 
ます。 

コンピュータの電源び入ら 
ない場含、前面パネルの電 
源ライトが点なしているこ 
とを確認します。電源ライ 
卜び消なしている場含、コン 
ピュータび機能しているコン 
セントに接続されているか 
確蕭し、電源ボタンを押し 
ます。 

それでち問題び辭決しない 
場含、デルに連絡して 
(281ページの「デルへのお 
問い含わせ」を参照)、テク 
ニカルサポートを受けて< 
ださい。 




スフ コンピュータは、通常 

の電源び切れたが態ま 
たは Windows の休止 
が態モードじあり 
ます。 


トラブルシューティングツール I 113 




診断ライト 

電源ライト 

不具合の説明 

推奨される処置 

©©@@ 

緑色の点滅 

コンピュータは、省電 
力または「休止」が態 
じあります。 

適切な方まの1つを使用し 
て、コンピュータを「ウェ 
イクアップ」します。 

39ページの「アドバンス機 
能」を参照して<ださし、。 




問題び解決せず、 USB マウ 
スまたはキーボードを使っ 
てコンピュータを債帰しよ 
ラとしている場含、マウス 
またはキーボードを、機能 
している PS /2 マウスまたは 
キーボードと交換してコン 
ピュータの復帰を試みます。 

©©©@ 

緑色 

特にありません。 

システ厶の八ードウ王アは 
通常の動作が態じあります。 
オペレーティングシステ厶 
またはソフトウェアじ関す 
る問題び豬生している可能 
性びあります。 

©©©@ 

糧色 

BIOS が実行されま 
せん。 

プ□セッサび正しく装着さ 
れているか確認して、コン 
ピュータを再起動します 
(171 ページの「プ□セッ 
ヴ」を参照)。 




それでち問題が辭決しない 
揚含、デルに連絡して 
(281 ページの「デルへのお 
問い含わせ」を参照)、テク 
ニカルサポートを受けて< 
ださい。 


0 ©( 3 )@ 

(点滅） 


轄色に点滅電源装置または電源 108ページの「電源の問題」 

クーブルの障害び豬生の手順を実巧します。 

した巧能性びあります。それでち問題び解決しない 
場含、デルに連絡して 
(281 ページの「デルへのお 
問い含わせ」を参照)、テク 
ニカルサポートを受けて< 
ださい。 
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診断ライト 

電源ライト 

不具合の説明 

推奨される処置 

©@©@ 

(点滅） 

禮色 

システ厶基板の障害び 
凳生した可能性びあ0 
ます。 

デルにお問い含わせじなり、 
テクニカルサポートを受け 
てください (281 ページの 
「デルへのお問い含むせ」を 
参照)。 

〇©@@ 

(点滅） 

穫色 

システ厶基板の障害び 
凳をした巧能性びあ0 
ます。 

デルにお問い含むせじなり、 
テクニカルサポートを受け 
てください (281 ページの 
「デルへのお問い含わせ」を 
参照)。 

©©@@ 

(点滅） 

糧色 

システ厶基あの障害び 
荒生した可能性びあり 
ます。 

デルにお問い含わせじなり、 
テクニカルヴボートを受け 
てください (281 ページの 
「デルへのお問い含むせ」を 
参照)。 

〇©@@ 

(点滅） 

糧色 

システ厶基板の障害び 
凳をした可能性びあ0 
ます。 

デルにお問い含むせじなり、 
テクニカルサポートを受け 
てください (281 ページの 
「デルへのお問い含わせ」を 
参照)。 

〇@@@ 

(点滅） 

睛色 

プ□セッサび一致して 
いません。 

99ページの「トラブル 
シューティング」を参照し、 

次じ171ページの「プロ 
セッサ」を参照して<だ 
さい。 

©@@@ 

(点滅） 

糧色 

電源ユニットクーブル 
び正し<接続されてい 
ません。 

両方の電源ユニットクーブ 
ルびマザーボードに接続さ 
れているか確認します。 
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POST 中の診断ライトコード 

POST の実行中、 電源 ライトは該断ライトコードとして緑色 I こ点灯します。 


ライトパ ターン 

不具合の説明 

推奨される処置 

©©(3)@ 

プ□セツサに障害び起こっている 
可能性びあります。 

プ□セッヴを取り巧け直した 
棲 (171 ページの「プ□セッ 
ヴ」を参照)、コンピュータ 
を再起動します。 

〇©@@ 

拡張カードの障害び舞生した巧能 
性びあります。 

1(グラフィックスカード L 乂 
外の）カードを取の外して 
からコンピュータを再起動 


し、コンフリクトび起きて 
いないひを調べます 
(185 ページの「カード」 

を参照)。 

2問題び醉決しない攝台、取 
り外したカードを取りはけ 
なおし、別のカードを取り 
外して、コンピュータを再 
起動します。 

3それぞれのカードじつし、 

て、この手順を繰り返し 
ます。コンピュータび正萬 
に起動する揚含は、 I 」ソー 
スの競含時にコンピュータ 
から最禮に取り外したカー 
ドをトラブルシューテイン 
グします （135 ページの 
「Microsoft ⑩ Windows ® 
XP およけ Microsoft 
Windows VistaTw のオペ 
レーテイングシステ厶にお 
けるソフトウェアおよぴ 
八ードウェアの問題に関 
するトラブルシューテイン 
グ」を参照)。 

4それでち問題び醉ましない 
場含、デルに連絡して 
(281 ページの「デルへの 
お問い含わせ」を参照） 
テクニカルサポートを受 
けて < ださい。 


116 I トラブルシューティングツール 





ライトパターン 不具合の説明 推奨される処置 


グラフィックスカードの P 章害が発 1 =] ンピュータ I こグラフィッ 
生した巧能性びあります。 クスカードを取りはけてし、 

る揚含、カードを取り外 
し、取りはけなおして、 
コンピュータを再起動し 
ます (185 ページの「カー 
ド」を参照)。 

2それでち問題び辭決しない 
攝含、動作を確認済みのグ 
ラフィックスカードを取り 
はけ、コンピュータを再起 
動します。 

3それでち問題び解決しなし、 
揚含、またはコンピュータ 
にの蔵グラフィックスびは 
いている攝台、デルに連絡 
して (281 ページの「デ 
ルへのお問い含わせ」を 
参照）テクニカルヴポー 
卜を受けて < ださい。 


フ〇ッピー巧イブまた(まハードすべ了の載原ヴーブルおが 
ディスクドライブの障害び豬生しデータクーブルを接続しなお 
たす能性があります。 し、コンピュータを再起動し 

ます。 


USB の P 章害が# g ちしたち[旨目性があすべての USB デバ‘イスを目又 
曲じ的ります。 り巧けなおし、ク-ブル接続 

を確認して、コンピュータを 
再起動します。 
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ライトパターン 


不具合の説明 


推奨される処置 


©©⑩@ 


メモリモジュールが横出されま 
せん。 


1メモリモジュールを取りは 
けなおして、お使いのコン 
ピュータびメモリと正萬に 
通信しているか確認、します 
(179 ページの「メモリ」 

を参照)。 

2コンピュータを再起動し 
ます。 

3 それでち問題び醉決できな 
い攝台、すべてのメモリモ 
ジュールを取り外し、1つ 
のメモリモジュールをメモ 
I 」モジュールコネクタ 
DIMMJ に取りはけ 
ます。 

4コンピュータを再起動し 
ます。 

メモリびペアで取りはけら 
れていないので、パフスー 
マンスおよぴエラー修正磯 
能び恆下したが態でシステ 
ムび動作するといラメッ 
セージび表示されます。 

5< F 1> を巧してオペレー 
ティングシステ厶を起動し 
ます。 

6 Dell Diagnostics (診断） 
プ□グラ厶 （128 ページ 
の 「Dell Diaanostics (診 

断）プ□グラ厶」を参照） 
を実行します。 

7 メモリモジュールのテスト 
び問題な <總了した揚含、 
コンピュータをシャジトダ 
ウンし （144 ページの「コ 
ンピュータの電源を切る」 
を参照)、そのメモリモ 
ジュールを取り外して、起 
動中または診断テスト中に 
メモリ エラーび 舞ちするま 
で、残りのメモリモジ ユー 
ルについて手順を繰り返し 
ます。 
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ライトパターン 不具合の説明 推奨される処置 


最初にテストしたメモリモ 
ジュールに問題びあった攝 
台でち、残りのメモリモ 
ジュールに問題びないか確 
認するため、すべてのメモ 
I 」モジュールじ対し、同じ 
手順を繰り返します。 

8メモリモジュールに問題び 
あることび模化された攝 
台、交換じついてデルにお 
問い含わせ < ださし、 

(281 ページの「デルへの 
お問い含わせ」を参照）。 

システム麵の障胃が発 S しま デル I こお問い胃抓じな1〇、 

心。^。^した。 テクニカルヴポ-卜を受けて 

ください (281 ページの 
「デルへのお問い含むせ」を 
参照)。 

• 特別なメモリモジュール/ 
メモリコネクタ設置要件び 
ないか確認します 
(179 ページの「メモリ」 

を参照)。 

• 取りはけよラとしているメ 
モリモジュールびコン 
ピュータと互換性びあるか 
確認します〔179ページの 
「メモリ」を参照)。 

• メモリモジュールを取りは 
けなおし、つンピュータを 
再起動します。 

• それでち問題び辭決しない 
揚含は、デルにお問い含む 
せください (281 ページ 
の「デルへのお問い含む 
せ」を参照)。 


ビデスな)期た前のル—チンのシスモこ夕の画!®じ表ホされる 
テ厶アクティビティです。 メッセージじミ主意します。 


©( 2 )( 3 )© 


メモリモジュールはおホされまし 
たび、メモリの設ちまたは互換性 
エラーび存だします。 
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ライトパターン 不具合の説明 推奨される処置 


拡張カードの障胃が駕^1/た3能 1(グ5フイ、ックスカード m 
心。^。^け^性びあります。 外の）力-ドを取り外して 

からコンピュータを再起動 
し、コンフリクトび起きて 
いないひを調べます 
(185 ページの「カード」 

を参照)。 

2問題び醉決しない揚含、取 
り外したカードを取りはけ 
なおし、別のカードを取り 
外して、コンピュータを再 
起動します。 

3それぞれのカードにつし、 

て、この手順を繰り返し 
ます。コンピュータび正萬 
に起動する揚含は、 I 」ソー 
スの競台時にコンピュータ 
から最禮に取り外したカー 
ドをトラブルシューテイン 
グします （135 ページの 
「Microsoft ⑩ Windows ® 
XP およけ Microsoft 
Windows VistaTw のオペ 
レーテイングシステ厶にお 
けるソフトウェアおよぴ 
八ードウェアの問題に関 
するトラブルシューテイン 
グ」を参照)。 

4問題び醉決しない攝台は、 
デルにお問い含むせ<ださ 
し、 （281 ぺージの「デル 
へのお問い含わせ」を 
参照)。 


/7\/ o \/? V /7\ ビデス巧)期た前のルーチンのシスモこ夕の画じ表ホされミ) 
テ厶アクティビティです。 メッセージじ;'主意します。 
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ビープコード 

お使いのコンピュータの起動時じ、モニタにエラーメッセージまたは問題を表示 
でさない揚合、ビープ音び連続して鳴ることびあります。この連続したビープ音 
はビープコードと呼ばれ、問題を特定します。連続したビープ音には、ビープ音 
びまず1回鳴り、次に連続して3回鳴ってから、1回鳴るものびあります（コー 
ド1-3-1)。このビープコードは、コンピュータびメモ IJ の問題を検出したことを 
知らせます。 

起動時にコンピュータびビープ音を発する揚合、巧の手順を実行します。 

1 280ぺージの 「Diagnostics (診断）チェック U スト」じピープ〕ードを書 
さ込みます。 

2 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行し （128 ぺージの 「Dell 
Diagnostics (診断）プ□ブラ厶」を参照)、その原因をつさとめます。 

3デルにお問い合わせじな0、テクニカルサポートを受けて<ださし、 

(281 ぺージの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイク□プ□セッサレジスタ障害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き障害 

1-1-4 

ROM BIOS チてックサ厶障害 

1-2-1 

プ□グラ厶可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 初期化障害 

1-2-3 

DMA ページレジスタ読み書夏障害 

1-3 

ビデオメモリテスト障害 

1-3-1 〜 2-4-4 

モリび正し < 認識されていないか使用されていない 

1-3-2 

モリの問題 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスタ DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスタ割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割り込みベクトル□ー ド障害 

3-2-4 

キーボー ドコント □ー ラテスト障害 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

無効な NVRAM 設定 
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コード 

原因 

3-3-4 

ビデオモリテスト障害 

3-4-1 

画面初期化障害 

3-4-2 

画面1」トレース障害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマーチックなし 

4-2-2 

シャットダウンの失敗 

4-2-3 

Gate A 20 エラー 

4-2-4 

プ□テクトモードです期せぬ割り込みあり 

4-3-1 

アドレス OFFFFh じ(上の六モリ障害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

向部時計の停止 

4-4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 

4-4-2 

シャドウメモリにコードを醉凍不可 

4-4-3 

数値演賣コプ□セッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト障害 


エラーメツ七ージ 

しソ下を確認しなびら、280ページの 「Diagnostics (診断）チェック U スト」じ 
必要事項を記入します。 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J の安全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

メッセージび一覧じない揚合、オペレーティンヴシステ厶またはメッセージび表 
示された際に実行していたプロヴラ厶のマニュアルを参照して < ださい。 


ファイル名じはホの文字はほ用できません： \/: * ? " <> I —これらの記号をファイル 
名に使用しないで < ださい。 
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.DLL ファイルが見つかりません一実巧しようとしているプ□グラ厶じ必費なファイ 
ルびありません。次の操作を巧い、アプリクーシヨンプ□グラ厶を削除して再インス 
トールします。 

1スタートボタンをクリックし、コント□ールパネルをクリックして、プ□グラ厶の 
追加と削除をクリックします。 

2削除したいプ□グラ厶を選巧します。 

3プ□グラ厶の変更または削除アイコンをクリックします。 

4インス I ''ール手順については、プ□グラ厶に付属されているマニュアルを参照して< 
ださし、。 


Alert! CPU フアンが見つかりません一を却フアンとエアフ□一カバーが正しく取り 
はけられ、動作しているか確認します。 


Alert! 前回このシステムを起動しようとして、 Checkpoint[ nnnn] で失敗しました。こ 
の問題を解みするには、この Checkpoint をメモしてデルテクニカルサポートじお問い 
合わせくださいーデルに連絡し、サポート技術者に Checkpoint コード Cnnnn) 

を報告してください (281 ページの「デルへのお問い含わせ」を参照)。 


Alert! 前回使用した ファ ンに不具合があります一 

Alert! 前回使用したプ□七ッサに、温度に関する問題があります一 

Alert! 前回のシャットダウンは、温度の問題が’原因です 一 通気孔がみさがれていな 
いか、またはすベてのフアンが正しく取りがけられ動作しているか確認します。また、 
プ□セツサのヒートシンクアセンブリが正しく取りがけられているか確認します。 


Alert! 前回の再起動は、電圧レギユレータの不具合が原因です一詳細に関しては、 
デルにお問い含わせください (281 ページの「デルへのお問い含わせ」を参照)。 


Alert! システムバッテリの電圧が低下していますーバッテリを取りはけます 

(168 ページの「バッテリ」を参照してください)。 


Alert! 取り付けらているメモリをすべて初期化することはできませんでした一 

Alert! DIMM_X/Y で前回お知されたエラーを修正できませんでした 一 106 ページの 
「メモリの問題」を参照してくださし、。 


接続での応答に失敗しました一100ページの「ドライブの問題」を参照してくださ 
し、。 
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コマンド名またはファイル名が違います一正しいコマンドを入力したか、スペース 
の位置は正しいか、パス名は正しいかを確認します。 


読み取りディスクに不正なエラー訂正コード （ ECC ) があります一100ページの「ド 
ライブの問題」を参照してください。 


コント□-ラに問題が発生しました一100ページの「ドライブの問題」を参照して 
<ださい。 


データエラ——100ページの「ドライブの問題」を参照してください。 


使用可能メモリが減少しています一104ページの「フリーブおよびソフトウエアの 
問題」を参照して<ださい。 


ディスケットドライプ0でシークに失敗しました一100ページの「ドライブの問題」 
を参照して < ださい。 


デイスケット読み取リエラーー100ページの「ドライブの問題」を参照してくださ 
い。 


デイスケツトサブシステムリ七ツトが失敗しました一 Dell Diagnostics (診断）プ 

□グラムを実巧します。128ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラム」を参 
照して < ださい。 


ディスケットの書き込みが防止されています一書き込み保護ノッチをオープン位置 
じスライドします。 


ドライブの準備ができていませんーフ□ッピーディスクをドライブじ挿入します。 


ゲート A 20 障害一104ページの「フリーブおよびソフトウェアの問題」を参照して 
<ださい。 
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ハードディスク構成エラーー 
ハードディスクコントローラに問題があります一 
八ードディスクドライプに問題があリます一 
八ードディスクドライプに問題があります一一 

100ページの「ドライブの問題」を参照してください。 


起動巧メディアを挿入します一起動巧能なフ□ッピーディスク、 CD 、 またはその他 
の起動巧能なメディアを挿入します。 


無効な設定情報-七ットアップューティリティを実行してくださいーセットアップ 

ユーティリティを起動し （83 ページの「セットアップユーティリティ」を参照)、コン 
ピュータの設を情報を修正します。 


キーボードに問題があります 一 104ページの「キーボードの問題」を参照してくだ 
さし、。 


アドレス 、読み取り値、期待值におけるメモリアドレスラインエラーー106ページの 
「メモリの問題」を参照してくださし、。 


メモリ割り当てエラーー 

1コンピュータの電源を切り、30秒待ってから再起動します。 

2プ□グラ厶を再度実行します。 

3再度エラーメッセージび表示される揚含、追加のトラブルシューティングについて 
は、ソフトウェアのマニュアルを参照してくださし、。 

アドレス 、読み取り值、期待值におけるメモリデータラインのエラーー 
アドレス 、読み取り值、期待值におけるメモリダプルワード論理エラーー 
アドレス 、読み取り値、期待值におけるメモリ奇数/偶数論理エラーー 
アドレス 、読み取り值、期待值におけるメモリ書き込み/読み取リエラーー 
CMOS のメモリサイズが無効です 一 
106ページの「六モリの問題」を参照して<ださし、。 
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超動デバイスがありません一 

• フ□ッピードライブび起動デバイスの場合、起動フ□ッピーディスクびドライフに挿 
入されていることを確認します。 

•八ードディスクドライフび起動デバイスの場合、ケーフルび接続されていて、ドライ 
フび適切に取りがけられており、起動デバイスとしてパーティション分割されている 
ひ確認します。 

• セットアップユーティリティを起動して、起動順居の情報び正しいことを確認します 
(83 ページの「セットアップユーティリティ」を参照)。 


ハードディスクドライプに超動セクタがありません ーセットアップユーティリティ 

を起動して、コンピュータの八ードディスクドライブ構成情報び正しいか確認します 
(83 ページの「セットアップユーティリティ」を参照)。 

セットアップユーティI」ティの情報び正しいことを確認した後ちメッセージび表示され 
る場合、オペレーティングシステ厶のマニュアルでちインスIル情報を参照してくだ 
さし、。 


タイマチック割り込み信号がありません一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を 
実行します （128 ぺージの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照)。 


がシステムディスクまたはディスクエラーです 一起動オペレーティングシステ厶の 

入ったフ□ッピーディスクと交換するか、ドライブ A からそのフ□ッピーディスクを 
取りホしてコンピュータを再起動します。 


が拉動用ディスケットです 一起動可能なメディアを挿入して、コンピュータを再起 
動します。 


メモリまたはリソースが不足しています。いくつかのプログラムを閉じてもう一度や 
りなおします 一すベてのウィンドウを閉じ、使用するプ□グラ厶のみを開さます。 
揚合じよっては、コンピュータを再起動してコンピュータリソースを復元する必要び 
あります。その揚合、最初に使ラプ□グラ厶を開きます。 


オペレーテイングシステムが見つかりません ー デルにお問い合わせくださし、 
(281 ページの「デルへのお問い合わせ」を参照）。 


USB キーポード/マウスをコンピュータ背面の USB ポートじ接続してください 一 

コンピュータの電源を切り、 USB キーボードとマウスの両方またはどちらかをコン 
ピュータ背面の USB コネクタじ接続し、コンピュータを再起動します。 
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プラグアンドプレイ設定エラーー 

1コンピュータの電源を切り、コンセントから取り外します。がに、カードを1枚だけ 
残してすべて取り外します。 

2コンピュータの電源プラグを差し化み、コンピュータを再起動します。 

3 メッセージび表示される揚含、取りはけられているカードび誤動作している可能性び 
あります。メッセージび再度表示されない揚含、コンピュータの電源を切り、別の 
カードを1枚挿入します。 

4誤動作しているカードびむかるまで、この手順を繰り返します。 


読み取り失敗一 

要まの七クターが見つかりません一 

リ七ット失敗 一 100ページの「ドライブの問題」を参照してください。 


七クタが見つかりません一 

• Windows のエラーチェックユーティリティを実行して、フ□ッピーディスクまたは 
ハードディスクドライブのファイル構造を調べます。手順については、 Windows へ 
ルプを参照して < ださし、。 

• 多くのセクターに障害びある揚含、データをパックアップし、フ□ッピードディスク 
または八ードディスクドライブを再フスーマツトします。 


シークエラ ——100ページの「ドライブの問題」を参照してくださし、。 


シャットダウン障害 一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実巧します。 
128ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 


刻時機構が停止一 

時刻が設定されていませんーセットアップユーティリティを起動し （83 ページの 
「セットアップユーティリティ」を参照)、曰はまたは時間を修正します。それでち問題 
が解消されない揚含は、バッテリを交換します （168 ページの「パ’ッテリ」を 
参照)。 


タイマチップカウンタ ー2 エラーー Dell Diagnostics (診断）プ□グラムを実巧し 
ます。128ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してくだ 
さし、。 


保護モードでチ測かの中断が発生一 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実巧し 
ます （128 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照)。 


トラブルシューティングツール I 127 



警告： IDE コントローラ上のドライブ阳/1]が、通常の仕様かの環境で動作しているこ 
とを、デルのディスクモニタシステムがおなしました。直ちにデータをバックアップ 
して、サポートデスクまたはデルに連絡し、お使いのハードディスクドライプを交換 
することをお勧めします一すぐに利用できる交換用のドライブびなく、そのドライブ 
び唯一の起動ドライブではない揚含、セットアップユーティリティを起動して （83 ペー 
ジの「セットアップユーティリティ」を参照)、適台するドライブの設定を None に蜜 
要します。がに、ドライブをコンピュータから取り外します。 


書き込みエラーー 

選択されたドライブで書き込みエラーー100ページの「ドライブの問題」を参照して 
<ださし、。 


< ドライブ文字> :\じアクセスできません。ドライブの準備ができていませんーフ 

□ッピードライブがディスクを読み取ることができません。フ□ッピーディスクをド 
ライブに挿入し、再度試してみます。 

Dell Diagnostics (診断）プログラム 

A 警告：本巧の手順を開始する前に、『磬品情報ガイド j の安全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

Dell Diagnostics ( 診断）プログラムを使用する場合 

コンピュータじ問題び発ちした揚合、デルテクニカルサポートじお問い合わせじ 
なる前に、104ページの「フ IJ- ブおよびソフトウェアの問題」じあるチェック 
事項を実行してから、 Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶を実行してください。 

作業を始める前に、これらの手順を EP 刷しておくことをお勧めします。 

〇ま意： Dell 防 agnostics (誇断）プ□グラ厶は、 Dell …〕ンピュータ上でのみ機能 
します。 

に メモ： 『Drivers and Utilities]] ディスクは3プシヨンのため、出荷時にすべてのコ 
ンピュータには属しているむけではありません。 

セットアップ ユー ティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップ ユー ティ U 
ティ」を参照)、コンピュータの設定情報を閲覧して、テストするデバイスびセッ 
トアップユーティ IJ ティに表示され、アクティブであることを確認します。 

八ードディスクドライブ、または ffDrivers and UtilitiesJI ディスクのいずれか 
から Dell Diagnostics (診断）プ□ブラ厶を起動します。 
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Dell Diagnostics ( 診断）プログラムをハードディスクドライブから起 
動する場合 

1コンピュータの電源を入れます（または再起動します)。 

2 DELL ™ の□コ''び表示されたらすぐに < F 12> を巧します。 

& メモ： 誇断ユーティリティ/\°ーティションび巧化されませんというメッセージび表 
示された揚含 、 『Drivers and Utilities ]] ディスクから Dell Diagnostics [設断）プ日 
ブラ厶を実行します。129ページの 「Dell Diagnostics [診断）プ□ブラ厶を 
Drivers and Utilities ディスクから起動する揚含」を参照してください。 

ここで時間をお青すぎてオペレーティングシステ厶の□コ"が表示された揚含 
は、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるまで待ちます。な 
じコンピュータをシャットダウンし （144 ぺージ の「コンピュータの電源を 
切る」を参照)、再度試してみます。 

3 起動デバイスの一覧び表示されたら、 Boot to Util け V Partition をハイ 

ライト表示して、 < Enter > を巧します。 

4 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶の Main Menu び表示されたら 
(130 ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶のメインメニュー」 

を参照)、実行するテストを選択します。 

Dell Diagnostics ( 診断）プログラムを Drivers and Utilities ディスク 
から起動する場合 

1 ^Drivers and UtilitiesJI ディスクを挿入します。 

2コンピュータをシャットグウンして、再起動します。 

DELL の□コ''び表示されたらすぐに < F 12> を巧します。 

ここで時間をおきすぎて Windows の□ゴび表示されたら、 Windows の 
デスクトップび表示されるまで待ちます。なじ、コンピュータをシャットダ 
ウンして、ちラー度ゆりなおします。 

^ メモ： 巧の手順は、起動順巧を1回だけを要します。効固の起動時には、コン 
ピュータはセットアップユーティリティで指定したデバイスにがって起動 
します。 

3 起動デバイスー覧び表示されたら、 Onboard or USB CD-ROM Drive 

を八イライト表示して、なじ < Enter > を巧します。 

4 表示されたメニューから Boot from CD-ROM オプションを選巧し、 
< Enter > を巧します。 

5 1 を入力して、メニューを開始し、 < Enter > を巧して続行します。 

6 番号のはいた IJ ストから Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選がします。 
複数のバージョンび I J ストじある揚合は、コンピュータじ適切なバージョン 
を選巧します。 

7 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶の Main Menu び表示されたら、実 
行するテストを選びます。 
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Dell Diagnostics ( 診断）プログラムのメインメニュ ー 

1 Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶の□-ドび終了すると、 Main 

Menu 画面び表示されるので、必要なオプシヨンのボタンをク IJ ックします。 


オプション 

機能 

Express i.est 

デバイスのクイックテストを実巧します。通常このテスト 
は 10 〜 20 分かかり、お客様の操作は必愛ありません。最 
初に Express Test を実巧すると、問題を素早く特定でき 
る巧能性が煌します。 

Extended Test 

デバイスのを体チェックを実巧します。このテストは通常 1 
時間上かかり、質問じを期的に麻當する必費があります。 

Custom Test 

特をのデバイスをテストします。実行するテストをカスタ 
マイブでさます。 

Symptom Tree 

横化した最ち一般的な症がを一覧表示し、問題の症がじ基 
ブいたテストを選択することができます。 

2 テスト実行中に問題が検出されると、エラーコードと問題の説日月を示した 
><ッセージび表示されます。エラーコードと問題の説日月を記録し、画面の指 
示じ従います。 

エラーが態を解決で言ない揚含は、デルにお問い含わせください (281 ペー 
ジの「デルへのお問い含わせ」を参照)。 

^ メモ：各テスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグび表示されます。 
デルにお問い合わせいただ<厦合は、テクニカルサポート担当者びサービス 
タグをおたずねします。 

3 Custom Test または Symptom Tree オプションからテストを実巧する 
揚含は、該当するタブをク IJ ックします（詳細に関しては、 L ソ下の表を参照)。 

タブ 

機能 

Results 

テストの結果、および豬生したすぺてのエラーのが態を表 
のします。 

Errors 

横出されたエラーが態、エラーコード、問題の説明げ表示 
されます。 

Help 

テストじついて説明します。また、テストを実行するため 
の費件を示す場含ちあります。 


130 


トラブルシューティングツール 



タブ 

機能 (続き) 

し on 干 lauration 

選択したデバイスの八ードウエア構成を表示します。 

Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶では、セットアップ 
ユーティリティ、メモリ、および各種の部テストからすぺ 
てのデバイスの構成情報を取得して、画面左のウィンドウ 
のデバイスリストに表示します。デバイスー覧じは、コン 
ピュータじ取りがけられたすぺてのコンポーネント名、また 
はコンピュータじ取りはけられたすぺてのデバイス名が表 
示されるとは限りません。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイブすること 
びできます。 


4 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を阳 rivers and Utilities ^ ディスク 
から実行した揚合、テストび完了したら、ディスクを取り出します。 

5テスト画面を閉じ、 Main Menu 画面に戻ります 。 Dell Diagnostics (診 
断）プ□ブラ厶を終了してコンピュータを再起動するには、 Main Menu 
画面を閉じます。 
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11 

ソフトウエアの再インストール 

ドライバ 

ドライパとは？ 

ドライバは、プ IJ ンタ、マウ义キーボードなどのデバイスを制御するプ□グラ 
ムです。すべてのデバイスじドライバプ□グラ厶び必要です。 

ドライバは、デバイスとそのデノイスを使用するプログラ厶間の通訳のよラな役 
目をします。各デバイスは、そのデバイスのドライバだけび認識する専用のコマン 
ドセットを持っています。 

お使いの Dell コン ピュ ータ じは、出荷時に必要なドライバおよび ユーティ I 」ティ 
びすでにインス!'―ルされていますので、新たにインス!'―ルしたり設定したり 
する必要はあ0ません。 

〇ま意： 『Drivers and utilities ]] ディスクじは、お使いの〕ンピュータじは搭載され 
ていない3ペレーティングシステ厶のドライバび含まれていることびあります。 
インストールするソフトウエアび3ペレーティングシステ厶じ巧喃していることを 
お i 忍してください。 

キーボードドライバなど、ドライバのをくは Microsoft Windows オペレーティン 
ヴシステ厶じは属しています。しソ下の揚合には、ドライバをインス!'―ルする必 
要びあります。 

• オペレーティンヴシステ厶のアップヴレード 

• オペレーティンヴシステ厶の再インス!'―ル 
• 新しいデバイスの接続または取りがけ 

ドライバの識別 

デバイスじ問題びおちした揚合、問題の原因びドライバかどラかを判断し、必要 
じ丽じてドライバをアップデートしてくださし、。 

Microsoft® Windows® XP 

1 スタートーコント□-ル/だ？ルを ク I 」ックします。 

2作業する分野を選びます で、 パフォーマンスとメンテナンスを ク IJ ックし、 

システ 么をク I 」ックします。 

3システ厶プ□パティ ウィンドウで、 八ードウエア タブをク IJ ックして、 デ 

パイスマネージャ をク IJ ックします。 
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Microsoft Windows Vista ™ 

1 Windows Vista Start (スタート）ボタン をク ij ックし、 Computer 
(コンピュータ）をちク I 」ックします。 

2 Properties (プ□パティ）一 Device Manager (デバイスマネージャ） 
をク IJ ックします。 

に|| メモ ： User Account Control (ユーヴーアカウントコント□—ル）ウィン 
ドウび表示されます。コンピュータのシステ厶管理ちのときは、 Continue 
(続行）をクリックします。またシステ厶管理ちではないときは、システ厶管 
理ちじ問い合わせて続行して<ださい。 

-覧を下にスク□-ルして、デバイスアイコンじ感嘆符（のはいた黄色い丸[り） 
びあるかどラかを確認します。 

デバイス名の横に感嘆待びある揚合、ドライバの再インス I '―ルまたは新しいド 
ライバのインス!'―ルび必要じなる揚合びあります （134 ぺージの「ドライバと 
ユーテイ IJ テイの再インス!—ル」を参照)。 


ドライバ , 
〇注意 : 


パとユーティリティの巧インストール 

デルサポートサイト support . jp . dell.com や 『Drivers and Utilities ]] デイス 


クでは、 Dell™ コンピュータ向けに承認されているドライバび提供されています。 
その他の5虽体ひらドライバをインストールする場合、お使いのコンピュータび適切 
じ動作しなしげ凸れびあります。 


Windows デバイスドライバの口ールバックの使い方 

新たにドライバをインス I '―ルまたはアップデートした後に、コンピュータじ問 
題び発ちした揚合、 Windows のデバイスドライバの□-ルバックを使用して、 

U ■(前にインス!'―ルしたバージョンのドライバじ置き換えることびできます。 

Windows XP 

1スタートーマイコンピュータープ□パティー八ードウエアーデパイスマ 

ネージャ とク I 」ックします。 

2新しいドライバびインス!'―ルされたデバイスをちク I 」ックして、 プ□パ 
ティ をク U ックします。 

3 ドライパ タブー ドライパの□-ルパックを ク IJ ックします。 

Windows Vista 

1 Windows Vista Start (スタート）ボタン 0 をクリックし、 Computer 
(コンピュータ）をちクリックします。 

2 Properties (プ□パティ）一 Device Manaaer (デバイスマネージャ） 
をクリックします。 

に^ メモ ： User Account Control (ユープーアカウントコント□ール）ウィン 
ドウび表示されます。コンピュータのシステム管理者の揚含は、 Continue 
〔続行）をクリックします。システム管理者ではない揚含は、システム管理者 
に問し^含わせてデバイスマネージャを起動します。 
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3 新しいドライバびインス!'―ルされたデバイスをちク IJ ックして、 
Properties (プ□バティ）をク U ックします。 

4 Drivers (ドライバ）タブー Roll Back Driver (ドライバの□—ルバッ 
ク）をク IJ ックします。 

デバイスドライバの□-ルバックで問題び解決しない揚合、システ厶の復元 
(136 ぺージの「お使いのオペレーティングシステ厶の復5」を参照）を使用し 
て、オペレーティングシステ厶を新しいデバイスドライバびインス!'―ルされる 
前の動作が態に戻してみます。 

Microsoft® Windows® XP および Microsoft 
Windows Vista™ のオペレーティングシステム 
におけるソフトウエアおよび八ードウエアの 
問題に関するトラブルシューティング 

デバイスび 0 S のセットアップ中に検巧されない、または、検巧されてち設をび 
正しくない揚合は、非互換性の問題を解まするためじ八ードウエアに関するトラ 
ブルシューティングを使用でさます。 

八ードウエアに関するトラブルシューティングを開始するには、なの手順を実行 
します。 

Windows XP 

1 スタートー ヘルプとヴポ ートとクリックします。 

2 検索フイールドで hardware troubleshooter 〔 A — ドウ： E アじ関する 
トラブルシューティング）と入力し、次に < Enter > を押して検索を開始し 
ます。 

3 問題を解決する セクションで、 八ードウエアに関するトラプルシューティン 

グを クリックします。 

4 /\ ードウエアに関するトラブルシューティングの リストで、現をの不具含 

じ最ちおいオプションを選択し、 次へ をクリックして、残りのトラブルの 
解決手順に従います。 

Windows Vista 

1 Windows Vista Start (スタート）ボタン 0 をク IJ ックし、 Help and 
Support (ヘルプとサポート）をク IJ ックします。 

2 検索フイールドで hardware troubleshooter り\ー ドウ; L アじ関する 
トラブルシューティング）と入力し、なじ < Enter > を巧して検索を開始し 
ます。 

3 検索結果で、現をの不具合に最ちおいオプションを選巧し、残0のトラブル 
の解決手順じがいます。 
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お使いのオペレーティングシステムの復元 

巧の方ミ去で、お使いのオペレーティンヴシステ厶を復元することびでさます。 

• システ厶の復元は、データファイルに影響をちえることなく、お使いのコン 
ピュータをしソ前の稼働が態に戻します。データファイルを保護しなびら、才 
ペレーティンヴシステ厶を復元する最初の解;央策として、システ厶の復元を 
使用してください。 

• Symantec じよる Dell PC U ストア （Windows XP で利用巧能）および 
Dell Factory Image Restore (Windows Vista で利用巧能）は、お使い 
の八ードディスクドライブをコンピュータを購入されたとさの動作状態に戻 
します。両方とち、八ードディスクドライブのすべてのデータを永スじ削除 
し、コンピュータを受け取られてから後にインス I '―ルされたまてのアプ IJ 
ケーションち取り除さます。システ厶の復元でお使いのオペレーティンヴシス 
テ厶の問題を解決でさなかった揚合のみ 、 Dell PC ij ストアまたは Dell 
Factory Image Restore を使用してください。 

• コンピュータじ 0 ■オペレーティングシステ厶 J ディスクび巧属している揚合 
は、このディスクを使ってオペレーティングシステ厶を復元でさます。ただ 
し、0■オペレーティングシステ厶 J ディスクを使用すると、八ードディスク 
ドライブのすべてのデータち削除されます。システ厶の復开;でオペレーティン 
ヴシステ厶の問題を解;关でさなかった揚ちのみ、このディスクを使用してく 
ださい。 

Microsoft Windows システムの復元の使い方 

八ードウてア、ソフトウてア、またはその化のシステ厶設定を変更したためじコン 

ピュータび正當じ動作しなくなってしまった揚合 、 Microsoft Windows オペレー 

ティ ンヴシステ厶のシステ厶の復元オプションを使用して、 コンピュータを U ■(前 

の動作状態に復元することびでさます（データファイルへの影響はありません)。 

システ厶の復元でコンピュータじ行った変更はすべて元の状態へ完をに戻すこと 

び巧能です。 

〇 ま 意：データファイルのバックアップを定巧的に作成してください。システ厶の復 
元は、データファイルのを要を監視したり、データファイルを復元することはでき 
ません。 

& メモ：このマニュアルの手順は、 Windows のデフスルトビュー用ですので、お使 
いの Dell ™ コンピュータを Windows クラシック表示に設定していると動作しな 
い厦合びあります。 

システムの復元の開始 

Windows XP 

〇 ま 意：コンピュータを前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて 
な存してひら閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了します。システ厶の復元び完 
了するまでは、いひなるファイルまたはプ□グラ厶ちを要したり、開いたり、肖叫を 
しないで < ださい。 
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1 スタートーすぺてのプ□グラ么ーアクセサリーシステ厶ツールーシステ 

ムの 復元をク IJ ックします。 

2コンピュータを(前のがおに復する または 復^^ポイントの作巧 のいずれ 

かをク IJ ックします。 

3なへ をク I 」ックし、画面に表示される残〇のプ□ンプトの指示に従います。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）©をク IJ ックします。 

2 Start Search (検索開5台）ボックスで、 System Restore (システ厶の復 
元）と入力し、次に < Enter > 封甲します。 

に|| メモ： User Account Control (ユーヴーアカウントコント□—ル）ウィン 
ドウび表示されます。コンピュータのシステ厶菅理ちの場合は 、 Continue 
(続行）をクリックします。システ厶管理ちではない場合は、システ厶管理ち 
じ問い合わせて該当のアクションを続けます。 

3 Next (なへ）をク I 」ックして、表示される画面の残りのプ□ンプトじ従い 
ます。 


システ厶の復なじより不具合び解決しなかった揚合、最後に行ったシステ厶の復 
元を取り消すことび巧能です。 

最をのシステムの復元を元に戻す 

〇注意： 最後(こ行ったシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすぺて 
保をして閉じ、実行中のプ□ブラ厶をすべて終了して<ださい。システ厶の復元び 
完了するまでは、いひなるファイルまたはプ□ブラ厶ち蜜要したり、開いたり、削 
除しないで < ださし、。 

Windows XP 

1スタートーすべてのプログラ么ーアクセサリーシステ厶ツールーシステ 

厶の 復元をク U ックします。 

2が前の復元を取0消す を選巧して、 巧へ をク IJ ックします。 

Windows Vista 

1 Start (スタート）©をク IJ ックします。 

2 Start Search (検索開始）ボックスで、 System Restore (システ厶の復 
元）と入力し、次に < Enter > 封甲します。 

3 Undo my last restoration ( U ■(前の復元を取り消す）を選巧して、 

Next (次へ）をク I 」ックします。 


システムの復元の有効化 

。メモ ： Windows Vis ねでは、ディスク領域の大きさに関わらず、システ厶の復兄は 
無効化されません。そのため、なの手順は Windows XP のみに適用されます。 
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200 MB より空容量びみない八ードディスクじ Windows XP を再インス!'―ル 
した揚合、システ厶の復开;は自動的に無効に設定されます。 

システ厶の復元び有巧になっているか確認するには、なの手順を実行します。 

1スタートーコント□-ルバネルーパフォーマンスとメンテブンスーシス 

テ么 とク IJ ックします。 

2 システ厶の復な タブをク IJ ックして、 すべてのドライブでシステムの復 5 

を無効にする じチェックマークびはいていないことを確認します。 

Dell ™ PC リストアおよび Dell Factory Image Restore の使い方 

〇 ま 意： Dell PC リストアまたは Dell Factory Image Restore は、ハードディスクドラ 
イブのすべてのデータを完全に肖[|除し、コンピュータび届いてひらインストールし 
たすベてのプ□グラ厶またはドライバを肖 UlS します。これらのスプションを使用す 
る前にデータをバックアップしてください。システ厶の復元でお使いの3ペレー 
ティングシステ厶の問題び解ましなひった厦合のみ、 PC リストアまたは Dell 
Factory Image Restore を使用してくださし、。 

に|| メモ ： Symantec じよる Dell PC リストアおよび Dell Factory image Restore は一 
部の国やコンピュータでは巧用できない厦合びあります。 

Dell PC IJ ストア （Windows XP ) または DellFactory Image Restore 
(Windows Vista ) は、お使いのオペレーティングシステ厶の復元の最後の方法 
としてのみお使いください。これらのオプションは、お使いの八ードディスクド 
ライブをコンピュータを購入したとさの状態に戻します。コンピュータを受け取 
られてから追加されたデータファイルを含をどのよラなプ□ブラ厶ゆファイルち 
永スじ八ードディスクドライブから削除されます。データファイルには、コン 
ピュータ上の文書、表計算、メールメッセージ、デジタル写真、5ュージック 
ファイルなどび含まれます。これらのオプションを使用する前にデータをバック 
アップしてくださし、。 

Windows XP : Dell PC リストア 

PC IJ ストアの使い方 
1 コンピュータの電源を入れます。 

起動プ□セスの間、画面の上部に青色のバーで wnwvtf.dell.com と表示さ 
れます。 

2青色のバーび表示されたら、すぐに < Ctrl >< F 11> を巧します。 

< Ctrl >< F 11> を巧すのび遅れた揚合は、いったんコンピュータびスタート 
し終わるのを待って、ちラー度再スタートします。 

〇 ま 意： PC リストアをこれ上進めたくなし嗎合は、再起動をクリックします。 

3復元をク IJ ックして、確認をク IJ ックします。 

復元処理び終了するまでじ、6〜10分かかります。 

4プ□ンプトび表示されたら、終了をク IJ ックしてコンピュータを再起動し 
ます。 
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& メモ：コンピュータを手動でシャットダウンしないでください。終了をクリック 
し、コンピュータを完をに再起動させます。 

5プ□ンプトび表示されたら、 はいを ク IJ ックします。 

コンピュータび再起動します。コンピュータは初期の稼動状態に復5される 
ため、エンドユーヴーライセンス契約のよラじいちばん巧めじコンピュータ 
のスイッチを入れたとさと同じ画面び表示されます。 

6 巧へ をク IJ ックします。 

システ厶の復元 画面び表示され、コンピュータび再起動します。 

7 コンピュータび再起動したら、 OK をク IJ ックします。 

PC I 」ストアの削除 

〇 ま意： Dell PC リストアをハードディスクドライブひら 7 末なに削除すると、 PC リス 
トアユーティリティびお使いのコンピュータから郎おされます 。 Dell PC リストア 
を取り除いたをは、それを使ってお使いのコンピュータの3ペレーティングシステ 
厶を復元することはできません。 

PC IJ ストアを使用すると、オペレーティングシステ厶を、コンピュータをご購入 
になった時の状態に戻すことびでさます。八ードディスクドライブのスペースを 
増ゆすためであっても、お使いのコンピュータから PC IJ ストアを削除しをいこ 
とをお勧めします。八ードディスクドライブから PC IJ ストアを削除すると、 L ソ 
後 、 PC IJ ストアを呼び出すことびできず 、 PC IJ ストアを使用してコンピュータ 
のオペレーティンヴシステ厶を、出荷時の状態に戻すことびでさなくなります。 

1コンピュータじ□-カルのシステ厶管理吾として□ヴオンします。 

2 Microsoft Windows エクスプ□ーラで、 c:\dell\utilities\DSR I こ移動し 
ます。 

3 DSRIRRemv2.exe ファイルをダブルク U ックします。 

^ メモ：□一カルのシステ厶管理ちとして□グスンしない場合は、□-カルの 
システ厶管理ちとして□グスンするよラメッセージび表示されます。終了を 
クリックして、□一カルのシステ厶管理ちとして□グオンします。 

& メモ：お使いのコンピュータのハードディスクドライブじ PC リストア用 
/ ーティシヨンびない厦合、ノ ーティシヨンび見つひらないことを巧らせる 
メッセージび表示されます。終了をクリックしてください。肖 UlS するパー 
ティシヨンびありません。 

4 OK をク IJ ックして、八ードディスクドライブの PC IJ ストア用パーティ 
シヨンを取り除さます。 

5確認のメッセージび表示されたら、 はいを ク IJ ックします。 

PC IJ ストア用パーティシヨンび削除され、新しくでさた使用可能ディスク 
スぺースび、八ードディスクドライブのフ IJ - スぺースの割り当てに加えら 
れます。 
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6 Windows エ クスプ □- ラで □ 一カルディスク （ C) をク U ックし、 プ□パ 

ティ をク IJ ックして、 空き 領域に追加されたスぺースび加えられているこ 
とを確認します。 

7 終了をク IJ ックして、 PC リストアの削除 ウィンドウを閉じて、コン 
ピュータを再スタートします。 

Windows Vista : Dell Factory Image Restore 

1 コンピュータの電源を入れます。 Dell の□ゴび表示されたら、 <F8> を数回 
巧して、 Vista Advanced Boot Options (起動オプションの詳細設定） 
ウィンドウじアクセスします。 

2 Repair Your Computer (お使いのコンピュータの修復）を選択します。 
System Recovery Options (システ厶回復オプション）ウィンドウび表示 
されます。 

3 キーボードレイアウトを選巧して、 Next じ欠へ) をク I 」ックします。 

4 回復オプションへアクセスするじは、□-カルユーヴーとして□ヴオンし 
ます。コマンドプ□ンプトへアクセスするじは、ユーヴー名フィールドで 
administrator (システ厶管理ち）と入力し、巧じ OK をク U ックします。 

5 Dell Factory Image Restore をク U ックします。 

。メモ： お使いの設定により、 Dell Factory Tools (Dell Factory ツール)、巧 

に Dell Factory Image Restore を選巧する必要びある厦合びあります。 

Dell Factory Image Restore へよラこそ画面び表示されます。 

6 Next (次へ）をク IJ ックします。 

Confirm Data Deletion (データ削除の確認）画面び表示されます。 

ま 意： Factory Image Restore をこれ上進めたくない場合じは、 Cancel (キャンセ 
ル）をクリックします。 

7 チェックボックスをク IJ ックして、八ードディスクドライブの再 フォーマッ 
卜およびエ揚出荷時の状態へのシステ厶ソフトウてアの復元を続行すること 
を確認し、なじ Next (なへ）をク IJ ックします。 

復元処理び始まり、完了するのに 5 分あるいはそれしソ上かかります。オペ 
レーティンヴシステ厶およびエ揚出荷時にインス I '―ルされたアプ^ケー 
ションびエ揚出椅時の元の状態に戻ると、メッセージび表示されます。 

8 Finish (終了）をク U ックして、システ厶を再起動します。 
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オペレーテイングシステムディスクの使い方 


作業を開始する前に 

新しくインス I '―ルしたドライバの問題を解消するためじ Windows オペレー 
ティ ンヴシステ厶を再インス!'―ルすることを検討する前に、まず Windows の 
デバイスドライバの□-ルバックを試してみます。134ぺージの 「 Windows デ 
バイスドライバの□-ルバックの使い方」を参照してください。デバイスドライ 
ノ\'の□ールバックを実行してち問題び解;央されない揚合、システ厶の復元を使っ 
てオペレーティンヴシステ厶を新しいデバイスドライバびインス!'―ルされる前 
の動作状態に戻します。136ぺージの 「Microsoft Windows システ厶の復元の 
使い方」を参照してください。 

〇ま 意：インストールを実行する前に、お使いのプライマリハードディスクドライブ 
上のすべてのデータファイルのバックアップを作成しておいて<ださい。標準的な 
ハードディスクドライブ構成において、プライマリハードディスクドライブはコン 
ピュータじよって1壺目のドライブとして認識されます。 

Windows を再インス!'―ルするには、 U ■(下のアイテ厶び必要です。 

• Dell ™ 0■オペレーティンヴシステ厶 J ディスク 

• Dell [[Drivers and UtilitiesJI ディスク 

^ メモ： Dell『Drivers and U 川 itiesj ディスクじは、コンピュータの組み立;て時じエ 
場でインストールされたドライバび含まれています。 Dell『Drivers and Utilities ^ 
ディスクを使用して、必要なドライバを□ードします。お使いのコンピュータの購 
入厦所、ディスクのを义のち細こよっては、 Dell『Drivers and Utilities ]] ディスク 
および『3ペレーティングシステ厶 J ディスクびコンピュータじは属されていなし、 
場合ちあります。 


Windows XP または Windows Vista の巧インストール 

再インス!'―ル処理を完了するには、1〜2時間かかることびあります。オペ 
レーティンヴシステ厶を再インス!ルした後、デバイスドライバ、アンチウイ 
ルスプ□ブラ厶、およびその化のソフトウエアを再インス I '―ルする必要びあり 
ます。 

〇ま 意：『3ペレーティングシステ厶 J ] ディスクは 、 Windows XP の再インストール 
の3プシヨンを提供します。3プシヨンはファイルを上書きして、ハードディスク 
ドライブにインストールされているプ□グラ厶じ證響をちえる可能’ I まびあります。 
このよラな理由か6、デルのテクニカルサポート担当者の指示びない限り、 
Windows XP を再インストールしないでください。 

1 開いているファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベ 
て終了します。 

2 0■オペレーティンヴシステム J ディスクを挿入します。 

3 Install Windows ( Windows のインス [ —ル）のツセージび表のさ 
れたら、 Exit (終了）をクリックします。 

4コンピュータを再起動します。 
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DELL の□コ''び表示されたらすぐに < F 12> を巧します。 

^ メモ：キーを押すタイ5ングび遅れて、3ペレーティングシステ厶の□ゴび 
表示されてしまったら、 Microsoft ® Windows ® デスクトップび表示されるの 
を待ち、コンピュータをシャットグウンして再度試してみます。 

^ メモ：巧の手順は、起動順序を1回だけを要します。効固の起動時じは、コン 
ピュータはセットアップユーティリティで指定したデバイスじ従って起動し 
ます。 

5起動デバイスの IJ ストび表示されたら、 CD / DVD / CD - RWDrive を八イラ 
イト表示して < Enter > を巧します。 

6いずれかのキーを巧して CD-ROM から起動します。 

7画面の指示に従ってインス!'―ルを完了します。 
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部品の増設および交換 

作業を開始する前に 

本章では、コンピュータのコンポーネントの取り巧けおよび取り外しの手順じつ 
いて説巧します。特に指示びない限り、それぞれの手順では L ソ下のま件を満たし 
ていることを前提とします。 

• 144ぺージの「コンピュータの電源を切る」と144ぺージの「コンピュー 
夕巧部の作業を始める前に」 の手順をすでに完了していること。 

• Dell ™ 製品情報ガイド J の安をに関する情報をすでに読んでいること。 

• コンポーネントを交換するか別途購入している揚合、取0外し手順と逆の順 
番で取りがけびでさること。 

契励するツール 

このマニュアルで説巧する操作じは、 U ■(下のツールび必要です。 

• 細めのマイブスドライバ 

• 細めのプラスドライバ 

• 細めのプラスチックスクライブ 
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コンピュータの電源を切る 

〇ま意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、開いている 
ファイルをすべてなをして閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベて終了します。 

1オペレーティングシステ厶をシャットグウンします。 

a 開いているファイルをすべて保存して閉じ、実行中のプ□グラ厶をすベ 
て終了します。 

b Microsoft ® Windows ® XP 7 l ■ペレーティングシステ厶で . 

スタートーシャットダウン ー シャットダウン とク U ックします。 
Microsoft Windows Vista ™ オペ レーティングシステ厶 で 、 
Windows Vista Start (スタート）ボタン@をク U ックし、なじ示 
すよラにスタートメニューのち下端のち E 日をク IJ ックしてから Shut 
Down (シャットダウン）をク IJ ックします。 



オペレーティングシステ厶のシャットダウンプ□セスび完了すると、コン 
ピュータの電源び切れます。 

2コンピュータと取りはけられているすべてのデバイスの電源び切れているか 
確認します。オペレーティングシステ厶をシャットダウンしてち、コン 
ピュータおよび接続されているデバイスの電源び自動的に切れない揚合は、 
電源び切れるまで電源ポタンを約4秒間巧し続けてくださし、。 

コンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータの損傷を巧ぎ、ご白身の身体の安をを守るためじ、 U ■(下の安をガイ 

ドに従ってください。 

A 警告：本項の手順を開おする前に、『製品情報ガイド J のを全におほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

/ K 警告：コンピュータを持ち上げる際は.重いもの持ち上げるための適切な予防策を 
取ってください。 

〇 ま意： 部品やカードの取り f 反いには+分を意して<ださい。カード上の部品や接続 
部分には触れないで<ださい。カードを持つ際は緑を持つひ、金属製の取りはけブ 
ラケットの部分を持ってください。プ□セッサのよラなコンポーネントは、ピンの 
部分ではなく端を持つよラじしてください。 

〇ま意： コンピュータシステ厶の修理は、資格を持っているサービス巧術をのみび 
行って<ださい。デルで認められていない修理じよる損信は、 f 呆証の対象となりま 
せん。 
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O ま 意：ヴーブルをみすときは、コネクタまたはプルタブの部分を持ち、ケーブル自 
身を引っ張らないでください。クーブルによってはコネクタに□ックタブびはいて 
いることびあります。このタイプのケーブルをみす厦合は、□ックタブを押し込ん 
でか6クーブルを巧いてください。コネクタを巧く際は、コネクタのピンを巧げな 
いよラにまっすぐに引きあきます。また、クーブルを接続する前に、兩方のコネク 
夕び正しい向きに揃っているか確認します。 

〇ま 意：コンピュータの損*を巧ぐため、コンピュータ巧部の作業を始める前に、巧 
の手順を実行します。 

1コンピュータのカバーじ傷びつかないよラに、作業台び平らであり、ミちれて 
いないことを確認します。 

2コンピュータの電源を切ります （144 ページの「コンピュータの電源を切 
る」を参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを取り饼すじは、まずケーブルのプラグをコンピュー 
夕ひらかして、巧に壁のネットワークデバイスひ6みします。 

3コンピュータからすべての電話ケーブルまたはネットワークケーブルを外し 
ます。 

〇ま 意：システ厶基板の損*を K ぐため、コンピュータで作業を行ラ前にメインバッ 
テリを取りかして < ださい。 

4コンピュータ、および取りがけられているすべてのデバイスをコンセントか 
ら外します。 


コンピュータカバーと前面パネルの取り外し 

コンピュー タ カバーの 取り外し 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド j のまをにおほいいただくた 
めのま意じ従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを取りかす前にコンピュータの電源プラグを必ずコン 
セントから巧いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気じよる損*を防ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に軸れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

〇を意：コンピュータの実行中にコンピュータカバーを開口ると、警告なしじシャッ 
トダウンされることびあり、開いているプ□グラ厶のデータを損失する厦合びあり 
ます。カバーを取りかしたが態では、コンピュータのち却システ厶び正唐に機能し 
ません。 

2セキュ I 」ティケーブルを取0巧けている揚合は、ケーブルをセキュ IJ ティ 
ケーブルス□ットから取り外します。 
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ff ) ま 意：取りかしたカバーを置 < ことびできるよラに、作業台の上に30 cmli (上の 
+分なスペースびあることをお認します。 

〇ま 意：コンピュータやコンピュータを置いている台の表面を億はけないよラに、必 
W ずな護されている水平な台上で作業します。 

3平らな揚巧で、カバーを上に向けてコンピュータを横に倒します。 

4カバーの IJI 」ー スラッチを後ろに引きます。 

^ タモ： 巧の図のコンピュータはタワーコンピュータとして構成されています。コン 
ピュータの向きの詳細じついては、27ページの「タワーモードとデスクトップ 
モードの転換」を参照して<ださい。 



1 カバーリリースラッチ 2 コンピュータカバー 

3 カバーのヒンジ 

5コンピュータの縁じある3つのヒンジタブを確認します。 
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6 コンピュータカバーの側面を持ち、ヒンジをてこの支点としてカバーを上に 
動かします。 

7カバーをヒンジタブから外し、まさな揚巧に置いておさます。 

〇を意：〕ンピュータカバーび取りはけられていない状態では、コンピュータの;ち却 
システ厶び正唐に機能しません。コンピュータカバーを取りはける前にコンピュー 
夕を起動しないでください。 

前面パネルの取り外し 

A 警告： 本 項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド J のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを取り外す前にコンピュータの電源プラグを必ずコン 
セントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気による損*を防ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひ 6 静電気を除去して<ださい。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に軸れることじより、身体の静電気をおますることびできます。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2145ぺージの「コンピュータカバーの取り外し」の手順に従って操作してく 

ださし、。 

^ メモ：巧の図のコンピュータはタワーコンピュータとして構成されています。コン 
ピュータの向きの詳細については、27ページの「タワーモードとデスクトップ 
モードの転換」を参照してください。 
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3 前面バネルの ij ij - スレバーを持ち上けます。 

4前面バネルをコンピュータの上方向にスライドさせ、バネルを持ち上けてて 
コンピュータから取り外します。 
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ハードディスクドライブキヤリアを回転させてコンピュータから 
取り外す方ま 

1 電源 ユニットの横じある P 3 電源 ケーブルバンドルコネクタの IJU - スラッ 
チを巧し、2つのコネクタを引さ離して、力ード固定装置に取りはけられて 
いる P 3 電源 ケーブルバンドルのどちらか片方を外します。 



2力ード固定装置の UU - スタブを巧し、回転式八ードディスクドライブキヤ 
IJ アじ立て掛けるよ〇じカード固定装置を回転させます。 
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3 力ード固を装置びカチッと巧をのに置に収まり、八ードディスクドライブ 
キヤ IJ アじ □ ックされるまで巧しがけます。 
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4 八ードディスクドライブキャ ij アの八ンドルを持ち、5のに置から180度 
末満のち度になるよ〇じキャ U アを回おさせてシャーシから取り外します。 

前面パネルとコンピュータカバーの取り付け 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

A \ 警告：感雷防止のため.カバーを開く前に、おずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気じよる損傷を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去して<ださい。コンピュータのを装され 
ていない金属面に触れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 
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ハードディスクドライブキヤリアを回転させてコンピュータに 
取り付ける方法 

1 八ードディスクドライブキャ U アの八ンドルを持ち、キャリアの両側じある 
金属製タブび装着され、キヤ IJ アび固定されるまでキヤ I 」アを回おさせて 
シャーシの5のに置に取りけけます。 



1 回転式ハードディスクドライブキャリア 2 ハンドル 

3 カード固定装置 

2力ード固定装置を持ち上けて、八ードディスクドライブキヤ IJ アから取り出 
します。 
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3 回転式ハードディスクドライブキャリア 


3力ード固定装置を回転させて元のに置に戻し、力ード固定装置のタブび力 
チッと所定のに置に収まるよラに先端を巧します。 

4力ード固定装置に取りがけられている P 3 電源 ケーブルバンドルの両側を再 
度接続します。 
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前面パネルの取り付け 

1前面バネルのフックを、コンピュータ前面の巧丽する巧に合わせます。 



2前面バネルの IJIJ - スレバーを引さ、バネルをちへスライドさせてしっかり 
取りがけます。 

コンピュー タ カバーの 取り付け 

〇を意：〕 ンピュータカバーび取りはけられていないが態では、コンピュータのち却 
システ厶び正南に機能しません。コンピュータカバーを取りはける前にコンピュー 
夕を起動しないでくださし、。 

1すべてのケーブルびしっかり接続され、ケーブルび邪魔じならない揚巧にま 
ねられているか確認します。 

電源ケーブルびドライブの下に挟まらないよラに、電源ケーブルを慎重に手 
前に引さます。 

2 コン ピュ ータ のの部に工具ゆをつた部品び残つていなレ\か確認します。 
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3 カバーを取りがけます。 

a コンピュ ータ カバーとコンピュ ータ ベースのタブを合わせます。 
b カバーを下に回転し、カチッと巧をのに置に収まるまで軽く巧します。 

C カバーび□ックされていることを確認してください。□ックされなかつ 
た場合、手順3を繰0返します。 



1 コンピュータカバー 2 コンピュータベース 

〇ま 意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、かにコンピュータに差し込みます。 

4コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

5カバーを開閉すると、次のコンピュータ起動時じ、シャーシイントルージョン 
ディテクタ（有効な場合）は UTF のメッセージを画面に表示します。 

ALERT ! Cover was previously removed. 

(警告！カバーび取り外されました。） 


6 Intrusion Alert を Enabled または Enabled-Silent I こ変更して、シャー 
シイン トルージョンディテクタを U セットします。 70ぺージの「シャーシ 
イントルージョンディテクタの IJ セット」を参照してくださし、。 

7セットアップパスワードび化の人じよって割り当てられている揚合は、 

シャーシイントルージョンディテクタの I 」セツト方まをネットワーク管理吾 
じ問い合わせてくださし、。 
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I / O パネル 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『敦品情報ガイド JI の安全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 
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I / O パネルのコンポーネント 





1 USB ポート 


3ヘッドフスンコネクタ 

5前面パネルのサーマルダイスードコ 
ネクタ 

タモ：コンピュータの動作中は、南 
に前面パネルのサーマルダイスード 
ヴーブルをこのコネクタ(こ取り付け 
てお<必要びあります。取り付けな 
い揚含、熱に関する問題び発生する 
可能性びあります。 


設断ライト、ハードディスクドライブア 
クセスライト、およびネットワーク保を 
ライト 

マイク巧コネクタ 
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I / O パネルの取りかし 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取り外します 
(149 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方ま」を参照)。 

4システ厶基板から力ードフアンコネクタを外します。 



1 力ードフアン 2 力-ドフアンケーブル 

3 力ードフアンコネクタ（システ厶基板上の 4 フ□ントフアン 
FAN _ CCAG ) 

5 フルレングスカードリテイブピース 

5システ厶びタワーモードの揚合は、力ードフアンの横じあるフルレングス 
カード IJ テイブピースを取り外します。 

6力ードフアンとフ□ントフアンの間にあるタブを力ードフアン方向に巧し上 
け、コンピュータぴら取り外します。 
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O ま意： ケーブルを適切に再配線できるよラに、ケーブルをみす前に各ケーブルの配 
線を正確に記しておいて<ださい。ケーブルを誤って配線したり、取りかしたまま 
じすると、コンピュータじ問題び発をする恐れびあります。 

7 I / O バネルに接続されいるすべてのケーブルを外すとさに各ケーブルの配線 
を記しておさます。 



1 I / O バネル 2取0はけネジ 


8 I / O パネルから取りがけネジを外します。 


9 I / O バネルを〕ンピュータひら取り外します。 
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I / O パネルの取り付け 

〇ま 意： I / O バネルじちとちと取りはけられていたクーブルは、すべて接続してくだ 
さい。すべて接続しないと、コンピュータで問題び発をする揚合びあります。 

1158ぺージの「1/0バネルの取り外し」じある手順を逆にして行います。 

電源装置 

電ミ原装置の DC コネクタのピン構成 
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1 電源装置のネジ （4) 


DC 電源コネクタ P1 

13141516171819 20 2122 23 24 

因因因因因因因因因因因因 
因の因因の因因の因因の因 

12 3 4 5 6 7 8 9101112 
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ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

3.3 V 

糧色 

2 

3.3 V 

糧色 

3 

3.3 V 

糧色 

4 

COM 

黒色 

5 

POK 

灰色 

6 

5 VSB 

紫色 

7 

COM 

黒色 

8 

M 12 

青色 

9 

12 VD 

黄色/白色 

10 

5 V 

赤色 

11 

5 V 

ホ色 

12 

COM 

黒色 

13 

OPEN 


14 

3.3 VSE 

糧色 

15 

3.3 V 

瞎色 

16 

12 VD 

黄色/白色 

17 

PSON 

緑色 

18 

12 VD 

黄色/白色 

19 

COM 

黒色 

20 

COM 

黒色 

21 

FAN FAULT 

茶色 

22 

5 V 

ホ色 

23 

5 V 

ホ色 

24 

COM 

黒色 
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DC 電源コネクタ P 2 

111213141516171819 20 


因因因因因因因因因因 
因因因因因因因因因因 


1 2 

3 4 5 6 7 

8 9 10 

ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

12 VC 

青色/白色 

2 

12 VC 

青色/白色 

3 

COM 

黒色 

4 

COM 

黒色 

5 

12 VA 

黄色 

6 

12 VA 

黄色 

7 

COM 

黒色 

8 

COM 

黒色 

9 

12 VB 

白色 

10 

12 VB 

白色 

11 

12 VC 

青色/白色 

12 

COM 

黒色 

13 

COM 

黒色 

14 

COM 

黒色 

15 

12 VA 

黄色 

16 

COM 

黒色 

17 

COM 

黒色 

18 

COM 

黒色 

19 

12 VB 

白色 

20 

OPEN 
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DC 電源コネクタ P 3 


7 8 9101112 


因の因因の因 
因の因因の因 


1 2 

3 4 5 6 


ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

COM 

黒色 

2 

12 VC 

青色/白色 

3 

12 VC 

青色/白色 

4 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

6 

5 V 

ホ色 

7 

5 V 

赤色 

8 

3.3 V 

睛色 

9 

12 VC 

青色/白色 

10 

COM 

黒色 

11 

COM 

黒色 

12 

5 V 

赤色 


DC 電源コネクタ P 5 

4 5 6 


因因因 
因の因 

1 2 3 
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ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

12 VD 

黄色/白色 

2 

12 VD 

黄色/白色 

3 

12 VD 

黄色/白色 

4 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

6 

COM 

黒色 


DC 電源コネクタ P 6 
4 5 6 

1111 
因因因 
因因因 

1 2 3 


ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

12 VE 

青色/黄色 

2 

12 VE 

青色/黄色 

3 

12 VE 

青色/黄色 

4 

COM 

黒色 

5 

COM 

黒色 

6 

COM 

黒色 


DC 電源コネクタ FD 5 



い 」 ■ 」」 1 


12 

3 4 


ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

5 V 

ホ色 

2 

COM 

黒色 

3 

COM 

黒色 

4 

12 VC 

青色/白色 
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DC 電ミ原コネクタベイ 1( PATA ) 



ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

12 VC 

青色/白色 

2 

COM 

黒色 

3 

COM 

黒色 

4 

5 V 

赤色 


DC 電源コネクタベイ1、2、および3 ( SATA ) 



5 4 3 2 1 


ピン香号 

信号名 

18 AWG ワイヤ 

1 

3.3 V 

糧色 

2 

COM 

黒色 

3 

5V 

ホ色 

4 

COM 

黒色 

5 

12 VC 

青色/白色 


電ミ原装置の取り外し 

A 警告：この項の手順を実行する前に、『製品情報ガイド J 1 のまをじお使いいただく 
ためのま意をお読みください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を 意：コンピュータ肉の部品の静電気じよる損*を！!占ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータの室装され 
ていない金属面に触れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 
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143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 
コンピユ ータカバーを 取り外します。145 ぺージの 「コンピ ユータカバーの 
取り外し」を参照してくださし、。 

電源ユニットからケーブルを外します。 

電源装置をコンピュータシャーシの背面に取りがけている4本のネジを外 
します。 



1電源装置のネジ （4) 2電源クーブル八ーネスコネクタ 

電源装置をコンピュータの前側へ約 2.5 cm スライドさせます。 
電源装置を持ち上けコンピュータから取り出します。 
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電源装置の交換 

1電源装置を所定の位置に戻します。 


2電源装置をコンピュータシャーシの背面に固定する4本のネジを取り付け 
ます。 

3 DC 電源ケーブルを接続します。 

4デスクトップコンピュータでは、電源ケーブルを八ードディスクドライブ 
の側面に取り付けます。 

5タブの下にケーブルを通し、ケーブルを覆ラよラにタブを巧して閱じます。 

6コンピュータカパ'-を取り付けます （154 ぺージの「コンピュータカバー 
の取 0 巧け」 を参照）。 

〇を意：ネットワーククーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

7コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

バッテリ 

/ K 警告：本頂の手順を開始する前に，『製品情巧ガイド j のををにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

/ K 警告：感電防止のため、カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから巧いてください。 

A 警告：新しいバッテリを取り付ける場合、正しく取り付けてください。破裂する場 
合があります。交換するバッテリは.デルがお奨する型、または同等の製品をごが 
用ください。ほ用;るみのバッテリは.製适元の指示に従って廃棄してくだ 


を意：コンピュータ巧の部品の静電気じよる損*を K ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気をおちしてください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 
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パッテリについて 

コイン型電;也は、コンピュータの設定、曰は、時間の情報を保持します。バッテ 
IJ の寿命は数年間です。 

コンピュータの電源を入れた後、繰り返し時刻と日做青報を IJ セットしたり、 L ソ 
下のメッセージのいずれかび表示される揚合、バッテ I 」を交換する必要びある揚 
合びあります。 


Time-of-day not set - please run SETUP program 

(日時び設定されていません。セツトアップユーティ IJ ティを実巧してくださし、。） 


または 

Invalid, configuration information — 
please run SETUP program 

(無効な設定情報ーセツトアップユーティ IJ ティを実行してください。） 


または 


strike the FI key to continue, F2 to run the setup utility 
(続けるじは FI キーを、セットアップユーティ IJ ティを起動するには F 2 キーを 
巧してください。） 

バッテ IJ の交換び必要かどラか確認するには、セットアップユーティ IJ ティで曰 
はと時刻を再入力し、プ□ブラ厶を終了してその情報を保存します。コンピュー 
夕の電源を切り、コンセントから2〜3時間かしておさます。なじ、コンピュー 
夕をコンセントじ接続しなおし、 電源を入れてセットアップユーティ IJ ティを起 
動します 腿ペーつの 「セットアップユーティ IJ ティ」を参照)。セットアップ 
ユーティ IJ ティに表示される曰はと時刻び間違っている揚合、バッテ I 」を交換し 
ます。 


バッテ IJ びなくてもコンピュータは動作しますび、電源をオフじしたり、コンセン 
卜から電源プラヴを巧いた揚合、コンピュータ設定情報は消去されます。この揚 
合、セットアップユーティ IJ ティを起動し 胞ペーつの 「セットアップユーティ 
I 」ティ」を参照)、設定オプションを再設をする必要びあります。 

バッテリの交換 

1セットアップユーティ I 」ティの設定情報をまだ記録していない揚合は、ここ 
で記録しておさます （83 ぺージの「セットアップユーティリティ」を参照)。 
2143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

3コンピュータカバーを取り外します （145 ぺージの「コンピュータカバーの 
取り外し」を参照)。 

4バッテ IJ ソケットを確認します （25 ぺージの「システ厶基板のコンポーネン 
卜」を参照)。 

5必要に丽じて、バッテ IJ ソケットへのアクセスの邪魔になっているケーブル 
を外します。 
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O ま意： 道具（巧端の鋭<ないもの）を使用して、バッテリをソケットひら取り出す 
〜 厦合は、道具びシステ厶基板に軸れないよラを意してください。必ず、バッテリと 
ソヴットの間に道具をお実に巧入してひら、バッテ I 」をかします。これらのを順を 
怠ると、バッテリソヴットびかれたり、システ厶基板の回路を切断するなど、シス 
テ厶基板に損*をちえる恐れびあります。 

〇を意： バッテリコネクタへの損傷を巧ぐためじ、バッテ I 」を取りかす際はコネクタ 
をしっひりとをえてお < 必要びあります。 

6コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテ I 」コネクタをちえ 
ます。 

7バッテ I 」コネクタをちえたまま、バッテ IJ タブを巧してコネクタのプラス側 
から離し、バッテ I 」をコネクタのマイブス側じある固定タブから持ち上けて 
取0外します。 



2バッテリコネクタのプラス側 
4バッテリソヴツト 


1システ厶バッテリ 
3バッテリソケットタブ 


〇 ま意 ：バッテリコネクタへの損 B を巧ぐためじ、バッテリを取りはける際はコネク 
夕をしっひりとちえておく必要びあります。 

8コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテ I 」コネクタをちえ 
ます。 

9 バッテ IJ の 「+」 側を上に向け、コネクタのプラス側じある固をタブの下に 
スライドさせます。 

10バッテ IJ びカチッと所定のに置に収まるまで、コネクタをまっすぐじ巧し下 
けます。 

11 コン ピュ ータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 
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O ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークデバイ 
スに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

12コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

13セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティ I 」ティ」を参照)、手順1で記録した設定に戻します。 

14古いバッテ IJ は適切に廃棄します。詳細じついては、 r 製品情報ガイド J を 
参照してくださし、。 

プロ七 ッサ 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情おガイド j のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバ-を開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

Q を 意：コンピュータ巧の部品の静電気じよる損*を防ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひ 6 静電気を除去して<ださい。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 

プロセッサの取り外し 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 


3 A - ドディスクドライブキャ IJ アを回おさせてコンピュータから取り外しま 
す （149 ページの「ハードディスクドライブキャ I 」アを回転させてコン 
ピュータから取りタトす方法」を参照)。 

4プ□セツサアクセスドアを回転させて、開さます。 
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^ メモ：ヒートシンクアセンブ I 」の側面じある 4 本の巧まネジを緩めるじは、長いプ 
ラスドライバび必要です。 

5ヒートシンクアセンブ IJ の側面じある4本の抱まネジを緩めます。 

A 警告：ヒートシンクアセンブリは正常な動作中に過熱する場合があります。ヒート 
シンクアセンブリじ触れる前には十分に時間をかけ、アセンブリの温度が下がって 
いることを確認してください。 

6ヒートシンクアセンブ IJ を持ち上げて、コンピュータから取り外します。 
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1 ヒートシンクアセンブ I 」 


2拘束ネジ八ウジング （4) 


A を意：デルひら購入したプ□セッサアップグレードキットを取りは口る場合、なの 
ヒートシンクアセンブリとプ□セッサを、交換キットびちられてきた同じバッケー 
ジを使巧してデ^レへおち P してください。デ j しみひら購入したプ□セッサアップグ 
レードキットを取りがける揚合、新しいプ□セッサを取りはける際は、兄のヒート 
シンクを再巧用してください。 

7ソケット上じあるセンターカバーラッチの下から IJIJ - スレバーをスライド 
させて、プ□セツサカバーを開さます。なじレバーを後方に引いて、プロ 
セツサを取り出します。 


部品の垣設および交換 


173 

































1 プ□セツサカバー 
3ソヴット 


2プ□セツサ 
4 リリースレバー 


〇注意：プ□セッサを交換する際は、ソケット巧側のピンに軸れたり、ピンの上に物 
を落とさないよラじしてくださし、。 

8を意深<プ□セッサをソケットから取0外します。 

9 新しいプ□セッサを取りけける揚合、ソケットじ新しいプ□セッサをすぐに 
取りがけることびでさるよ 〇 じ、 I 」 IJ - スレバーは開放に置のままじしてお 
さます。 175 ページの「プ□セッサの取りがけ」を参照してくださし、。 

それ L ソ外の揚合は、手順10じ進みます。 

10プ□セッサアクセスドアを閉めます。 

11すべてのケーブルび正しく接続され、しっぴりと装着されているか5を認し 
ます。 

12八ードディスクドライブキヤ IJ アを回転させて巧をのに置に戻します 

(152 ページの「八ードディスクドライブキヤ IJ アを回転させてコンピユー 
夕じ 取りけける方ミ去」 を参照)。 

ロ コン ピユ ータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ユータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 
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プロセッサの取り付け 

〇ま 意：コンピュータ背面の塗装されていない金属面に触れて、身体ひら静電気をお 
ましてください。 

©ま意：プ□セッサを交換する際は、ソヴット巧側のピンに触れたり、ピンの上に物 
を落とさないよラじしてください。 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 


3八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取り％します 
(149 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方法」を参照)。 

4プ□セッサアクセスドアを回転させて、開さます。 

5 プ□セッサを交換する揚合は、プ□セッサを取り外します (171 ぺージの 
「プ□セッサの取0外し」を参照)。 

6プ□セッサの底部に触らないよラに気をつけなびら、新しいプ□セッサを捆 
包から取り出します。 

〇ま 意：コンピュータの電源を入れるときにプ□セッサとコンピュータじ修復できな 
い損*をちえないため、プ□セッサをソヴットじ正しく装着してください。 

7ソケット上じあるセンターカバーラッチの下から IJIJ - スレバーをスライド 
させて、プ□セツサカバーを開さます。 IJI 」ー スレバーび完をに開いている 
か確認して < ださい。 
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1 プ□セツサカバー 
3ソヴット 


2プ□セツサ 
4リリースレバー 


8プ□セッサの前面と後面のに置合わせ用切の込みを、ソケットの前面と後面 
のに置合わせ用切0込みに合わせます。 

9プ□セツサとソケットの1番ピンのちを合わせます。 
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タブ 

センターカバーラッチ 
前面に置合わせ切り込み 
背面に置合わせ切り込み 


2 プ□セツサソヴツト 

4 ソヴツ トリリースレバー 

6 ソケットおよびプ□セツサピン1壺ピンの印 


〇ま 意：プ□セッサへの損傷を！!占ぐため、プ□セッサとソヴットびきちんと揃ってい 
るひお認します。プ□セッサを取りはける際は、力を入れすぎないで<ださい。 

10プ□セッサをソケットじ軽く置いて、プ□セッサび正ししりな置にあるか確認 
します。 

11プ□セッヴびソケットじ完をに装着されたら、プ□セッヴカバーを閱じ 
ます。 

プ□セッサカバーのタブびソケットのセンターカバーラッチの下じあるかお 
韶1します。 

12カチッと所定の位置に収まるまで、ソケット1」1」ースレバーをソケットの 
方に戻して、プ□セッヴを固定します。 
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O ま 意：デルな化ひら購入したプ□セッサアップグレードキットを取りはける揚合、 
プ□セッサを交換する際は、兄のヒートシンクアセンブリを再巧巧してください。 

デルから購入したプ□セッサ交換キットを取りはけた揚合、元のヒートシン 
クアセンブ IJ とプ□セッサを、交換キットびちられてさた同じバッケージを 
使用してデルへ返がしてくださし、。 

13ヒートシンクアセンフ I 」を取り付けます。 

a ヒートシンクアセンブ I 」をヒートシンクアセンブ I 」ブラケットじ元の 
よラじ配置します。 

b ヒートシンクアセンブ I 」をコンピユータベースの方向に回輯させ、4 
本の抱まネジを締めます。 

〇ま 意：ヒートシンクアセンブ I 」び正しく装着され、しつひり固定されているひお認 
します。 



14プ□セツサアクセスドアを閉めます。 
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15 すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

16 A - ドディスクドライブキヤ IJ アを回転させて所定のに置に戻します 

(152 ページの「八ードディスクドライブキヤ IJ アを回転させてコンピュー 
夕じ 取りがける方ミ去」 を参照)。 

17コン ピ ュータカバーを 取りが けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

C / ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

18 コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

メモリ 

お使いのコンピュータでは、完きバッファ型 ECC DDR 2 メモ IJ のみびサポートさ 
れています。お使いのコンピュータでサポートされているメモ IJ のタイプじつい 
ては、33ページの「仕様」を参照してください。 

G ま 意：新しいメモリモジュールを取りは口る前に、お使いの〕ンピュータ用の 团 0S 
をデルサポートサイト support.jp.dell.com か 6 ダウン□—ドしてください。 

^ メモ： デルひら購入されたメモリは、お使いのコンピュータのな証に含まれます。 

完全バッファ型 DIMM ( FBD ) メモリの相 E 要 

最適なバフォーマンスを実現するため、完をバッファ型 DIMM ( FBD ) は、同じ 
ものを4個のセットで取りがける必要びあります。これじより、クワッドチヤネ 
ルオペレーションび可能じなり、最高のメモ IJ 帯域幅び実現されます。4個の 
セットは、サイブ、ランク、構成び同じである必要びあります。この情報は、通 
雷、 FBD のラベルに記載されています。たとえば、4個のセットの各 FBD のラ 
ベルに、 1 G 2 Rx 8 のように書かれている楊ち、1なはメモ I 」モジュールのサイ 
ス、 2 R はランク壺号、がは構成を示します。 

〇ま 意： 667 MHz DIMM には、フルレングスヒートスプレッダ （FLHS) び必要です。 
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1 完ま:バッファ型 DIMM 


2情報ラベル 


メモリの取り付け 


完をバッファ型 DDR 2 メモ IJ モジュールは2個ペアで取りがけることちできます 
び、その揚合、コンピュータは動作しますび、バフォーマンスびゆゆ低下します。 
ペアは、サイス、ランク、構成び同じである必要びあります。 

メモ IJ モジュールは、システ厶基板のラベルに書かれた順度で取りがけます。4 
個のセットの揚合は、まずシステ厶基板の DIMM ス□ット1〜4、なじ DIMM 
ス□ット5〜8じ取り巧けます。ペアの揚合は、まずス□ット DIMM _1 と 
DIMM _2、 なじ DIMM _3 と DIMM _4 のよラに取りがけます。 

〇ま 意： Non - ECC または非バッファ型メモリモジュールは取りがけないでください。 
使用すると、コンピュータび起動しなし U 置合びあります。 

^ メモ： DIMM ス□ット1~ 4じは、簡単に識別するために白色のラッチびはいて 
います。 DIMM ス□ット5 ~8は、黒色のラッチび巧いています。 

4 GB またはそれ U 上の構成のメモリのアドレス設定 （32 ビット 
オペレーティングシステムのみ） 

8個の4 GB DIMM び取りがけられている揚合、このコンピュータでは最大 
32 GB のメモ U びサポートされます。 Microsoft ® Windows ® XP および 
Widnows ™ Vista など現をの 32 ビットオペレーティングシステ厶の最大アドレ 
ススぺースは4 GB です。ただし、オペレーティングシステ厶び使用でさるメモ 
IJ の容量は取りはけられたメモ IJ の容量よりちみなくなります。コンピュータの 
の特定のコンポーネントは、4 GB レンジのじアドレススぺースを必要とします。 
これらのコンポーネント用じす約されたアドレススぺースは、コンピュータメモ 
I 」じよっては使用されません。 

U ■(下のコンポーネントはメモ IJ アドレススぺースを必要とします。 

• システ厶 ROM 

• APIC 
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• の蔵 PCI デバイス（ネットワークコネクタおよび SCSI コント□-ラなど） 

• PCI 力ード 

• ブラフィックスカード 

• PCI Express 力ード（取りはけられた揚合） 

システ厶の起動時じ、 BIOS はアドレススぺースを必要とするコンポーネントを認 
識します。 BIOS はす約された必要なアドレススペースの容量を動的に計算します。 
そして BIOS は、 4 GB から予約済みアドレススペースを減算し、利用可能なス 
ペースの容量を確定します。 

• 取りがけられたコンピュータメモ IJ の総量び、利用可能なアドレススペース 
よりみない揚合、取りはけられたすべてのコンピュータメモ IJ は、オペレー 
ティンヴシステ厶じよって利用されます。 

• 取りはけられたコンピュータメモ I 」の總量び、利用可能なアドレススぺース 
と同じか、それよりをい揚合、オペレーティングシステ厶び取りはけられた 
コンピュータメモ IJ の一部分を使用します。 


メモリの取りかし 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド j のまをにおほいいただくた 
めのま意じ従ってください。 

〇ま 意：メモリのアップグレード中にコンピュータひら元のメモI」を取りみした場 
合、新し<装着するモジュールをデルひらお買い上けになったとしてち、元のメモ 
リを新しいメモリとは別にな管してください。できるだけ、新しいメモリモジュー 
ルと元のメモリモジュールをペアじし立いでください。ペアじすると、コンピュー 
夕び正しく起動しないことびあります。 

n を意：コンピュータのの部品の静電気じよる損*を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータシャーシの 
塗装されていない金属面に触れることにより、静電気を除去することびできます。 

^ メモ：デルから購入されたメモリは、お使いのコンピュータのな証に含まれます。 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 


3八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取り％します 
(152 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕じ 取りけける方を」 を参照)。 

A 警告：完全バッファ型メモリモジュ-ルは正常な動作中に過熱する場合があります。 
十分な時間を置いてメモリモジュールの温度が下がったのを確認してから触るよう 
にします。 

4 メモ IJ モジュールコネクタの両端じある固定ク IJ ップを巧し開さます。 
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1 メモリモジュール 2固定クリップ （2) 

5 メモ IJ モジュールをつかんでを持ち上け、メモ I 」ライヴーカードから取り外 
します。 

モジュ ー J レび取り外しじくい揚合、モジュールを前後に軽く動かして緩め、 
コネクタから取り外します。 

6八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させて巧をのに置に戻します 

(152 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕じ 取りがける方ま」 を参照)。 

7 コン ピュ ータカバーを 取りが けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 


メモリの取り付け 

/!\警告：本項の手順を開始する前に，『製品情巧ガイド J のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

〇注意：コンピュータ巧の部品の静電気じよる損信を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に軸れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータシャーシの 
垄装されていない金属面に軸れることにより、静電気を除去することびできます。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

〇 注意：新しい モリモジュールを取りけける前に、お使いのコンピュータ用の BIOS 
をデルサポートサイト support.jp.dell.com ひらダウン□ー ドしてくださし、。 

2 コンピュータカバーを 取り外します (145 ページの「コンピュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3 ノ\ードディスクドライブキャリアを回転させてコンピュータから取り外します 
(149 ページの「ノ\ー ドディスクドライブキャリアを回転させてコンピュー 
夕から取り外す方法」を参照)。 

4六モリモジュールを取り巧ける揚含は、181ページの W モリの取り外し」 
を参照してくださし、。 
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A 警告：完全バッファ型メモリモジュールは正常な動作中に過熱する場合があります。 
十分な時間を置いてメモリモジュールの温度が下がったのを確認してから触るよう 
じします。 

5 メモ IJ モジュールコネクタの両端じある固をク I 」ップを巧し開さます。 



1固定クリップ （2) 2 メモリコネクタ 

〇ま意： 667 MHz DIMM には、フルレングスヒートスプレッグ （FLHS) び必要です。 
6モジュールの底面の切り込みを、コネクタ巧のク□スバーじ合わせます。 



1切り欠き （2) 2 メモリモジュール 

3切り込み 4ク□スバ ー 

〇ま意： メモリモジュールへの損廈を P 方ぐため、モジュールの両端に巧等に力を加え 
て、モジュールをコネクタじ向けてまっすぐ下へ挿入します。 

7 メモ IJ モジュールをカチッといラ感触びある所定のに置に収まるまで、しっ 
かりと巧し下けます。 

モジュールび適切に挿入されると、固をク I 」ップはモジュール両端の切り欠 
さじカチッと収まります。 
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8 ノ\ードディスクドライブキャリアを回転させて元の位置に戻します 

(152 ページの「ノ\ー ドディスクドライブキャリアを回転させてコンピュー 
夕じ取り化ける方法」を参照)。 

9 コンピュータカバーを 取り 巧けます （154 ページの「コンピュータカバーの 
取り 巧け」を 参照)。 

10コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 

11 < F 2> を押してセットアップユーティリティを起動し、 Memory Info I こ 
表示される値を確認します。 

コンピュータは新しく取り化けた六モリの容量を認識して、 Installed 
Memory の値を変更します。六モリの新しい値を確認します。値が正しけ 
れば、手順13へ進みます。 

12六モリの含計び'正しくない揚含、コンピュータとデバ'イスの電源を切ってコン 
セントから外します。 

この手順の手順1じ戻り、新しい六モ IJ を取りはけるげわりに、取り巧け 
た六モリモジュールがソケットじ正しく装着されているか確認します。 

13 Installed Memory の總><モリ容量が正しい揚合は、 < Esc > を押して 
セットアップユーティリティを終了します。 

14 Dell Diaanostics (該断）プ□グラムを実行して （128 ぺージの 「Dell 
Diagnostics (該断）プ□グラム」を参照)、モリモジ:!ールが正しく動 
作しているか確認します。 


184 


I 部品の増設おぶび交換 


力ード 

A 警告：本項の手順を開おする前に.『製品情巧ガイド j の安全におほいいただくた 
めのを意じ従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバ-を開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇ミち意： コンピュータ巧の部品の静電気じよる損傷を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去して<ださい。コンピュータのを装され 
ていない金属面に軸れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 

あおカードのサポート 

お使いの Dell ™ コンピュータは、 PCI および PCI Express 力ード用に U ■(下のス 
□ットを備えています。 

• PCI 力ードス□ットび1つ 

• PG Express x 16 力ードス□ットび1つ 

• PCI Express x 8 力ードス□ットび2つ （ x 4 として配線済み） 

• PCI - X 力ードス□ットび2つ 

デスクトップモード：ス□ット2〜4はフルレングスカード （PCI Express x 1 6 
ス□ット1つ 、 PCI Express x 8 ス□ット1つ、および PCI ス□ット1つ）をサ 
ポートし、ス□ット1、5、および6はハーフレングスカード （ PCI - X ス□ット2 
つ、および PCI Express x 8 ス□ット1つ）をサポートします。 

タワーモード ：ス□ット2〜5はフルレングスカード ( PCI - X ス□ット1つ、 

PCI Express x 8 ス □ット 1つ 、 PCI Express x 1 6ス □ット 1つ、および PCI ス 
□ット1つ）をサポートし、ス□ット1および6はハーフレングスカード ( PCI - 
X ス□ット1つ、および PCI Express x 8 ス□ット1つ）をサポートします。 



PCI カード 、 PCI Express カード、または PCI - X カードを取り巧けるか交換する 
揚合、186ぺージのけ広張力ードの取りがけ」を参照してください。 PCI 力ード、 
PCI Express カード、または PCI - X カードを取り外したままじする揚合、 

192ページのけ広張力ードの取り外し」を参照してください。 
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力ードを取りがける前に、力ードの設定、巧部の接続、またはお使いのコン 
ピュータじ合わせた力ードのカスタマイズの情報じついて力ードじけ属している 
マニュアルを参照してください。新しい力ードに交換する揚合は、既存の力ード 
のドライバをアンインス!'―ルします。 

あ張カードの取り付け 

1143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取り外します 
(149 ぺージの「八ードディスクドライブキャ U アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方ま」を参照)。 

4 力ード固定ドアじある IJU - スタブを巧側に巧し、ドアを回しなびら開け 
ます。 

ドアは留められているため、開いたままのが態じな0ます。 
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1 カード固定ドア 2リリースタブ 

新しいカードを取りけける揚合、フィラーブラケットを取り外してカードス 
□ット開□部を空じします。なじ手順7じ進みます。 



リリースタブ 2カード固定ドア 

位置合わせバー 4位置合わせガイド 

メモ：まを性をより確実にするためじ、位置合 
わせガイド（逆向きのネジ）をかし、正しい方 
を 上 じして締めて、カードを固定します。 

フイラーブラケット 
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O ま意：カードを取りみすときは、必ず固定タブをかしてください。カードを正しく 
取りかさないと、システ厶基板び損*する恐れびあります。 

6コンピュータじ既に取りがけられている力ードを交換する揚合、巧の手順で 
カードを取り外します。 

a 必要に丽じて、力ードに接続されたケーブルを％します。 
b 力ードびフルレンブスの揚合は、フアンケースのに置合わせガイドの端 
じある I 」 IJ ースタブを巧します。 

C コネクタじ IJI 」ー スタブびある揚合は、力ード上端のちをつかんで IJ 
IJ - スタブを巧し、コネクタから引さ巧言ます。 

7 カードを取りはける準備をします。 

力ードの設定、巧部の接続、またはお使いのコンピュータじ合わせた力ード 
のカスタマイブの情報じついては、力ードじは属しているマニュアルを参照 
してくださし、。 

A 警告：ネットワークアダプタの中には.ネットワークにち続すると自動のにコン 
ピュータを超動するものがあります。感電防止のため，力ードを取り付ける前に. 
コンピュータの電源プラグをコンセントから抜いてください。 

8力ードびフルレンブスの揚合は、力ードのフアンケースじついているプラス 
チック製の力ードガイドの間に合わせます。 

9 力ードのに置をス□ットじ合わせます。固定タブびある揚合は固定ス□ット 
じ合わせます。 

10力ードをコネクタじ置き、しっかりと下に巧します。力ードびス□ットじ 
しっか0と装着されているか確認します。 

力ードス□ットじ IJIJ - スタブびある揚合は、 IJIJ - スタブを引きます。 
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1 完をに装着されたカード 2 完をに装着されていないカード 

3 ス□ット巧のブラケット 4 ス□ットのみ側にはみ化したブラケット 

11力ード固定ドアを閉める前に、なのことを確認します。 

• すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さび、位置合わせバー 
と同じ高さに揃ってし、る 

• 力ードの上部のノ ッチ または フイ ラーブラ ケッ トび、位置合わせガイド 
と合っている 

^ メモ：安を性をよりお実じするためじ、位置合わせガイド（逆向きのネジ） 

をかし、正しい方を上じして締めてカードを固定します。 
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1 カード固定ドア 


2リ|」ースタブ 


12カチッと所定のに置に収まるまでカード固定ドアを回転させます。 

〇ま 意：カードクーブルは、カードの上やをろを通して配線しないでください。クー 
ブルをカードの上を通して配線すると、コンピュータカバーび正しく閉まらなく 
なったり、装置に損億をちえる恐れびあります。 

13必要なすべてのケーブルを力ードに接続します。 

力ードのケーブル接続じついては、力ードじは属のマニュアルを参照してく 
ださし、。 
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14 力ードを八ードディスクドライブキヤ ij アにおいス□ットじ取りがけた揚 
合、ケーブルその他のはみ出しじよって力ード固定装置の完をな装着び巧け 
られる可能性びないかどラかを確認します。化けられる可能性びある揚合 
は、次の手順を実行します。 

a カード固定装置を八ードディスクドライブキヤ IJ アから引さ上けて離し 
ます。 

b 力ード固定装置のベースの八ードディスクドライブキヤ I 」アのそばじあ 
る IJ 厶ーバブルカード固をデバイスのに置を確認します（装着されてい 
る揚合)。 

C I 」厶ーバブルカード固定デバイスを親指と人差し指でつかみ、巧端を巧 

し込んだが態で、 I 」厶ーバブルデバイスを力ード固定装置から引さ出し 
ます。 



リ厶ーバブルカード固定デバイス 2カード固定装置 


15八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータじ取りはけます 
(149 ページの「八ードディスクドライブキャ U アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方;去」を参照)。 

16すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイ 
スじ差し込み、かじコンピュータじ差し込みます。 
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17 コンピュータカバーを取りはけ （154 ぺージの「コンピュータカバーの取り 
がけ」を参照)、コンピュータとデバイスをコンセントじ再接続して、 電源 
を入れます。 

18サウンドカードを取りがけた揚合、次の手順を実行します。 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照 )、 Integrated Audio を選巧し、設定を 
Off じ変更します。 

b かはけオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタじ接続します。 
外はけオーディオデバイスを、背面バネルのマイクコネクタ、スピー 
力一/へッ ドフォンコネクタ、またはライン入カコネクタじ接続しない 
でくださし、。 

19ネットワークアダプタカードを取りはけていて、巧蔵ネットワークアダプタ 
を無効じする揚合は、なの手順を実ちします。 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティリティ」を参照 )、 Integrated N にを選択し、設定を Off 
じ変更します。 

b ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードコネクタじ接続し 
ます。ネットワークケーブルを背面バネルのネットワークコネクタに接 
続しないでくださし、。 

20力ードのマニュアルじ記載されている、力ードに必要なドライバをインス 
I '―ルします。 

化張力ードの取り外し 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取し」 を 参照)。 

3八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取り外します 
(149 ページの「八ードディスクドライブキャ I 」アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方ま」を参照)。 

4力ード固定ドアじある IJI 」ー スタブを巧側に巧し、ドアを回しなびら開け 
ます。 


ドアは留められているため、開いたままの化態じな0ます。 


192 


I 部品の増設および交換 




1 リリースタブ 
3 位置合わせバー 


5 フイラーブフケット 


カード固定ドア 
位置合わせガイド 

メモ：を全 1 まをよりお実じするためじ、位置合わせ 
ガイド（逆向きのネジ）をかし、正しい方を上じし 
て締めてカードを固定します。 


5次の手順でカードを取0外します。 

a 必要に丽じて、力ードに接続されたケーブルを外します。 
b 力ードびフルレングスの揚合は、フアンケースのに置合わせガイドの端 
じある IJ IJ -スタブを巧します。 

C コネクタじ IJIJ - スタブびある揚合は、力ード上端のちをつかんで IJ 

1」ースタブを巧し、コネクタから引さあさます。 
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6 力ードを取り外したままじする揚合、空の力ードス□ット開□部にフイラー 
ブラケッ 卜を取りはけます。 

^ メモ：コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットを空の力ード 
ス□ット開□部に取りはける必要びあります。また、フイラーブラケットを装着す 
ると、コンピュータをほこりやゴミひらな護できます。 

7力ード固をドアを閉める前に、なのことをお認します。 

• すべての力ードの上部とフイラーブラケットの高さび、位置合わせバー 
と同じ高さに揃っている。 

• 各力ードの上部のノッチまたはフイラーブラケットび、位置合わせガイ 
ドと合っている。 

^ メモ：を全 1 まをより巧実じするためじ、位置合わせガイド（逆向きのネジ） 
をみし、正しい方を上じして締めてカードを固定します。 



1カード固定ドア 


リリースタブ 
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8 カチッと所定のに置に収まるまでカード固定ドアを回転させます。 

〇ま 意：カードクーブルは、カードの上やをろを通して配線しないでください。ケー 
ブルをカードの上を通して配線すると、コンピュータカバーび正しく閉まらなく 
なったり、装置に損*をちえる恐れびあります。 

9必要なすべてのケーブルを力ードに接続します。 

力ードのケーブル接続じついては、力ードじが属のマニュアルを参照してく 

ださし、。 

10すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 


11八ードディスクドライブキャ IJ アを回おさせて所定のに置に戻します 

(149 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方法」を参照)。 

〇ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークデバイ 
スじ差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

12コンピュータカバーを取りがけ （154 ぺージの「コンピュータカバーの取り 
はけ」を参照)、コンピュータとデバイスをコンセントじ再接続して、 電源 
を入れます。 


口取り外した力ード用のドライバをアンインス!ルします。特殊な手順じつ 
いては、力ードには属のマニュアルを参照してください。 

14サウンドカードを取0外した揚合、巧の手順を実ちします。 

a セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティ I 」ティ」を参照 )、 Integrated Audio を選択し、設定を 
On じ変更します。 

b かがけ才ーディオデバイスをコンピュータ背面バネルの才ーディオコネ 
クタに接続します。 

15ネットワークアダプタカードを取り外した揚合は、次の手順を実行します。 

a セットアップユーティ U ティを起動し （83 ぺージの「セットアップ 
ユーティ I 」ティ」を参照 )、 Integrated NIC を選巧し、設定を On 
じ変更します。 

16ネットワークケーブルをコンピュータ背面バネルのネットワークコネクタに 
接続します。 
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ドライブ 

タワーコンピュータドライブ 

完を実装したコンピュータの構成例はなのとお0です。 

• 3台のシ U アル ATA ( SATA ) ハードディスクドライブまたはシ U アル接続 
SCSI ( SAS ) 八ードディスクドライブ、および2台までの化学ドライブ 

• 2台までの （ SAS または SATA ) ハードディスクドライブじ、2台までの化 
学ドライブと1台のフ□ッピードライブまたは1台のメディアカード IJ - 
ダー 



1上段の 5.25 インチドライブベイ（化 2 
学ドライブを收細） 

3 FlexBay (スプシヨンの3台目のハー 4 
ドディスクドライブ、フ□ツピードラ 
イブ、またはメディアカードリーダー 
を収細） 


下段の 5.25 インチドライブベイ なつ 
シヨンの化学ドライブを収細） 

回転式ハードディスクドライブキャリア 
(2 台の SAS または SATA ドライブを收 
細） 
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デスクトップコンピュータドライブ 

完を実装したコンピュータの構成例はなのとお0です。 

• 3台までの SATA ハードディスクドライブまたは2台の（の蔵） SAS と1 
台の SATA 八ードディスクドライブ、1台の化学ドライブ、および1台のフ 
□ッピードライブまたは1台のメディアカード1」ーダー 

• 2台までの八ードディスクドライブ、2台までの光学ドライブ、および1台 
のフ□ッピードライブまたは1台のメディアカード u -ダー 



1 上段の 5.2 日インチドライブベイ（化 
学ドライブを収細） 


3 回転式ハードディスクドライブキヤ 
リア （2 台の SAS または SATA ドライ 
ブを収細） 


2下段の 5.25 インチドライブベイ （3 
プシヨンの化学ドライブまたは SATA 
ハードディスクドライブを収細） 

4 FlexBay (スプシヨンのフ□ツピード 
ライブまたはメディアカードリーダー 
を収細） 
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-部のドライブ構成におけるメタルシールドについて 

一部のコンピュータ構成では、お使いのコンピュータのドライブベイにメタル 
シールドびあります。お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合、メタ 
ルシールドは不可欠なちのであり、適切なベイに常時取りはけておく必要びあり 
ます。 

〇注意： お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は唐に取りがけてお<必要びあります。取りがけないと、コンピュータび正萬 
に機能しなし U 夏合びあります。 

デスクトップ型 




n n 





1 5.25 インチメタルシールド 2通気式メタルカバー 

メタルシールドを取り外してすぐに取りがけない揚合として、なの3つの例び想 
をされます。 

• FlexBay じ3台目の八ードディスクドライブび装着されている（夕 
ワー構成の揚合のみ）か、または空（いずれの構成の揚合）で、正面に 
通気式メタルシールドび取りがけられており、そのベイにフ□ッピード 
ライブまたはメディアカード IJ -ダーを取りがける揚合、そのベイに 
シールドは不要です。 

• FlexBay じメディアカード IJ - ダーまたはフ□ッピードライブび装着さ 
れていて（タワー構成の揚合のみ)、その揚巧に八ードディスクドライ 
ブを取りけけるじは、 FlexBay 巧の八ードディスクドライブの正面に通 
気まメタルシールドを取りけける必要びあります。 

• 5.25 インチドライブベイにメタルシールドび取りがけられており、そ 
の揚巧に光学ドライブを取0巧ける揚合、そのベイにシールドは不要 
です。 
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上記のいずれの揚合ち、後で必要じなる揚合に備えて、メタルシールドは保管し 
ておいてください。 

コンピュータからフ□ッピードライブ、メディアカード U - ダー、または光学ド 
ライブを取り外した揚合、その揚巧にメタルシールドを取りがける必要びあります。 
上記のいずれの揚合でも、メタルシールドを取りがけないと、コンピュータび正幫 
じ機能しない揚合びあります。追加のシールドび必要な揚合は、デルにお問い合わ 
せください (281 ぺージの「デルへのお問い合わせ」を参照)。 

-岐的なドライブ取り付けガイドライン 

〇を意： お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は南に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正唐 
じ機能しない場合びあります。 

ドライブを取0けける揚合、2本のケーブル（電源ユニットからの DC 電源ケー 
ブルとデータケーブル）をドライブの背面に接続します。データケーブルのち〇 
一方の端は、拡張力ードまたはシステ厶基板のいずれかじ接続します。大半のコ 
ネクタは正しく接続されるよラに設計されています。つまり、片方のコネクタの 
切り込みゆピンの欠けび、ちラー方のコネクタのタブゆ差し込み巧と一致します。 

重湿とーブルコネクク 



データケーブルを接続する揚合は、ケーブルの両端じあるコネクタを持ち、巧丽 
するコネクタじしっか0巧し下けます。データケーブルを外す揚合は、ケーブル 
の両端じあるコネクタを持ち、引さあいてコネクタを外します。 
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SATA データケーブルコネクタ 
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SAS データケーブルコネクタ 
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コントローラカードデータケーブルコネクタ 




1 電源コネクタ 
3 インターポープ 
5 SAS コネクタ 


2 SAS デー タコネクタ 
4 SAS ドライブ 
6 3プシヨンの PCI Express SAS 

コント □ーラカー ド 


ハードディスクドライブ 

〇ま意：デルひらお買い上げになった SAS ケーブルのみを使用することをお勧めし 
ます。その他ひらご購入されたクーブルは、 Dell コンピュータでの動作びな証され 
ていません。 


回転式キャリアからのハードディスクドライブの取り外し（タワーコンピュータ 

またはデスクトップコンピュータ） 

A 警告：本項の手順を開始する前に，『製品情おガイド j のををにおほいいただくた 
めのミ主意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバ-を開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから巧いてください。 

© を意：コンピュータ肉の部品の静電気じよる損*を！!占ぐため、コンピュータの電子 
宜揣じ触れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータの室装され 
ていない金属面に軸れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 

〇 注意：ハードディスクドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置ひない 
で<ださい。ドライブは、発逸樹脂製のパッドなど十おなクッション性のあるちの 
の上に置いて < ださし、。 

1保をしてお青たいデータを含むノ\ー ドディスクドライブを交換する揚含、 
ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

2143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 
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3 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

〇ま 意： 八ードディスクドライブ巧1台だけ配りけける揚ちは 、システ厶基板の 
SATA 0 コネクタじ接続する必要びあります。 

4 取り外す八ードディスクドライブから、八ードディスクドライブ 電源 ケープ 
ルを外します。 


2 


1 データコネクタ 2 電源コネクタ 

3 ハードディスクドライブ 

5 取り外す八ードディスクドライブから、データケーブルを外します。 



システ厶基板から取りけけていない八ードディスクドライブのデータケーブ 
ルを外さないで < ださし、。 


6八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取り外します 
(152 ぺージの「八ードディスクドライブキャ U アを回転させてコンピュー 
夕じ 取りけける方; 去」 を参照)。 

7 八ードディスクドライブブラケットの両側面じある青色のタブを巧側に巧し 
なびら、ドライブを上方向にスライドさせて八ードディスクドライブベイか 
ら取りタトします。 
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交換用ドライブを取りはける揚合は、 205 ページの「回転式キャ IJ アへの 
八ードディスクドライブの取りはけ（タワーコンピュータまたはデスク 
トップコンピュータ）」を参照してください。 



1 青色のタブ （2) 


2 プライマリハードディスクドラ 
イブベイに設置された八ード 
ディスクドライブ 


3 セカンダリハードディスクドライブベイ 


8すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

9八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させて巧をのに置に戻します 

(152 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕じ 取りけける方ま」 を参照)。 

10 コン ピュ ータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

〇 ま意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、かじコンピュータじ差し込みます。 

11コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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回お式キャリアへの八ードディスクドライブの取り付け（タワーコンピュータ 
またはデスクトップコンピュータ） 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド j のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

警告：感電防止のため.カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
~セントから巧いてください。 

Q を意：コンピュータ肉の部品の静電気じよる損*を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 

〇ま意： ハードディスクドライブへの損*を巧ぐため、ドライブを硬い所に置ひない 
で<ださい。ドライブは、発泡樹指製のバッドなど+分なクッション t 生のあるちの 
の上に置いて < ださい。 

1 保存しておさたいデータを含を八ードディスクドライブを交換する揚合、 
ファイルのバックアップを取ってから、次の手順を開始します。 

2交換用の八ードディスクドライブを箱から出し、取りはけの準備をします。 

3 八ードディスクドライブのマニュアルをチェックして、ドライブびお使いの 
コンピュータじ合わせて設定されているか確認します。 

4143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

5 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 


6八ードディスクドライブキヤ IJ アを回転させてコンピュータから取り外しま 
す （149 ページの「八ードディスクドライブキヤ I 」アを回転させてコン 
ピュータから取り外す方を」を参照)。 

7八ードディスクドライブを交換する揚合は、交換するドライブを取します 
(202 ぺージの「回転式キヤ IJ アからの八ードディスクドライブの取り外し 
(タワーコンピュータまたはデスクトップコンピュータ)」を参照)。 

空の八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブブラケットびあ 
る揚合は、ブラケットのタブを巧側に巧し、ブラケットを引さ上けてドライ 
ブベイから取り出します。 

8交換用の八ードディスクドライブじ八ードディスクドライブブラケットび取 
りイ寸けられていない揚合は、古いドライブからブラケットを取り％します。 


八ードディスクドライブブラケットを左ちじ開いて、新しい八ードディスク 
ドライブの側面の巧をブラケットのプラスチックピンと合わせます。引いて 
いたブラケットから手を放して、八ードディスクドライブをブラケットじ 
しっかり固をします。 
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1 ドライブ 2 ハードディスクドライブ 

ブづケット 


〇 ま意：回転式ハードディスクドライブキャリアのに SAS ドライブと SATA ドライブ 
を混をさせることはできません。ハードディスクドライブキャリア肉のドライブに 
は、 SATA または SAS /\- ドディスクドライブのどちらかを使用してください。 

9八ードディスクドライブベイにカチッと所定の位置に収まるまで、八ード 
ディスクドライブをスライドさせます。 

10 ノ\ー ドディスクドライブじ電源ケーブルを接続します。 

11 SATA ノ\ー ドディスクドライブを取り巧ける揚含には、 A- ドディスクドラ 
イブにデータケーブルを接続します。 
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1 P 3 電源コネクタ 2 SATA データケーブル 

3 ハードディスクドライブ電源ヴーブル 4 ハードディスクドライブ 

〇ま意： 八ードディスクドライブを1肖だけ配りけける揚ちは 、システ厶基板の 
SATA 0 コネクタに接続する必要びあります。 

12すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

13 八ードディスクドライブキャ IJ アを回おさせて所定のに置に戻します 

(152 ページの「八ードディスクドライブキャ U アを回転させてコンピュー 
夕じ 取りがける方; 去」 を参照)。 

14コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りけけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

15 コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! '- ルする手順じついては、 
ドライブじけ属のマニュアルを参照してくださし、。 

〇 ま 意： 2台の SAS ドライブと1台の SATA ドライブを混ださせる構成では、 SATA 
ドライブを起動（プライマリ）ドライブとし、 FlexBay に取りはける必要びあります。 
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16 プライマ ij ドライブを取りはけた揚合、起動可能なメディアをドライブ A 
じ挿入します。 

17セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティ I 」ティ」を参照)、適切な Drive オプションをアップデートします。 

18セットアップユーティ IJ ティを終了し、コンピュータを再起動します。 

19巧の手順に進を前に、ドライブじバーティションを作成し、論理フォー マッ 
卜を実行します。 

手順じついては、オペレーティングシステ厶のマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

20八ードディスクドライブをテストします。手順じついては、128ぺージの 
「Dell Diagnostics (誇断）プ□ブラ厶」を参照してください。 

21プライマ IJ ドライブを取りがけた揚合、八ードディスクドライブじオペレー 
ティ ンヴシステ厶をインス I '―ルします。 

オプションの 3 台目のハードディスクドライブの巧りかし（タワーコンピュータのみ) 

A 警告：本項の手順を開始する前に，『製品情おガイド j のををにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから巧いてください。 

〇を 意： コンピュータ巧の部品の静電気じよる損*を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去して<ださい。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 

〇ま 意： ハードディスクドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かない 
で<ださい。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど+分なクッション1まのあるちの 
の上に置いて < ださい。 

1な存しておさたいデータを含を八ードディスクドライブを交換する揚合、 
ファイルのバックアップを取ってから、なの手順を開始します。 

2143ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

3 コンピュータカバーを 取り％します （145 ぺージの「コンピュータカバーの 
取し」 を 参照)。 

4ドライブバネルを取り％します （223 ぺージの「ドライブパネルの取り外し」 
を参照)。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある場合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正南 
じ機能しなし U 勇合びあります。 

5お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合 （198 ぺージの「一部の 
ドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、スライドプレー 
トレバーをち側にスライドさせた状態で、 FlexBay から通気式メタルカバー 
を取り外します。 
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6 電源ケーブルを八ードディスクドライブの背面から外します。 

2 



1 スライドプレートレバー 2 SATA データケーブル 

3 電源ケーブル 4 電源装置 

5 システ厶基板上の SATA コネクタ 6 FlexBay に設置されたスプシヨンの 

SATA 八ードディスクドライブ 

7八ードディスクドライブの背面およびシステ厶基板のコネクタから、データ 
ケーブルを外します。 

データケーブルび力ードに接続されていて、ドライブを再度取りがけない揚 
合、データケーブルは側面によけておさます。 
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スライドプレートのレバーをちへスライドさせて肩がきネジを外し、ドライ 
ブをスライドさせて FlexBay から取り化します。 



1 スライドプレートレバー 


FlexBay に取りがけた3プシヨンの3 
台目の八ードディスクドライブ 


9ドライブを安をな揚巧に置いておさます。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は南に取りがけておく必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなし U 夏合びあります。 

10ドライブベイに別のドライブを取りけけない揚合、およびお使いのコン 

ピュータ構巧にメタルシールドびある揚合（198ぺージの「一部のドライブ 
構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、 FlexBay とその下の空の 
スペースじ通気式メタルカバーを取りけけます。 

a メタルカバーの上側のネジ2本と下側のネジ2本を FlexBay のの巧丽 
するス□ットじ挿入します。 

b 通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃ラまで巧し込みます。 

ドライブベイカバーを取りがけます （227 ぺージの「ドライブベイカバーの 
取りはけ」を参照)。 
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11 ドライブバネルを取りがけます （227 ページの「ドライブバネルの取りイ寸 
け」参照)。 

12すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

ロ コン ピュ ータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 

〇ま意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

14 コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

オプションの3台目のハードディスクドライブの取り付け（タワーコンピュータのみ) 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド J のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため.カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータのの部品の静電気じよる損*を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 

〇ま意：ハードディスクドライブへの損*を巧ぐため、ドライブを硬い所に置かない 
で<ださい。ドライブは、発泡樹指製のパッドなど+分なクッション t 生のあるちの 
の上に置いて < ださい。 

1新しいドライブを取りはける揚合、ドライブを捆包から出し、取りはけの準 
備をします。 

ドライブのマニュアルを参照して、ドライブびお使いのコンピュータじ合わ 
せて設定されているか確認します。 

& メモ：ドライブを取りはけるじは、巧の手順で取りはけるネジは、前方の4つのネ 
ジ巧に取りはける必要びあります。 

2まだ取0はけていない揚合は、ドライブ側面じある前方の4つの巧に4本 
のネジを取りがけます。 

取りがけ済みの揚合は、ネジび前方の4つの巧に取りはけられていることを 
確言忍します。 

3143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

4 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

5ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある厦合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正南 
に機能しない場合びあります。 
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6 お使いのコンピュータの FlexBay び空で、メタルシールドびある揚合（詳 
細じついては198ページの「一部のドライブ構成におけるメタルシールド 
じついて」を参照)、スライドプレートレバーをち側にスライドさせた巧態 
で、 FlexBay から通気まメタルカバーを取り外します。 

7 FlexBay じ フ□ッピードうイブ ま f は メディアカード U - ダー び取の付けら 
れている揚合は、取り外します （230 ぺージの「フ□ッピードライブの取り 
外し（タワーコンピュータ)」または244ぺージの「メディアカード U - 
ダーの取り外し（タワーコンピュータ）」を参照)。 

8 FlexBay じ 八ードディスクドうイブ び取りがけられている揚ちは.八ード 
ディスクドライブを取り外します （208 ぺージの「オプションの3台目の 
八ードディスクドライブの取り外し（タワーコンピュータのみ)」を参照)。 

9ドライブを FlexBay 巧の所定のに置に慎重にスライドさせます。ドライブ 
は2つの切り込みじカチッとはま0、前をのに置にしっかりと固をされます。 



1 スライドプレートレパー 2 FlexBay に取りがけた3プシヨンの3台 

目のハードディスクドライブ 


10八ードディスクドライブの背面じ 電源 ケーブルを接続します。 
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11 八ードディスクドライブの背面にデータケーブルを接続し、 SATA ドライブ 
の揚合は、ケーブルのちラー方の端をシステ厶基板の SATA _2 コネクタじ 
接続します。 



1 スライドプレートレバー 

3 電源ケーブル 

5 システ厶基板上の SATA コネクタ 


2 SATA データクーブル 
4 電源装置 

6 FlexBay に設置されたスプシヨンの 

SATA 八ードディスクドライブ 


〇を意：お使いのコンピュータ構巧にメタルシールドびある場合、コンピュータの使 
用中は南に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正唐 
に機能しなし U 置合びあります。 
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口お使いのコンピュータ憧巧にメタルシールドびある揚合、 FlexBay とその下 
の空のスぺースじ通気巧メタルカバーを取りがけます（詳細じついては 
198ページの「一部のドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を 
参照)。 

a メタルカバーの上側のネジ2本と下側のネジ2本を FlexBay 巧の巧丽 
するス□ットじ挿入します。 

b 通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃ラまで巧し込みます。 

13ドライブバネルを取りはけます （227 ページの「ドライブバネルの取りが 
け」を参照)。 

14すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

15コンピュータカバーを取りはけます （154 ぺージの「コンピュータカバーの 
取りはけ」を参照)。 

〇ま意：ネットワーククーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

16コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! ' - ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

17プライマ IJ ドライブを取りけけた揚合、起動可能なメディアをドライブ A 
じ挿入します。 

18コンピュータの電源を入れます。 

19セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティ I 」ティ」を参照)、適切な Drive オプションをアップデートします。 

20セットアップユーティ IJ ティを終了し、コンピュータを再起動します。 

21なの手順に進を前に、ドライブじバーティションを作成し、論理フォーマッ 
卜を実行します。 

手順じついては、オペレーティンヴシステ厶のマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

22八ードディスクドライブをテストします。手順に関しては、128ぺージの 
「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

23プライマ IJ ドライブを取りがけた揚合、八ードディスクドライブじオペレー 
ティ ンヴシステ厶をインス I '―ルします。 
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オプションの 3 台目の SATA ハードディスクドライブの取り外し（デスクトップ 
コンピュータのみ） 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情巧ガイド JI の安全におほいいただくた 
めのま意じ従ってください。 

As . 警告：感電防止のため.カバーを取り外す前にコンピュータの電源プラグを必ずコン 
セントから抜いてください。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージ の 「コン ピ ュータカバーと 
前面パネルの取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4八ンドルを持ってデスクトップドライブ固定カバーを引さ出し、安をな揚巧 
じ置いておさます。 
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1 デスクトップドライブ固をカバー 2電源ケーブル 

3 SATA データクーブル 4システ厶基板上の SATA コネクタ 

5八ードディスクドライブキャリアじ設置さ 
れたスプシヨンの3台目の SATA ハード 
ディスクドライブ 

5電源ケーブルを八ードディスクドライブの背面から外します。 

6八ードディスクドライブの背面およびシステ厶基板のコネクタから、データ 
ケーブルを外します。 

7八ードディスクドライブキヤ I 」アを 5.25 インチドライブベイから引き出し 
ます。 



1 デスクトップドライブ固定カバー2 ハードディスクドライブキャリアじ設置さ 

れた3プシヨンの3台目の SATA ハード 
ディスクドライブ 


8八ードディスクドライブブラケットの両側面じある青色のタブを巧側に巧し 
なびら、ドライブをスライドさせて八ードディスクドライブキヤ IJ アから取 
り外します。 
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9 ドライブおよびキャ I 」アを安をな揚巧に置いておさます。 

10すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある場合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正南 
じ機能しない場合びあります。 

11ドライブベイに別のドライブを取りがけない揚合は、ドライブベイカバーを 
取りがけます（227ページの「ドライブベイカバーの取りはけ」を参照)。 
巧に、お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合 （198 ぺージの 
「一部のドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、 5.25 イン 
チメタルシールドを所定のに置に取り巧けます。ネジを金属製のレールに合わ 
せ、カチッと所定のに置に収まるまでシールドを後方へ巧します。 

12化学ドライブベイに別のドライブを取0がける揚合は、該当する手順を参照 
してくださし、。 

ロ デスクトップドライブ固定カバーを取りがけ、八ンドルを巧りたたみます。 

14 ドライブバネルを取りがけます （227 ページの「ドライブバネルの取りが 
け」を参照)。 

15 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 

〇ま意：ネットワークケーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

16 コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

オプションの3台目の SATA ハードディスクドライブの取り付け（デスクトップ 

コンピュータのみ） 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情おガイド J のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

/ K , 警告：感電防止のため.カバーを取りかす前にコンピュータの電源プラグを必ずコン 
セントから巧いてください。 

〇ま意： 3台目の SATA ハードディスクドライブを 5.25 インチドライブベイのひと 
つに取りはけるじは、付属の八ードディスクドライブキャリアに取りはける必要び 
あります。 期こ 、下側の 5.25 インチドライブベイに取りはけます。 

1新しいドライブを取りはける揚合、ドライブを堀包から出し、取りはけの準 
備をします。 

ドライブのマニュアルを参照して、ドライブびお使いのコンピュータじ合わ 
せて設定されているか確認します。 

2143ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 
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3 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

4ドライブパネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

5八ンドルを持ってデスクトップドライブ固定カバーを引さ出し、安をな揚巧 
じ置いておさます。 



1 デスクトップドライブ固をカバー 2 ハードディスクドライブキャリアじ設置さ 

れた3プシヨンの3台目の SATA ハード 
ディスクドライブ 

6化学ドライブベイに別のデバイスび取りがけられている揚合は、取り外しま 
す （264 ぺージの「光学ドライブの取り外し（デスクトップコンピュータ)」 
を参照)。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は唐に取りがけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなしけ夏合びあります。 

7光学ドライブベイび空で、お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚 
合 （198 ぺージの「一部のドライブ構成におけるメタルシールドじついて」 
を参照)、 5.25 インチメタルシールドを引さ外します。 
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なじ、 5.25 インチドライブベイからドライブベイカバーを取り外します 
(225 ぺージの「ドライブベイカバーの取り外し」を参照)。 


八ードディスクドライブブラケットを左ちじ開いて、八ードディスクドライ 
ブの側面の巧をブラケットのプラスチックピンと合わせます。引いていたブ 
ラケットから手を放して、八ードディスクドライブをブラケットじしっかり 
固定します。 



1 


2 


1 ハードディスクドライブ 2 ハ-ドディスクドライブ 

ブラクット 


八ードディスクドライブブラケットじ取りがけた八ードディスクドライブ 
を、八ードディスクドライブキヤ U アじスライドして挿入します。 
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1 ハードディスクドライブキャリア 2 ハードディスクドライブブラケットに 

設置された SATA ノ\ー ドディスクドラ 
イブ 


10八ードディスクドライブキャリアを 5.25 インチドライブベイ I こスライドさ 
せて、しっかのと収まるまで入れます。 
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1 デスクトップドライブ固定カバー2 ハードディスクドライブキャリアじ設置さ 

れた3プシヨンの3台目の SATA /\-ド 
ディスクドライブ 

11デスクトップドライブ固定カバーを取り巧け、八ンドルを巧りたたみます。 
12八ードディスクドライブじ 電源 ケーブルを接続します。 
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1 電源ケーブル 

3 システ厶基板上の SATA 
コネクタ 


2 SATA データケーブル 

4 八ードディスクドライブキャリアじ設置さ 
れたスプシヨンの3台目の SATA 八ード 
ディスクドライブ 


13ドライブの背面およびシステ厶基板のコネクタにデータケーブルを接続し 
ます。 

14すべてのケーブルび正しく接続され、しっぴりと装着されているか確認し 
ます。 

15ドライブバネルを取りがけます （227 ページの「ドライブバネルの取りイ寸 
け」を参照)。 

16 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 
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O ま意：ネットワークケーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

17コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! '- ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

18プライマ IJ ドライブを取りがけた揚合、起動可能なメディアをドライブ A 
じ挿入します。 

19コンピュータの電源を入れます。 

20セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティリティ」を参照)、適切な Drive オプションをアップデートします。 

21セットアップユーティ IJ ティを終了して、コンピュータを再起動します。 

22なの手順に造を前に、ドライブじバーティションを作成し、論理フ3-マッ 
卜を実行します。 

23手順じついては、オペレーティングシステ厶のマニュアルを参照してくだ 
さし、。 

ドライブパネル 

A 警告：本項の手順を開始する前に.『製品情報ガイド j のま全におほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

/!\警告：感電防止のため.カバーを取りかす前にコンピュータの電源プラグを必ずコン 
セントから抜いてください。 

ドライブパネルの取り外し 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2前面バネルを取り％します (147 ぺージの「前面バネルの取り外し」を 
参照)。 

3スライドプレートのレバーを持ち、ドライブバネルびカチッと開くまで、コン 
ピュータベースに向けて巧します。 
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タワー型 


2 


3 
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デスクトップ型 


2 



1スライドプレート 2スライドプレートレバー 

3ドライブバネル 

4ドライブバネルを外側に回して、サイドヒンジから持ち上けて外します。 

5ドライブノ《ネルをまさな揚巧に置し\ておさます。 

ドライブベイカバーの取り外し 

〇ま意：ドライブベイカバーの巧側に、ネジびがいている場合びあります。ネジのは 
いていない新しいドライブじ、このネジを取りはけることびできます。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブパネルの取り外 
し」を参照)。 

〇ま意：ドライブベイカバータブび破損しないよラ、タブをス□ットひらかすまで、 
カバーをドライブバネルひら1 cm Li (上引き離さないでください。 
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4 ドライブベイカバーの |」 U - スタブをつまんで、 UU - スタブび浮く程度ま 
でカバーを回転させます。 



1ドライブバネル 2ドライブベイカバー 

3ドライブベイカバーのリリースタブ （2) 4タブス □ットにあるドライブべイカ 

バータブ 

5ドライブベイカバータブを、タブス□ットから引き巧きます。 

6ドライブベイカノ \'一を安をな揚巧に置し\ておさます。 
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ドライブベイ カバーの 取り付け 

1ドライブバネルス□ットじ、ドライブベイカバータブを差し込みます。 



1ドライブバネル 2ドライブベイカバー 

3ドライブベイカバーのリリースタブ （2) 4タブス□ットじあるドライブベイ 

カバータブ 

2ドライブベイカバーの IJI 」ー スタブをつまみ、ドライブベイカバーを回き云さ 
せて所定のに置に収めます。 

3ドライブベイカバーび、ドライブバネルに正しく取りはけられていることを 
確認してください。 

ドライプパネルの取り付け 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 
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タワー型 
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デスクトップ型 



ドライブバネルタブを、サイドドアのヒンジに合わせます。 

所定のに置にカチッと収まるまで、ドライブノネルをコンピュータの方向に 
回き云させます。 

前面バネルを取りがけます （154 ページの「前面バネルの取りけけ」を参照)。 
コンピュ ータ カバーを取りけけます （154 ぺージの「コンピ ュータ カバーの 
取り巧け」を参照)。 
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フロッピードライブ 

A 警告：本頂の手順を開始する前に.『製品情おガイド JI のををにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A \ 警告：感雷防止のため.カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ巧の部品の静電気じよる損*を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 

^ メモ：タワーコンピュータにフ□ッピードライブを追加する厦合は、233ページの 
「フ□ッピードライブの取りは口（タワーコンピュータ）」を参照してください。 

& メモ：デスクトップコンピュータじフ□ッピードライブを追加する厦合は、 

240ページの「フ□ッピードライブの取りはけ（デスクトップコンピュータ）」を 
参照してください。 

フロッピードライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コンピュータカバーを 取り％します （145 ぺージの「コンピュータカバーの 
取し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4電源ケーブルおよびデータケーブルを、フ□ッピードライブの背面から取0 
外します。 

5ドライブケーブルのちラー方の端を、システ厶基板の 「 DSKT 」 といララべ 
ルの巧いたコネクタから外します。システ厶基板のコネクタのに置じついて 
は、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してくださし、。 
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1 スライドプレートレバー 2 データケーブル 

3 電源ヴーブル 4 フ□ッピードライブコネクタ 

(システ厶基板上の DSKT ) 


6スライドプレートのレバーをちヘスライドさせて肩けきネジを外し、ドライ 
ブをスライドさせて FlexBay から取り出します。 
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1 スライドプレートレバー 


2 フ□ッピードライブ 


〇ミ 主意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある厦合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りがけないと、コンピュータび正南 
に機能しなし U 置合びあります。 

7 FlexBay じ別のドライブを取りがけず、お使いのコンピュータじメタルシー 
ルドびある揚合 (198 ぺージの「一部のドライブ構成におけるメタルシール 
ドじついて」を参照)、 FlexBay とその下の空のスぺースじ通気式メタルカ 
バーを取り巧けます。 

a メタルカバーの上側のネジ2本と下側のネジ2本を FlexBay 巧の巧麻 
するス□ットじ拝入します。 

b 通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃5まで巧し込みます。 

ドライブベイカバーを取りがけます （227 ぺージの「ドライブベイカバーの 
取りけけ」を参照)。 

8 FlexBay じ別のドライブを取りけける揚 S も本項の該当する取りけけ手順 
を参照してくださし、。 

9ドライブバネルを取りけけます （227 ページの「ドライブパネルの取りイ寸 
け」を参照)。 
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10 すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 


11 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

12コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

フロッピードライブの取り付け（タワーコンピュータ） 

〇ま 意： 3台のハードディスクドライブを取りはけたタワー構成では、3台目のハー 
ドディスクドライブび FlexBay に取りはけられているため、フ□ッピードライブは 
サポートされません。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り％します （223 ページの「ドライブバネルの取り％ 
し」を参照)。 

4 FlexBay じ別のデバイスび取りはけられている揚 S ま、取り外します（本項 
の該当する取0外し手順を参照)。 

〇 を 意：お使いのコンピュータ構巧にメタルシールドびある場合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正唐 
に機能しない厦合びあります。 

5お使いのコンピュータじメタルシールドびあり （198 ぺージの「一部のドラ 
イブ構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、 FlexBay び空の揚合 
は、スライドプレートレバーをち側にスライドさせた状態で、 FlexBay から 
通気まメタルカバーを取り外します。 


6 FlexBay ドライブベイカバーを取り外します （225 ページの「ドライブべ 
イカバーの取り外し」を参照)。 

7ドライブじネジびがいていない揚合は、ドライブバネル巧から肩巧きネジを 
外し、そのネジを新しいドライブじ取り巧けます。 
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祗 


1 フ□ツピードライブ 2 ネジ （4) 

8所定のに置にカチッと収まるまで、 FlexBay 肉にドライブを慎重にスライド 
させます。 



1 スライドプレートレバー 2 フ□ッ ピー ドライブ 
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9 電源ケーブルとデータケーブルをフ□ッピードライブじ取0はけます。 

10データケーブルのち〇—方の端を、システ厶基板の 「 DSKT 」 といララべル 
のけいたコネクタじ取0はけます。システ厶基板のコネクタのに置じついて 
は、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してください。 



1 データクー ブル 2 電源 ヴー ブル 

3 フ□ッピードライブシステ厶基板コネクタ 
(システ厶基板上の DSKT ) 

11すべてのケーブル接続をお認します。ち却ファンと通気孔の間に空気び流れ 
るよラにケーブルをまとめておさます。 

12ドライブバネルを取りがけます （227 ページの「ドライブバネルの取りが 
け」を参照)。 

口すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 
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14 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

15コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインス! ' - ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

16セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティ I 」ティ」を参照)、適切な Diske け e Drive オプションを選択します。 

17 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行して、コンピュータび正しく動 
作するか確認します。128ページの 「Dell Diagnostics (診断）プ□ブラ 
厶」を参照してください。 

フロッピードライブの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り％します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取りタト 
し」を参照)。 

4電源ケーブルおよびデータケーブルを、フ□ッピードライブの背面から取0 
外します。 

5ドライブケーブルのちラー方の端を、システ厶基板の 「 DSKT 」 といララべ 
ルの巧いたコネクタから取り外します。システ厶基板のコネクタのに置じつ 
いては、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してくださし、。 
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1 電源 クー ブル 2 データクー ブル 

3 フ□ツピードライブコネクタ 
(システ厶基板上の DSKT ) 


6八ンドルを持ってデスクトップドライブ固定カバーを引さ出し、安をな揚巧 
じ置いておさます。 
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1 ドライブ固定 カバー 


2 フ □ッピー ドライブ 


7 FlexBay からフ□ッピードライブを取り外します。 

8 FlexBay じ別のドライブを取りはけず、お使いのコンピュータじメタルシー 
ルドびある揚合 (198 ぺージの「一部のドライブ構成におけるメタルシール 
ドじついて」を参照)、 FlexBay とその下の空のスぺースじ通気式メタルカ 
バーを取り巧けます。 

a メタルカバーをみしち度をつけてつかみ、上部の2本のネジを 
FlexBay 巧のス□ットじ挿入します。 

b 通気式メタルカバーの底部を下方向に回転させ、底部の2本のネジを 
FlexBay の下の空さスぺースじあるス□ットじ挿入します。 

C 通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃ラまで巧し込みます。 

夕じドライブベイカバーを取りがけます （227 ぺージの「ドライブべイカ 
バーの取り巧け」を参照)。 
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1 FlexBay 


通気巧メタルカバー 


9 FlexBay じ別のドライブを取りがける揚 S ま、ネ項の該当する取りけけ手順 
を参照してください。 

10デスクトップドライブ固をカバーを取り巧け、八ンドルを巧りたたみます。 

11ドライブバネルを取りがけます （227 ページの「ドライブバネルの取りが 
け」を参照)。 

12すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

13 コン ピュ ータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り巧け」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、かじコンピュータじ差し込みます。 

14コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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フロッピードライブの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4八ンドルを持ってデスクトップドライブ固をカバーを引さ出し、安をな揚巧 
じ置いておさます。 



1 ドライブ固定 カバー 2 フ □ッ ピー ドライブ 

5 FlexBay じほかのデバイスび取りはけられている揚 S ま、取り外します 
(本項の該当する取り外し手順を参照)。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなし U 易合びあります。 
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6 FlexBay び空で、お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合 
(198 ページの「一部のドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を 
参照)、なの手順で通気巧メタルカバーを取り外します。 
a 通気まメタルカバーの面び周囲のシャーシの面と揃ラまで、通気巧メタ 
ルカバーを前方に引さます。 

b メタルカバーの底部を手前に回おさせ、下側のネジを周囲の金属から外 
します。 

C 上部のネジと金属製のタブを周囲の金属から外して、メタルカバーをコン 
ピュータから外します。 



7 FlexBay ドライブベイカバーを取り外します （225 ページの「ドライブべ 
イカバーの取り外し」を参照)。 

8ドライブじネジびがいていない揚合は、ドライブパネル巧から肩がきネジを 
外し、そのネジを新しいドライブじ取りがけます。 
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で) 


1 ドライブ 2 ネジ 

9所定のに置にカチッと収まるまで、 FlexBay のじドライブを慎重にスライド 
させます。 

10 電源 ケーブルとデータケーブルをフ□ッピードライブじ取りがけます。 

11データケーブルのちラー方の端を、システ厶基板の 「 DSKT 」 とい〇ラベル 
のがいたコネクタじ取0けけます。システ厶基板のコネクタのに置じついて 
は、25ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してください。 
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1 電源 クー ブル 2 データクー ブル 

3 フ □ツ ピードライブコネクタ 
(システ厶基板上の DSKT ) 


12デスクトップのドライブ固定カバーを取りがけ、八ンドルを巧りたたみます。 

13すべてのケーブル接続をお認します。冷却ファンと通気孔の間に空気び流れ 
るよラにケーブルをまとめておさます。 

14ドライブバネルを取りけけます （227 ページの「ドライブバネルの取りは 
け」を参照)。 

15すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

16 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りけけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

17コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! ' - ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

18 セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティI」ティ」を参照)、適切な Diske け e Drive オプションを選択します。 

19 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行して、コンピュータび正しく動 
作するか確認します。手順に関しては、128ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□ブラ厶」を参照してください。 

メディアカードリーダー 

A 警告：本頂の手順を開始する前に.『製品情報ガイド JI のををにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇 を 意： コンピュータ巧の部品の静電気じよる損厦を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除去することびできます。 

& メモ： 夕三=コンピュータじメディアカードリーダーを追加する厦合は、247ぺ一 
ジの「メディアカードリーダーの取りは口（タワーコンピュータ）」を参照してく 
ださい。 

& メモ： デスクトップ コンピュータじメディアカードリーグー巧;巨加する揚ちは、 

254ページの「メディアカードリーグーの取りはけ（デスクトップコンピュータ）」 
を参照して < ださい。 

メディアカードリーダーの取りかし（タワーコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

2コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4 メディアカード IJ- ダーの背面からインタフエースケーブルを％します。 

5インタフエースケーブルをのちラー方の端を、システ厶基板の 「USB」 とし、 
ララべルのがいたコネクタから取り外します。システ厶基板のコネクタのに 
置じついては、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照して 
ください。 
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3 メディアカードリーダーコネクタ 4 六ディアカードリーダー 

(システ厶基板上の USB ) 

6スライドプレートのレバーをちへスライドさせて肩巧きネジを外し、ディ 
アカードリーダーをスライドさせて FlexBay から取り出します。 


部品の増設おぶび交換 


245 























1 スライドプレートレバー 2 メディアカ-ドリ-ダ- 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなし U 置合びあります。 

7ドライブベイに別のドライブを取りがけず、お使いのコンピュータじメタル 
シールドびある揚合 （198 ぺージの「一部のドライブ構成におけるメタル 
シールドじついて」を参照)、次の手順で FlexBay とその下の空のスぺース 
じ通気巧メタルカバーを取りがけます。 

a メタルカバーの上側のネジ2本と下側のネジ2本を FlexBay 巧の巧麻 

するス□ットじ拝入します。 

b 通気まメタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃〇まで巧し込みます。 

次にドライブベイカバーを取りはけます （227 ぺージの「ドライブべイカ 
バーの取り巧け」を参照)。 

8 FlexBay じ別のドライブを取りけける揚 S も本項の該当する取りがけ手順 
を参照してください。 
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9 ドライブバネルを取りがけます （227 ページの「ドライブバネルの取りイ寸 
け」を参照)。 

10すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 


11 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 

12コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

メディアカードリーダーの取り付け（タワーコンピュータ） 

〇ま 意： 3台のハードディスクドライブを取りはけたタワー構巧では、3台目のハー 
ドディスクドライブび FlexBay じ取りはけられているため、メディアカードリー 
ダーはサポートされません。 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り％ 
し」を参照)。 

4 FlexBay じほかのデバイスび取りはけられている揚 S ま、取り外します（本 
項の該当する取り％し手順を参照)。 

〇 を 意：お使いのコンピュータ構巧にメタルシールドびある場合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正唐 
に機能しない厦合びあります。 

5お使いのコンピュータじメタルシールドびあり （198 ぺージの「一部のドラ 
イブ構成におけるメタルシールドじついて」を参照)、 FlexBay び空の揚合 
は、スライドプレートレバーをち側にスライドさせた状態で、 FlexBay から 
通気巧メタルカバーを取り外します。 

6 FlexBay ドライブベイカバーを取り外します （225 ページの「ドライブべ 
イカバーの取り外し」を参照)。 

7 メディアカード IJ- ダーじネジびがいていない揚合は、ドライブベイカバー 
の じネジびないかどう かを確認し、 ネジを新しい メディアカード I」 -ダーじ 
取りがけます。 
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1 メディアカードリーダー 


で) 


ネジ 


8所定のに置にカチッと収まるまで、 FlexBay 励こメディアカード U- ダーを 
慎重にスライドさせます。 



1 スライドプレートレバー 2 メディアカ-ドリ-ダ- 
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9 メディアカードI」ーダーじインタ フエー スケーブルを取りがけます。 

10インタフエースケーブルのち 0- 方の端を、システ厶基板の 「USB」 とい〇 
ラベルのがいたコネクタじ接続します。システ厶基板のコネクタのに置じつ 
いては、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してください。 



2 


1 インタフェースヴーブル 
3 メディアカードリーグー 


メディアカードリーグーコネクタ 
(システ厶基板上の USB ) 


11すべてのケーブル接続をお認します。ち却ファンと通気孔の間に空気び流れ 
るよラにケーブルをまとめておさます。 

12ドライブバネルを取りけけます （227 ページの「ドライブパネルの取りけ 
け」を参照)。 

口すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

14 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り巧け」 を 参照)。 
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O ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずヴーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、かじコンピュータじ差し込みます。 

15コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! ' - ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

16セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティI」ティ」を参照)、適切な USB for Flexbay オプシヨンを選巧し 
ます。 

17 Dell Diagnostics (診断）プ□ヴラ厶を実行して、コンピュータび正しく動 
作するか確認します。手順に関しては、128ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□ブラ厶」を参照してください。 

メディアカードリーダーの取りかし（デスクトップコンピュータ） 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4 メディアカード IJ- ダーの背面からインタフエースケーブルを％します。 

5インタフエースケーブルをのちラー方の端を、システ厶基板の 「USB」 とし、 
ララべルのがいたコネクタから取0外します。システ厶基板のコネクタのに 
置じついては、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照して 
ください。 
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1 インタフェースケーブル 2 メディアカードリーダーコネクタ 

(システ厶基板上の USB) 

3 メディアカードリーダー 

6八ンドルを持ってデスクトップドライブ固をカバーを引さ出し、まをな揚巧 
じ置いておさます。 
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1 ドライブ固を カバー 2 メディアカー ドリ-ダ- 

7 メディアカード IJ - ダーを取り外します。 

8 FlexBay じ別のドライブを取りけけず、お使いのコンピュータじメタルシー 
ルドびある揚合 (198 ペーつの 「一部のドライブ構成におけるメタルシール 
ドじついて」を参照)、なの手順で FlexBay とその下の空のスぺースじ通気 
まメタルカバーを取りけけます。 

a メタルカバーをみし角度をつけてつかみ、上部の2本のネジを 
FlexBay 巧のス□ットじ挿入します。 

b 通気式メタルカバーの底部を下方向に回おさせ、底部の2本のネジを 
FlexBay の下の空さスぺースじあるス□ットじ挿入します。 

C 通気式メタルカバーを巧し、カチッと所定のに置に収まって、金属製の 
タブびシャーシの面と揃ラまで巧し込みます。 

次にドライブベイカバーを取りはけます （227 ぺージの「ドライブべイカ 
バーの取り巧け」を参照)。 
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1 FlexBay 


2 


通気ぶメタルカバー 


9 FlexBay じ別のドライブを取り化ける揚 S ま、本項の該当する取り巧け手順 
を参照してくださし、。 

10デスクトップ固定カバーを取り巧け、ノ\ンドルを巧りたたみます。 

11 ドライブパネルを取り巧けます (227 ページの「ドライブパネルの取り巧 
け」を参照)。 

12すべてのケーブルが正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

13コンピュータカバーを 取り 巧けます （154 ページの「コンピュータカバーの 
取り 巧け」を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、かじコンピュータじ差し込みます。 

14 コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
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メディアカードリーダーの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してくださし、。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4八ンドルを持ってデスクトップドライブ固をカバーを引さ出し、安をな揚巧 
じ置いておさます。 



1 ドライブ固定 カバー 2 メディアカ-ドリ-グ- 


5 FlexBay じ別のデバイスび取りがけられている揚 S ま、取り外します（ネ項 
の該当する取0外し手順を参照)。 

〇ミ 主意： お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は唐に取りがけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなし U 置合びあります。 
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6 FlexBay び空で、お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚合 
(198 ページの「一部のドライブ構成におけるメタルシールドじついて」を 
参照)、なの手順で通気巧メタルカバーを取り外します。 
a 通気まメタルカバーの面び周囲のシャーシの面と揃ラまで、通気巧メタ 
ルカバーを前方に引さます。 

b メタルカバーの底部を手前に回おさせ、下側のネジを周囲の金属から外 
します。 

C 上部のネジと金属製のタブを周囲の金属から外して、メタルカバーをコン 
ピュータから外します。 



7 FlexBay ドライブベイカバーを取り外します （225 ページの「ドライブべ 
イカバーの取り外し」を参照)。 

8 メディアカード1」ーダーじネジびがいていない揚合は、ドライブバネルのか 
ら肩巧きネジを外し、そのネジを新しいメディアカード IJ - ダーじ取りけけ 
ます。 


部品の垣設および交換 I 255 
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1 ドライブ 2 ネジ 

9所定のに置にカチッと収まるまで、メディアカード IJ - ダーを慎重にスライ 
ドさせます。 

10 メディアカード IJ - ダーじインタ フエー スケーブルを取り巧けます。 

11インタフエースケーブルをのちラー方の端を、システ厶基板の 「 USB 」 とい 
ララべルの巧いたコネクタじ接続します。システ厶基板のコネクタのに置に 
ついては、25ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照してくだ 
さし、。 
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1 インタフェースケーブル 2 メディアカ-ドリ-ダ-コネクタ 

(システ厶基板上の USB) 

3 メディアカードリーダー 

12デスクトップドライブ固をカバーを取り巧け、八ンドルを巧りたたみます。 
口すべてのケーブル接続をお認します。冷却ファンと通気孔の間に空気び流れ 
るよラにケーブルをまとめておさます。 

14ドライブバネルを取りけけます （227 ページの「ドライブパネルの取りは 
け」を参照)。 

15すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 


16 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りけけ」 を 参照)。 

〇ま 意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータじ差し込みます。 
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17 


コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 
ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! ' - ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

18セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティI」ティ」を参照)、適切な U 泌 for Flexbay オプシヨンを選択します。 

19 Dell Diagnostics (診断）プ□ブラ厶を実行して、コンピュータび正しく動 
作するか確認します。手順に関しては、128ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

光学ドライブ 

A \ 警告：本項の手順を開始する前に，『製品情報ガイド j のまをにおほいいただくた 
めのま意に従ってください。 

A 警告：感電防止のため、カバーを開く前に.必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を意： コンピュータ巧の部品の静電気による損*を巧ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体から静電気を除去してください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることじより、身体の静電気を除去することびできます。 

光学ドライブの取り外し（タワーコンピュータ） 

1128ぺージの 「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」の手順に従って操作 
してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り％ 
し」を参照)。 

4電源ケーブルおよびデータケーブルを、ドライブの背面から取0外します。 

5 SATA 化学ドライブを取りかして別のドライブを取りはけない揚合は、シス 
テ厶基板から SATA データケーブルを外します。 
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化学ドライブ 
電源ケーブル 

システム基板上の SATA コネクタ 


4 


SATA データヴー ブル 
SATA データヴー ブル 


スライドプレートのレバーをちへスライドさせて肩巧きネジを外し、ドライ 
ブをスライドさせてドライブベイから取り外します。 
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2閱 


















1 スライドプレートレバー 2 化学ドライブ 

〇注意：お使いのコンピュータ構成にタルシールドびある攝含、コンピュータの使 
巧中は萬に取りけけてお<必要びあります。取り付けないと、コンピュータび正萬 
に機能しなしけ夏含びあります。 

7光学ドライブベイに別のドライブを取り巧けず、お使いのコンピュータじ六 
タルシールドがある揚含 （198 ページの「一部のドライブ構成における六夕 
ルシールドじついて」を参照)、次の手順を実巧します。 
a 5.25 インチ六タルシールドを所定の位置に取り巧けます。ネジを金属 
製のレールに含わせ、カチッと所定の位置に収まるまでシールドを後方 
へ押します。 

^ メモ：が学ドライブベイ用の タルシールドはデルからお取り雪せいただけ 
ます。281ページの「デルへのお問い含わせ」を参照してくださし、。 

b ドライブベイにドライブベイカバーを取り巧けます （227 ページの「ド 

ライブべイカバーの取り巧け」を参照)。 

8光学ドライブベイに別のドライブを取り化ける揚含は、261ページの「光学 
ドライブの取り巧け（タワーコンピュータ）」を参照してくださし、。 

9ドライブパネルを取り化けます (227 ページの「ドライブパネルの取り巧 
け」を参照)。 
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10 すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 


11 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

12コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

光学ドライブの取り付け（タワーコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

2新しいドライブを取りはける揚合、ドライブを堀包から出し、取りはけの準 
備をします。 

ドライブじは属のマニュアルを参照して、ドライブの設定びお使いのコン 
ピュータじ合っているか確認します。 

3 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

4ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

5化学ドライブベイにほかのデバイスび取りはけられている揚合は、取り外し 
ます （258 ぺージの「化学ドライブの取り外し（タワーコンピュータ）」を 
参照)。 

〇 を 意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある厦合、コンピュータの使 
用中は唐に取りはけてお<必要びあります。取りはけないと、コンピュータび正唐 
に機能しない場合びあります。 

6化学ドライブベイび空で、お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚 
合 （198 ページの「一部のドライブ懂成におけるメタルシールドじついて」 
を参照)、スライドプレートレバーをち側にスライドさせた状態で、 5.25 イン 
チメタルシールドを取り外します。 

7ドライブベイ カバーを 取り外します （225 ページの 「ドライブベイ カバーの 
取り外し」 を 参照)。 

8ドライブじネジびはいていない揚合は、ドライブバネル励こ肩巧きネジびな 
いかどラかを確認し、そのネジを新しいドライブじ取りけけます。 
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1 化学ドライブ 2 ネジ 

9ドライブび所定のに置にカチッと収まるまで、ドライブを慎重にスライドさ 
せます。 



1 ドライブ固定カバー 2 化学ドライブ 
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10 電源ケーブルとデータケーブルを光学ドライブじ取0がけます。 

SATA ドライブを取りはける揚合、システ厶基板の SATA コネクタじデータ 
ケーブルのちラー方の端を接続します。 



1化学ドライブ 
3 電源ケーブル 

5 システ厶基板上の SATA コネクタ 


SATA データクーブル 
SATA データケーブル 


11すべてのケーブル接続をお認します。冷却ファンと通気孔の間に空気び流れ 
るよラにケーブルをまとめておさます。 

12ドライブバネルを取りけけます （227 ページの「ドライブバネルの取りは 
け」を参照)。 
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口 すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 

14 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

15コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! ' - ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

16セットアップユーティ IJ ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティI」ティ」を参照)、適切な Drive オプションを選がします。 

17 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行して、コンピュータび正しく動 
作するか確認します。手順に関しては、128ページの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

光学ドライブの取り外し（デスクトップコンピュータ） 

1 143 ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り％します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

4電源ケーブルおよびデータケーブルを、ドライブの背面から取0外します。 

5 SATA 化学ドライブを取り外して別のドライブを取りがけない揚合は、シス 
テム基板から SATA データケーブルを外します。 
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6 八ンドルを持ってデスクトップドライブ固をカバーを引さ出し、まさな揚巧 
じ置いておさます。 
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1 ドライブ固定 カバー 


2 化学ドライブ 


7ドライブベイから化学ドライブを取り外します。 

〇を意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は南に取りはけてお<必要びあります。取り巧けないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなし U 易合びあります。 

8化学ドライブベイに別のドライブを取りがけず、お使いのコンピュータじメ 
タルシールドびある揚合 （198 ぺージの「一部のドライブ構成におけるメタ 
ルシールドじついて」を参照)、なの手順を実行します。 
a 5.25 インチメタルシールドを所定のに置に取りがけます。ネジを金属 
製のレールに合わせ、カチッと所定のに置に収まるまでシールドを後方 
へ巧します。 

& メモ： 化学ドライブベイ用のメタルシールドはデルひらお取り言せいただ口ます。 
281ページの「デルへのお問い合わせ」を参照して<ださい。 

b ドライブベイにドライブベイカバーを取りけけます （227 ぺージの「ド 

ライブベイカバーの取りがけ」を参照)。 

9光学ドライブベイに別のドライブを取りがける揚合は、267ページの「光学 
ドライブの取りけけ（デスクトップコンピュータ)」を参照してくださし、。 
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10 デスクトップドライブ固定カバーを取りはけ、八ンドルを巧りたたみます。 
11ドライブバネルを取りはけます （227 ページの「ドライブバネルの取りは 
け」を参照)。 

12すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 


ロコン ピュ ータカバーを 取りが けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りはけ」 を 参照)。 

〇ま 意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスじ差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

14コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

光学ドライブの取り付け（デスクトップコンピュータ） 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に従って操作してください。 

2新しいドライブを取りけける揚合、ドライブを袖包から出し、取りけけの準 
備をします。 

ドライブじが属のマニュアルを参照して、ドライブの設定びお使いのコン 
ピュータじ合っているか確認します。 

3 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

4ドライブバネルを取り外します （223 ページの「ドライブバネルの取り外 
し」を参照)。 

5八ンドルを持ってデスクトップドライブ固定カバーを引さ出し、ををな揚巧 
じ置いておさます。 


部品の増設および交換 I 267 



1 ドライブ固定 カバー 


2 化学ドライブ 


6化学ドライブベイに別のデバイスび取りはけられている揚 S ま、取り外します 
(264 ぺージの「化学ドライブの取り外し（デスクトップコンピュータ）」を 
参照)。 

〇注意：お使いのコンピュータ構成にメタルシールドびある揚合、コンピュータの使 
用中は萬に取りはけてお<必要びあります。取りがけないと、コンピュータび正萬 
じ機能しなし U 易合びあります。 

7化学ドライブベイび空で、お使いのコンピュータじメタルシールドびある揚 
合 （198 ぺージの「一部のドライブ構成におけるメタルシールドじついて」 
を参照)、 5.25 インチのメタルシールドを引さ外します。 

8ドライブベイ カバーを 取り外します （225 ぺージの 「ドライブベイ カバーの 
取り外し」 を 参照)。 

9ドライブじネジび巧いていない揚合は、ドライブバネルのから肩巧きネジを 
取り外し、そのネジを新しいドライブじ取り巧けます。 
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1 化学ドライブ 2 ネジ 

10ドライブび巧をのに置にカチッと収まるまで、ドライブを慎重にスライドさ 
せます。 

〇ま 意： SATA 化学ドライブをシステ厶基板の HDD コネクタじ接続しないでくださ 
い。接続してち動作しません。 SATA 化学ドライブは、システ厶基板の SATA とし、 
ララべルのはいたコネクタじ接続してくださし、。 

11電源ケーブルとデータケーブルを光学ドライブじ取0がけます。 

SATA ドライブを取りけける揚合、システ厶基板の SATA コネクタじデータ 
ケーブルのちラー方の端を接続します。 
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1 


2 



1 電源ケーブル 2 SATA データケーブル 

3 システ厶基板の SATA データコネクタ 


12デスクトップドライブ固をカバーを取りはけ、八ンドルを巧りたたみます。 
13すべてのケーブル接続を確認します。を却ファンと通気孔の間に空気び流れ 
るよラにケーブルをまとめておさます。 

14ドライブパネルを取りはけます （227 ページの「ドライブバネルの取りけ 
け」を参照)。 

15すべてのケーブルび正しく接続され、しっかりと装着されているか確認し 
ます。 
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16 コン ピ ュータカバーを 取りは けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 

〇ま意：ネットワーククーブルを接続するには、まずケーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

17コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

ドライブの動作に必要なソフトウエアをインス! '- ルする手順じついては、 
ドライブじは属のマニュアルを参照してください。 

18セットアップユーティ U ティを起動し （83 ぺージの「セットアップユー 
ティI」ティ」を参照)、適切な Drive オプションを選択します。 

19 Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶を実行して、コンピュータび正しく動 
作するか確認します。手順に関しては、128ぺージの 「Dell Diagnostics 
(診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

システム基板 

A 警告：本項の手順を開始する前に、『製品情報ガイド J のま全にお使いいただくた 
めのま意に従ってください。 

/ K 警告：感雷防止のため.カバーを開く前に、必ずコンピュータの電源プラグをコン 
セントから抜いてください。 

〇を意：コンピュータ肉の部品の静電気による損*を防ぐため、コンピュータの電子 
部品に触れる前に、身体ひら静電気をおちしてください。コンピュータの塗装され 
ていない金属面に触れることにより、身体の静電気を除ますることびできます。 


システム基板の取りかし 

1143ページの「作業を開始する前に」の手順に化って操作してください。 

2 コン ピュ ータカバーを 取り外します （145 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取り外し」 を 参照)。 

3八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュータから取りかします 
(149 ページの「八ードディスクドライブキャ IJ アを回転させてコンピュー 
夕から 取0外す方法」を参照)。 

4なの手順に従って、プ□セツサアクセスドアアセンブ IJ を取り外します。 
a システ厶基板およびコンピュータシャーシじプ□セツサアクセスドア 
アセンブI」を取りはけている緑色のネジを外します。 
b プ□セツサアクセスドアアセンブI」を持ち上けて、コンピュータから取 
り外します。 

5長いプラスドライバを使用してヒートシンクアセンブI」の側面じある4本の 
抱まネジを緩めます。 
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A 警告：ヒートシンクアセンブリは正常な動作中に過熱する場合があります。ヒート 
シンクアセンブリじ触れる前には十分に時間をかけ、アセンブリの温度が下がって 
いることを確認してください。 



1 ヒートシンクアセンブリ 2 ネジ八ウジング （4) 

6ヒートシンクアセンブ IJ を持ち上げて、コンピュータから取り外します。 

7 オプションの スピー カーコネクタび取りがけられている揚合は、システ厶基 
板から外します。 

8 FAN_CCAG といララべルのけいたシステ厶基板のコネクタから力ードファン 
を外します （25 ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 


272 I 部品の増設および交換 





























3 



1 カードフアン 

3 カードフアンシステ厶基板コネクタ 
( FAN _ CCAG ) 

5 フルレングスカードリテイブピース 


力ードフアンケーブル 
フ□ントフアン 


9 FAN_FRONT といララべルのはいたシステ厶基板のコネクタからフ□ント 
フアンを外します （25 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 
10システ厶びタワーモードの揚合は、力ードフアンの横じあるフルレングス 
力ード IJ テイブピースを取り外します。 

11システ厶基板から Powerl コネクタおよび Power2 コネクタを外します 
(25 ぺージの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

12フ□ントフアンのケーブルガイドからケーブルを取り外します。 

口力ードフアンとフ□ントフアンの間にあるタブを力ードフアン方向に巧し上 
け、コンピュータから取り外します。 

14フアンケースのネジを緩め、コンピュータから持ち上けて外します。 

U システ厶基板へのアクセスを化けるコンポーネントを取り外します。 
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16 システ厶基板からをてのケーブルを外します。 

17既存のシステ厶基板を取り外す前に、取りはけるシステ厶基板と既存のシス 
テ厶基板の外観を比較し、正しい部品を使用しているか確認します。 

18 9本のシステ厶基板ネジを外します。 


1 2 



1ネジ （9) 2システ厶基板 

19システ厶基板を持ち上けてコンピュータから取り外します。 

20取0外したシステ厶基板を、取0がけるシステ厶基板の横に置さます。 

システム基板の交換 

1既存のシステ厶基板から、取りがけるシステ厶基板にコンポーネントを移動 
します。 

a メモ IJ モジュールを取り外し、交換する基板に取りけけます（詳細じつ 
いては179ぺージの「メモ IJ」 を参照)。 

A 警告：プロセッサパッケージおよびヒートシンクアセンブリは，高温じなることが 
あります。やけどをしないように，パッケージおよびアセンブリに触る前は十分時 
巧をかけ.その温度が下がっていることを確認してください。 

b 既存のシステ厶基板からプ□セッサを取り外し、交換するシステ厶基板 
じ取りはけます。詳細に関しては、171ぺージの「プ□セツサ」を参照 
してください。 
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2 交換するシステ厶基板のジャンバを、現存のシステ厶基板と同じじなるよラ 
設定します （25 ページの「システ厶基板のコンポーネント」を参照)。 

Wa メモ：取りは口るシステ厶基板のいくつかのコンポーネントとコネクタは、巧をの 
システ厶基板の巧丽するコネクタと厦所び異なる厦合びあります。 

3システ厶基板のネジ巧とコンピュータシャーシの巧丽するネジ巧を合わせ 
て、交換するシステ厶基板を正しい位置に置さます。 

4システ厶基板を固定する9本のネジを締めます。 

5ヒートシンクアセンブI」を元のに置に置言、4本の抱まネジを締めてシステ 
厶基板に固定します。 

6システ厶基板から取り外したコンポーネントおよびケーブルを取りはけます。 

7すべてのケーブルをコンピュータの背面じあるコネクタじ接続しなおします。 

8 コン ピュ ータカバーを 取りけ けます （154 ぺージの「コン ピ ュータカバーの 
取りがけ」 を 参照)。 

〇ま意： ネットワークケーブルを接続するには、まずクーブルをネットワークポート 
またはデバイスに差し込み、巧にコンピュータに差し込みます。 

9コンピュータとデバイスを電源コンセントじ接続し、電源を入れます。 
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困ったとさは 

サポートを受けるには 

A \ 警告：コンピュータカバーを取り外す必要がある場合，まずコンピュータの電源 
ケープルとモデムケープルをすべてのコンセントから取りかします。 

お使いのコンピュータじ不具合びある揚合、 L ソ下の手順でその不具合を診断し、 

問題解決することびでさます。 

1お使いのコンピュータで発ちした問題に関する情報およびトラブルシュー 
ティンヴの手順じついては、99ぺージの「トラブルシューティング」を参 
照してください。 

2 Dell Diagnostics (診断）プ□ブラ厶の実行方逊こついては、128ぺージの 
「Dell Diagnostics (診断）プ□グラ厶」を参照してください。 

3 280ページの 「Diagnostics (診断）チェック U スト」じ記入します。 

4インス!'―ルとトラブルシューティンヴの手順じついては、デルサポート 
(support.jp.dell.com) から、広範囲をカバーするオンラインサービス 
を利用してください。デルサポートオンラインの広範囲をカノする IJ スト 
じついては、278ぺージの「オンラインサービス」を参照してくださし、。 

5これまでの手順で問題び解決されない揚合、281ページの「デルへのお問い 
合わせ」を参照してください。 

。 メモ： デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、 
コンピュータのおくから電話をおひけください。サポート担当者びコンピュータで 
の操作をお願いすることびあります。 

デルの才ートテレフ3ンシステ厶の指示に従って、エクスプレスサーピスコード 

を入力すると、電話は適切なサポート担当ちじ転送されます。 

デルサポートのご利用方まじついては、277ページの「テクニカルサポートおよ 

びカスタマーサービス」を参照してくださし、。 


テクニカルサポートおよびカスタマーサービス 

Dell ™ のへー ドウエアに関するお問い合わせは、デルサポートサービスをご利用 
ください。サポートスタッフはその情報を元に、正確な回答を迅まじ提おします。 
デルのサポートサービスじお問い合わせじなる揚合、279ページの「お問い合わ 
せじなる前に」を参照してからお住まいの地域のお問い合わせ巧を確認するか、 

support.jp.dell.com じアクセスしてください。 
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オンラインサービス 

デル製品およびサービスじついては、政下のウェブサイトでご覧いただけます。 

www.dell.com/jp 

WWW.de 11 .COm/a p / (アジア/ス平洋諸国） 
www.dell.com/jp (日本） 
www.euro.dell.com (ヨー□ッパ） 

WWW. de 11 .CO m/I a/ (南ア六リカおよびカリブミ每地域） 

www.dell.ca (カブダ） 

デルサポートへは、 UTF のウェブサイトおよび E - X —ルアドレスでご連絡いただ 
けます。 

• デルサポートサイト 

support.jp.dell.com 

support.jp.dell.com (日本） 
support.euro.dell.com し d —□ ツパ） 

• デルサポートの E - 六ールアドレス 

mobile _ support @ us . dell.com 

support @ us . dell.com 

la - techsupport @ dell.com (ラテンア火 J 力およびカリブ諸国のみ） 
apsupport @ dell.com (アジアス平洋地域） 

24時間納期案内電話サービス 

ミ主文した Dell 製品の1|犬況を確認するには、 support.jp.dell.com じアクセス 
するか、または、24時間細期案の電話サービス I こお問い含わせ< ださい。音声に 
よる案ので、を文じついて調べて報告するためじ必要な情報をお同いします。 

ご注文に関する問題 

欠品、誤った部品、間違った請求書などのを文に関する問題びあれば、デルカス 
タマーケアじご連絡ください。お電話の際は、細品書または出荷伝票をご用意く 
ださし、。 
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製品情報 

デルび提おしているその化の製品に関する情報び必要な揚合ゆ、ごを文をする揚 
含は、デルウェブサイト wwwidell.com/jp をご覧くださし、お住まいの地域 
のお問い含わせ先電話番号または販売担当若の電話番号じ関しては、281ページ 
の「デルへのお問い含わせ」を参照して<ださし、。 


保証期間中の修理と返品について 

r サービス&サポートのご案の J をご覧ください。 


お問い合わせになる前に 

^ メモ：お電話の際は、エクスプレスサービスコードをご用意ください。エクスプレ 
スサービスコードびおわかりじなると、デルで自動電話サポートシステ厶をお受け 
じなる場合に、より効率良くサポートび受け 6 れます。また、お客様のサービスタ 
グをお尋ねする場合ちございます（お使いのコンピュータの背面または底面にあり 
ます)。 

必ず Diagnostics (診断）チェック U スト （280 ぺージの 「Diagnostics (診断) 
チェックI」スト」を参照）じ記入してください。デルへお問い合わせじなるとさ 
は、でさればコンピュータの電源を入れて、コンピュータのおくから電話をおか 
けください。キーボードからコマンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明し 
た0、コンピュータ白体でのみ可能な化のトラブルシューティング手順を試して 
みるよラにお願いする揚合びあります。システ厶のマニュアルびあることを確認 
してくださし、。 

A 警告：コンピュータ内部の作業を始める前に.『製品情おガイド JI のまをにおほい 
いただくためのま意に従ってください。 
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Diagnostics ( 診断）チェックリスト 


名前： 

曰が： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ（コンピュータの背面または底面じあるバーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号（デルサポート担当者から提おされた場含）： 

オペレーティングシステ厶とパージョン： 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークに接続されていますか？ はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、およびネットワークアダプタ： 

プ□グラ厶とバージョン： 

システムのスタートアップファイルの巧客を確認するときは、オペレーティングシス 
テムのマニュアルを参照してください。コンピュータじプ I 」ンタを接続している場含、 
备ファイルを E 日刷します。 E 日刷できない場含、备ファイルの巧客を記録してからデル 
じお問い含わせ < ださい。 

エラーメッセージ、ビープコード、または診断コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 
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デルへのお問い合わせ 

米国のお客様は、 800-WWW-DELL (800.999.3355) じお問い合わせください。 

& メモ： 有効なインターネット接続び巧用できない厦合、お問い合わせ巧の情報はお 
買い i けで月細書、袖包の容巧細書、請求書、または Dell 製品カタ□グでご参照いた 
だけます。 

デルでは、各種のオンラインとお電話じよるサポートおよびサービスのオプション 
を提巧しています。国および製品じよって、巧丽範囲に違いびあり、サービスじ 
よってはお客様の地域でご利用いただけない揚合びあります。営業、テクニカル 
サポート、またはカスタマーサービスじついてデルにお問い合わせじなる揚合は、 
なの手順を実行します。 

1 support.jp.dell.com へアクセスします。 

2ぺージの下部じある 国/化域 ド□ップダウンメニューで、お客様の国また 
は地域を確認します。 

3ぺージの左側じある お問い合わせ をク IJ ックします。 

4必要に丽じて、適切なサービスまたはサポートのI」ンクを選択します。 

5ご都合に合ったデルへのお問い合わせ方法をお選び<ださい。 
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付録 


FCC の通達（アメリカ合ホ国のみ） 

FCC クラス B 

この装置は、ラジオ周波数のエネルギーを舞を、使用、放射する可能性びありま 
す。製造なのマニュアルじ従わずに取りけけて使用した揚合、ラジスゆテレビに 
受信障害ををじさせる揚合びあります。本装置は、試験の結果、 FCC 規則バート 
15じ準拠するクラス B デジタル装置の規制に適合しています。 

この装置は FCC (米国連邦通信委員会）規定の第15項に適合しています。巧の 
2つのを件じしたびって使用してください。 

1本装置び有害な障害を引さ起こさないこと。 

2本装置は、受信障害を起こすと、望ましくない操作び必要じなる揚合ちあり 
ます。 

〇 ま 意： FCC 規則では、デルによって巧確に許可されていない変更修正を行った場 
合、その装置を使用する権限び無効じなることびあると規定されています。 

この規制は、個人の家に取の巧けた揚合に、有害な障害に巧する適正な保護を提 
おするよラ設計されています。ただし、特定の設定で電波障害び発をしないとい 
ラな証はありません。本装置のスイッチをスンオフすることじより、本装置びラ 
ジオゆテレビに受信障害を引さ起こしていることび確認された揚合は、巧の方ミ去 
をお試しじなるよラお勧めします。 

• 受信アンテブの方向を変えて < ださい。 

• 受信機に巧してシステ厶を再配置してください。 

• 受信機からシステ厶を遠ざけてください。 

• システ厶を別のコンセントじつないで、システ厶と受信機を別々の分岐回路 
上に置いてください。 

詳細じついては、デルの担当吾またはラジオ/テレビの技術音じご相談くださし、。 
次の情報は、 FCC 規則に準拠する本書で取のおラ装置に関するちのです。 

• 製品名： Dell™ Precision™ T 5400 

• モデル番号： DCTA 
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• 含な名： 

Dell Inc . 

Worldwide Regulatory Compliance & Environmental Affairs 

One Dell Way 

Round Rock , TX 78682 USA 

512-338-4400 

& メモ：認可機関の詳細情報に関しては、『製品情報万イド]]を参照してください。 
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用語集 

この用語集に収録されている用語は、情報の目的として提なされています。お使 
いのコンピュータじ搭載されている機能じついての記載びない揚合ちあります。 

A 

AC —alternating current (交流）ーコンピュータの AC アダプタ電源ケー 
ブルをコンセントに差し込を’と流れる電気の様式です。 

ACPI — advanced conriguration and power interface — Microsoft® 
Windows® オペレーティングシステ厶びコンピュータをスタンバイモードゆ休 
止が態モードじして、コンピュータに接続されている各デバイスじな給される 
電力量を節約でさる電源管理規格です。 

AGP — accelerated graphics port —システ厶メモ U をビデオ関連の赃理じ 
使用でさるよラじする専用のグラフィックスポートです。 AGP を使ラとビデオ 
回路とコンピュータメモリ間のインタフエースび高ま化され、 True-Color の 
ス厶ースなビデオイメージを伝送できます。 


AHCI — Advanced Host Controller Interface — SATA ハー ド デイ スクド 

ライブ巧丽のホストコント□-ラです。 AHCI を使巧することじより、スト 
レージドライバでネイティブコマンドキユーイング （NCQ) ゆホットプラグな 
どのテク y □ジび使用可能じなります。 

ALS — 還境照日月センサ——ディスプレイの輝度を調整する機能です。 

ASF — alert standards format —ハードウエアおよびソフトウエアの警告 
を管理コンソールじ報告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのプラット 
フォー厶ゆスペレーティングシステ厶じち巧丽でさるよラに設計されています。 

B 

BIOS — basic input/output system (基本入出カシステ厶）ーコンピユー 
夕の八ードウエアとオペレーティングシステ厶間のインタフエー ス機能を持つ 
プ□グラ厶（またはユーティI」ティ）です。設定びコンピユータじどのよラな 
影響をちえるのひ理解でさていない揚合は、このプ□グラ厶の設定を変更しな 
いでください。 わ、ソトアップユーティ U ティ とち哑ばれています。 

Blu-ray Disc™ (BD) — 50 GB の記憶容量、1080ピクセルのフルビデオ 
解像度 （HDTV 仕様)、またネイティブの 7.1 チャネルや非圧縮サラウンドヴ 
ウンドにち巧麻するオプティカルストレージテク y □ジです。 

Bluetooth ⑩ ワイヤレステクノ □ジー短距離肉 （9X- トル）にある複数の 
ネットワークデバイスび'、お互い咨自動的に認識できるようじするワイヤレス 
テク y □ジ標準です。 
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bps ー ビット/秒 ー データの睦送ま度を計測する標準単位です。 

BTU — British thermal unit (英国熱量単位）一熱量の単にです。 


C 

C ー セルシウス（摂氏）一温度の単位で、化のか点を0度、沸点を100度と 
しています。 

CD-R — CD recordable — 書き込み可能な CD です。 CD - R じはデータを一 
度だけ記録でさます。一度記録したデータは消去したり、上書さしたりするこ 
とはでさません。 

CD-RW — CD rewritable —書き換え巧能な CD です。データを CD-RW 

ディスクに書さ込んだ後、削除したり上書さしたりでさます（再書さ込み)。 

CD-RW ドライフー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な 
CD ) ディスクゆ CD-R (書き込み巧能な CD ) ディスクじデータを書き込を’こ 
とびでさるドライブです。 CD - RW ディスクじは、繰り返し書き込を’ことび巧 
能ですび、 CD - R ディスクじは一度しひ書き込を’ことびできません。 

CD-RW/DVD ドライプー コンボドライブとち呼ばれます。 CD および DVD 
のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え巧能な CD ) ディスクゆ CD-R 
(書さ込み巧能な CD ) ディスクじデータを書さ込んだりすることびでさるドラ 
イブです。 CD - RW ディスクじは、繰り返し書き込をことび可能ですび、 CD-R 
ディスクには一度しか書さ込を’ことびでさません。 

CMOS — 電子回路の一種です。コンピュータでは、曰巧ゆ時刻、セットアッ 
プオプションを保持するためじ、み量のバッテ I 」電源を使用する CMOS メモ 
リを使用します。 


COA — Certificate of Authenticity (実物証日月書）一 Windows の英数文 
字の コー ドで、 コン ピュータのラベルに印刷されています 。 Product Key (プ 
□ダクトキー)か Product ID (プ□ダクト ID ) とも呼ばれます。 

CRIMM — continuity rambus in-line memory module (連続巧 
RIMM ) ー メモ I 」チップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されて 
いない RIMM ス□ットじ装着するためじ使用されます。 
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D 

DDR SDRAM — double - data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 
SDRAM ) —データのパ'-ストサイクルを二倍じする SDRAM の一種です。 
システ厶性能び向上します。 


DDR2 SDRAM — double - data-rate 2 SDRAM (ダブルデータ速度2 
SDRAM ) 一 4ビットのプ I 」フェッチおよびその他のアーキテクチャの変更を 
使用して、メモリスピードを400 MHz し义 h に向上させる、 DDRSDRAM の 
一種です。 

DIMM 一 dual in-line memorv module (デュアルインラインメモ U モ 
ジュール）ーシステ厶基板上のメモ I 」モジュールじ接続する、メモ I 」チップ搭 
載の回路基板です。 

DIN コネクター 丸い、6ピンのコネクタで 、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠 
しています。通常は、 PS /2 キーボードまたはマウスケーブルのコネクタじ使用 
されます。 


DMA — direct memory access — DMA チャネルを使うと、ある種の RAM 
とデバイス間でのデータ輯送びプ□セッヴを fr さずに行えるよラじなります。 
DMTF — Distributed Manaaement Task Force —分散型デスクトップ、 

ネットワーク、を業、およびインターネット環境における管理基準を開発する 
八ードウてアおよびソフトウてアさなの団体です。 

DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサを含を'集積回路 
肉じ情報を保さするメモリです。 

DSL — Digital Subscriber Line (デジタル加入音回線）ーアブ□グ電話回線 
をたして、安定した高まインターネット接続を提おするテク y □ジです。 

DVD-R — DVD recordable —記録巧能な DVD です。 DVD - R じはデータを 
一度だけ記録でさます。一度記録したデータは消去した0、上書さした0する 
ことはでさません。 

DVD+RW — DVD rewritable —書き換え巧能な DVD です。データを 

DVD + RW ディスクじ書き込んだ後、削除したり上書きしたりできます（再書 
き込み)。 ( DVD + RW テクノ□ジは DVD - RW テクノ□ジとは異なります。） 


DVD+RW ドライブ ー DVD やほとんどの CD メディアを読み込んだり、 
DVD+RW (書き換え可能 DVD ) じ書き込んだりすることびでさるドライブ 
です。 

DVI — digital video interface (デジタルビデオインタフエース）ーコン 
ピュータとデジタルビデオディスプレイ間のデジタル送信の標準です。 
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E 

ECC — error checking and correction (エラーチ;!；ックおよび訂正）ーメ 
モ I 」じデータを書さ込んだり、メモ I 」からデータを読み取る際に、データの正 
おさを検査する特別な回路を搭載しているメモ I 」です。 

ECP — extended capabilities port —改良された双方向のデータ輯送を提 
なするパラレルコネクタの拡張仕様の1つです。 EPP に似て、 ECP はデータ睦 
送にダイレクトメモ I 」アクセスを使用して性能を向上させます。 

EIDE 一 enhanced integrated device electronics ー ハードデイスクドつ 

イブと CD ドライブ用の IDE インタフェースの改良パ'-ジョンです。 

EMI — electromagnetic interference (電磁渡障害）一電磁放射線によっ 
て引さ起こされる電気障害です。 

ENERGY STAR® — Environmental Protection Aaency (米国還境保 

護局）び規定する、を体的な電力の消費量を減らす要件です。 

EPP — enhanced parallel port —双方向のデータ睦送を提なするバラレル 
コネクタのデヴインです。 

ESD — electrostatic discharge (静電気放出）一静電気の急まな放電のこ 
とです。 ESD は、コンピュータや通信機器に使われている集積回路を損傷する 
ことびあります。 

ExpressCard — PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I / O 力ード 
です。 ExpressCard の一般的なちのに、モデ厶ゆネットワークアダプタびあり 
ます。 ExpressCard は 、 PCI Express と USB 2.0 の両規宿をサポートします。 


FBD — fully-buffered DIMM — DDR 2 DRAM チップ、および DDR 2 
SDRAM チップとシステ厶間の通信を高ま化するアドバンスドメモ I 」バッファ 
( AMB ) を搭載した DIMM です。 

FCC — Federal Communications Commission (米国連邦通信委員含）一 

コンピュータゆその他の電子機器び放出する放射線の量を規制する通信関連の 
ま例を執行するアメリカの機関です。 

FSB — front side bus — マイク□プ□セッヴと RAM 間のデータ経路と物理 
的なインタ フエー スです。 

FTP — file transfer protocol (ファイル睦送プ□トコル）ーインターネット 
じ接続されたコンピュータ間で、ファイルを交換するための標準インターネッ 
トプ □ トコルです。 
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G 

G — グラビティー重力の計測単位です。 

GB — ギガバイ I -データの単位です。1 GB は1024 MB 

(1,073, 741ぶ24パイト）です。八ードディスクドライブの記憶領域容量を示 
す揚合に、1,000,000,000バイトじ切り捨てられることもあります。 

GHz— ギガへルツー周波数の計測単位です。1 GHz は10憶 Hz または 
1,000 MHz です。通常、コンピュータのプ□セツサ、バス、インタフェース 
の赃理速度は GHz 単にで計測されます。 

GUI — graphical user interface — 二:！一、ウインドウ、およびアイコン 

でユーヴーと相互にやり取りするソフトウェアです。 Windows ブペレーティ 
ングシステ厶で動作するほとんどのプ□グラムは GUI です。 

H 

HTTP — hypertext transfer protocol —インターネツトに接続された〕ン 
ピュータ間でファイルを交換するためのプ〇トコルです。 

Hz— ヘルツー周殺数の単にです。1秒間1サイクルで周蔽数1 Hz です。 
コンピュータか電子機器では、キ□ヘルツ （ kHz )、 X ガヘルツ （ MHz )、 ギ方 
ヘルツ （ GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位で計測される揚合ちあります。 


1C — integrated circuit (集積回路）ーコンピュータ、スーディス、および 
ビデブ装置用に製造された、何百巧ちの小電子コンポーネントび搭載されてい 
る半導体基板、またはチップです。 

IDE — integrated device electronics — J \~ ドディスクドライブまたは CD 
ドライブにコント□ーラが肉蔵されている乂容量ストレージデバイス用のイン 
タフエースです。 

IEEE 1394 — Institute of Electrical and Electronics Engineers , Inc . — 

コンピュータにデジタルカラや DVD プレーヤーなどの 、 IEEE 1394互換デ 
パイスを接続するのに使用される高性能シ IJ アルバスです。 

I/O — input/output (入出力）一〕ンピュータにデータを入力したり、コン 
ピュータぴらデータを出力する動作、またはデバイスです。キーボードやプ IJ ン 
夕は I / O デバイスです。 

1/0 アドレス ー特定のデバイス（シ IJ アルコネクタ、パラレルコネクタ、また 
は拡張ス□ットなど）に関連する RAM のアドレスで、プ□セツサびデパイス 
と通信で青るよ5にします。 
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IrDA — Infrared Data Association —ホ外線通信の国際規格を標準化する 
団体です。 

IRQ — interrupt request (割り込み要巧）ーデバイスびプ□セッヴと通信 
でさるよラに、特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデ 
バイス接続に IRQ を割り当てる必要びあります。2つのデバイスじ同じ IRQ 
を割り当てることはでさますび、両方のデバイスを同時に動作させることはで 
さません。 

ISP — Internet service provider (インターネットヴービスプ□バイダ）ーホ 
ストサーパ'-へのアクセスを可能じし、インターネットへの直接接続、 

E - メールの送受信、およびウてブサイトへのアクセスなどのサービスを提おす 
るさなです。通當、 ISP はソフトウェアのバッケージ、ユーヴー名、およびア 
クセス用の電話番号を有料（月払い）で提巧します。 

K 

Kb — キ□ビットーデータの単にです。 1 Kb は、1,024ビットです。 
集積回路の容量の単位です。 

KB — キ□パイトーデータの単位です。1 KB は1,024バイトです。または、 
1,000バイトとすることもあります。 

kHz —キ□ヘルツー1,000 Hz に柜当する周渡数の単にです。 


LAN — local area network (□— カルエ U アネットワーク）一狭い範囲じ 
わたるコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物肉や隣接する 
2、3棟の建物肉に限定されます。 LAN は電話回線や電波を使って他の離れた 
LAN と接続し 、 WAN (ワイドエリアネットワーク）を構成できます。 

LCD — liquid crystal display (液晶ディスプレイ） ー ノートブック コン 
ピュータのディスプレイやフラットパネルディスプレイに用いられる S 術です。 

LED 一 light-emitting diode (発化ダイスード） ー コンピュータの犬態を示 
すがを発する電子部品です。 

LPT — line print terminal —プ U ンタや他のパラレルデバイスへのパラレル 
接続のた故のポートです。 

M 

Mb — メガビットーメモ I 」チップ容量の単位です。1 Mb は1,024 Kb です。 

Mbps — メガビット/秒一1,000,000ビット/秒です。通常、ネットワーク 
ゆモデ厶などのデータ輯送速度の計測単位に使用します。 
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MB — X ガバイ I -1,048 ,576 バイトに相当するデータストレージの単位で 

す。または1,024 KB を表します。ハードディスクドライブの記憶領域容量を 
示す揚合に、1,000,000バイトに切り捨てられて表示されることもあります。 

MB / sec — X 方バイト/秒一1,000,000バイト/秒です。通常、データの転 
送速度の計測単にに使用します。 

MHz — X ガヘルツー周波数の単位です。1秒間に1,000,000サイクルで 
1 MHz です。通常、コンピュータのマイク□プ□セッサ、バス、インタフエー 
スの赃理速度は MHz 単にで計測されます。 

MP — ><ガピクセルーデジタルカ X ラで使用される画懷の解像度の単にです。 

ms — ミ IJ 秒一1,000おの1秒に相当する時間の単にです。ストレージデパ 
イスなどのアクセス速度の計測に使用します。 

N 

1\1に~ 才、、ソトワークアダプタ を参暖してください。 

ns — プノ秒 一 10憶おの1秒に相当する時間の単にです。 

NVRAM — nonvolatile random access memory (不揮発性ランダ厶アク 
セス X モ IJ ) ー コンピュータの電源が切られたり、外部電源び'停止した場合に 
データ咨保をする X モ IJ の一種です。 NVRAM は、現をの曰巧、時刻、および 
お客様が設定できるその他のセットアップブプシヨンなどのコンピュータ設定 
情報を維持するのに利用されます。 

P 

PC 力ードー PCMCIA 規格に準拠している取り外し可能な I/O 力ードです。 
PC 力ードの一般的なちのに、モデ厶ゆネットワークアダプタびあります。 

口口 一 peripheral component interconnect — PCI は、32ビットおよび 

64ビットのデータ経路をサポートする□-カルバスで、プ□セッサとビデオ、 
各種ドライブ、ネットワークなどのデバイス間に高まデータ経路を提供します。 

PCI Express —プ□セッヴとそれじ取り付けられたデバイスとのデータ睦送 
速度を向上させる、 PCI インタフエースの修正版です。 PCI Express は、 

250 MB / 秒〜4 GB / 秒のま度でデータを睦送でさます。 PCI Express チップ 
セットおよびデバイスび異なるま度で使用でさる揚合は、動作ま度び遅くなり 
ます。 

PCMCIA — Personal Computer Memory Card International 
Association — PC 力ードの規格を協議する国際的組織です。 
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PIO — programmed input/output —データバスの一部としてプ□セッヴ 
を経由した、2つのデバイス間のデータ睦送方まです。 

POST — power-on self-test (電源投入時の自己診断） 一 BIOS び自動的に 
□-ドする該断プ□グラ厶です。メモリ、八ードディスクドライブ、およびビ 
デスなどのコンピュータの主要コンポーネントじ基本的なテストを実行します。 
POST で問題び検出されなひった揚合、コンピュータは起動を続行します。 

PS/2 — personal system /2 — PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキー 
パッドを接続するコネクタの一種です。 

PXE — pre-boot execution environment — WfM (Wired for 
Management ) 標準で、オペレーティングシステ厶のないネットワークコン 
ピュータを設定して、リモートで起動でさるよラじします。 

R 

RAID — redundant array of independent disks —データの冗長性を提供 
する方まです。一般的に実装される RAID じは RAID 0、 RAID 1 、 RAID 5、 
RAID 10、および RAID 50 びあります。 

RAM — random-access memory (ランタ''厶アクセスメモ U ) —プ□グラ 
厶の命ちゆデータを保をするコンピュータの主要な一時記憶領域です 。 RAM 
じ保存されている情報は、コンピュータをシャットダウンすると失われます。 

readme ファイル ーソフトウェアの/《ッケージまたは八ードウェア製品じ添 
巧されているテキストファイルです。通當、 readme ファイルじは、インス 
I ル手順、新しく巧け加えられた機能の説巧、マニュアルじ記載されていな 
い修正などび記載されています。 

RFI — radio frequency interference (無線電波障害）一10 kHz ひら 
100,000 MHz までの範囲の通當の無線周波数で発生する障害です。無線周波 
は電磁周波数帯域の低域に属し、赤外線や巧などの高周波よ0ち障害を起こし 
ゆすい傾向びあります。 

ROM — read-only memory (読み取り専用メモ U ) —〕ンピュータび削除 
したり書さ込みでさないデータやプ□グラ厶をおをするメモ I 」です 。 RAM 
と異なり、 ROM はコンピュータの電源び切れてちの容を保持します。コン 
ピュータの動作に不可欠のプ□グラ厶で ROM に常駐しているちのびいくつか 
あります。 

RPM — revolutions per minute —1分間じ発生する回睦数です。八ード 
ディスクドライブま度の計測じ使用します。 
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RTC — real time clock (リアルタイ厶ク□ック）ーシステ厶基板上にある 
バッテリで動く時計で、コンピュータの電源咨切った渡も、曰けと時刻を保持 
します。 


RTCRST — real-time clock reset OJ アルタイ厶ク□ックリセット）一いく 
つかのコンピュータに搭載されているシステ厶基板上のジャンパで、問題び発 
生した揚合のトラブルシューティングに利用で言ます。 

S 

SAS — serial attached SCSI — 原型の SCSI バラレルアーキテクチャとは巧 
照的に、より高まのシ I 」アルバージョンの SCSI インタフエースです。 

SATA — serial ATA (シ U アル ATA ) —より高まのシ U アルバージョンの 
ATA ( IDE ) インタフエースです。 

SCSI — small computer system interface —ハート了ィスクドつィ _/、 

CD ドライブ、プ I 」ンタ、スキャナーなどのデバイスをコンピュータに接続す 
るための高まインタフエースです。 SCSI では、単一のコント□-ラを使って多 
数のデバイスを接続でさます。 SCSI コント□-ラバスでは、個々の識別番号を 
使って各デバイスじアクセスします。 

SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナ 

ミックランダムアクセスメモリ） 一 DRAM のタイプで、プ□セッサの最適ク 
□ック速度と同期化されています。 

SIM — ヴフスクライバ識別モジュール ー SIM 力ードには、音声通信および 
データ通信を暗号化するマイク□チップびの蔵されています。 SIM 力ードは電 
話ゆノートブックコンピュータじ使用でさます。 

S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface — ファイルの質び低下する可能性 

びあるアブ□グおまじ変換せずに、1つのファイルひら別のファイルじ才一 
ディ スを転送でさるスーディ ス睦送用ファイルフォーマッ 卜です。 

Strike Zone™ —(コンピュータの電源びスンまたはスフに関わらず）コン 
ピュータびな振ショックを受けた揚合、または落下した揚合に制動装置として 
機能し、八ードディスクドライブを保護するプラットフォー厶ベースの強化領 
域です。 

SVGA — super-video graphics array —ビデスカードと〕ント□ーラ用の 

ビデオ標準です。 SVGA の通當の解像度は800 X 600および1024 X 768で 
す。 


プ□グラ厶び表示する色数と解像度は、コンピュータじ取り付けられているモ 
ニタ、ビデオコント□-ラとドライバ、およびビデオメモ I 」の容量じよって異 
なります。 

S ビデオ TV 出力ー テレビまたはデジタルスーデイスデバイスをコンピユー 
夕じ接続するためじ使われるコネクタです。 
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SXGA — super-extended graphics array — 1280 X 1024までの解像度 
をサポートするビデオカードゆコント□-ラのビデオ標準です。 

SXGA+ — super-extended Graphics array plus — 1400 X 1050 までの 

解像度をヴポートするビデオカードゆコント□-ラのビデオ標準です。 

T 

TAPI — telephony application programming interface —音声、デー 

夕、ファックス、ビデブなどの各種テレフす二ーデパイスび' Windows のプロ 
グラ厶で使用で言るよ5になります。 

TPM — trusted platform module — /\— ドウェアべースのセキ:！リティ機 
能です。セキュ IJ ティソフトウェアと併用して、ファイル保護や E ->< —ル保護 
などの機能を有効じすることにより、ネットワークおよびコンピュータのセ 
キュ IJ ティを強化します。 

U 

UAC — user account control (ユーヴーアカウントコント□—ル）一 
Microsoft Windows Vista ™ のセキュリティ機能です。有測こ設定すると、 
ユーヴーアカウントとスペレーティングシステ厶設定へのアクセス間のセキュ 
リティじ追加レイヤび提供されます。 

UMA — unified memory allocation (統合メモリ}反り分け）ービデオに動 
的に振り分けられるシステ厶メモ I 」です。 

UPS — uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気的な障害 

び起さた揚合ゆ、電圧レベルびお下した揚合に使用される/ックアップ電源で 
す。 UPS を設置すると、電源び切れた揚合でも限られた時間コンピュータは動 
作することびでさます。通當、 UPS システ厶は、過電流を巧え電圧を調整しま 
す。小型の UPS システ厶で数分間電力を供給するので、コンピュータをシャツ 
トダウンすることび巧能です。 


USB — universal serial bus (ユニバーサルシ U アルバス）一 USB 互換キー 
ボード、マウス、ジョイスティック、スキャナー、スピーカー、プリンタ、ブ 
□-ドバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデ厶)、撮像装置、またはスト 
レージデバイスなどの低まデバイス用八ードウ エア インタ フエー スです。コン 
ピュータの4ピンソケットひコンピュータじ接続されたマルチポート八フじ直 
接デバイスを接続します。 USB デバイスは、コンピュータの電源び入っていて 
も接続したり取り外したりすることびでさます。また、デイジーチェーン型に 
接続することちでさます。 
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UTP — unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの 
電話回線利用のネットワークかその化の一部のネットワークで利用されている 
ケーブルの種類です。電磁波障害から保護するた妨じワイヤのペアに金属製の 
被覆をほどこすげむりに、シールドなしのワイヤのペアび'ねじられています。 

UXGA —ultra extended Graphics array — 1600 X 1200までの解懷度を 

サポートするビデスカードかコント□ーラのビデブ標準です。 

V 

V — ボルト ー 電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの 
電流を通ずる抵抗1スー厶の導線の両端の電位の差です。 

W 

邮ーワットー電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで流れる1アンぺ 
アの電流を指します。 

WHr —ワット時ーバッテ I 」のおおよその巧電容量を表すのに通當使われる 
単にです。たとえば、66 WH r のバッテ I 」は66 W の電力を1時間、33 W 
を2時間供給でさます。 


WWAN — Wireless Wide Area Network (ワイヤレスワイドエ U アネット 
ワーク）の略です。セルラーテク y □ジを使用した、ワイヤレスの高ま デー タ 
ネットワークで、ワイヤレス LAN よりちはるかに広い： t 也域に巧丽します。 


WXGA — wide-aspect extended graphics array (ワイドアスペクト拡張 
グラフィックスアレイ）一1280 X 800までの解像度をヴポートするビデオ 
力ードゆコント□-ラのビデオ標準です。 

X 

XGA — extended graphics array —1024 X 768までの解懷度をサポート 
するビデスカードかコント□ーラのビデブ標準です。 
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z 

ZIF — zero insertion force —コンピュータチップまたはソケットのどちら 
じちまった<力を加えないで、チップを取り付けまたは取り外しでさるソケッ 
卜ゆコネクタの一種です。 

Zip -般的なデータの圧縮フォーマットです。 Zip フォーマットで圧縮され 

ているファイルを Zip ファイルといい、通常、ファイル名の拡張子は. zip で 
す。特別な Zip ファイルじ自己解凍型ファイルびあり、ファイル名のお張子 
は. exe です。自己解凍型ファイルは、ファイルをダブルク I 」ックするだけで 
白動的に解凍でさます。 

Zip ドライブ ー Iomega Corporation じよって開発された乂容量のフ□ッ 
ピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチの I 」厶ーバブルディスク 
を使用します。 Zip ディスクは標準のフ□ッピーディスクよりちゆゆ大さく約 
2倍の厚みびあり、100 MB のデータを保持でさます。 


あ 

アンチウイルスソフトウェアー お使いのコンピュータひらウイルスを見つけ 
出して隔離し、検疫して、除去するよラに設計されたプ□グラ厶です。 

ウイルス ー嫌びらせ、またはコンピュータのデータを破壊する目的で作られ 
たプ□グラ厶です。ウイルスプ□グラ厶は、ウイルス感染したディスク、イン 
夕ーネットからダウン□-ドしたソフトウェア、または E - メールの添巧ファイ 
ルを経由してコンピュータひら別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染 
したプ□グラ厶を起動すると、プ□グラ厶じ渥伏したウイルスち起動します。 

一般的なウイルスじ、フ□ッピーディスクのブートセクターじ渥伏するブート 
ウイルスびあります。フ□ッピーディスクを揮入したままコンピュータを 
シャットダウンすると、巧の起動時じ、コンピュータはスペレーティングシス 
テ厶を探すためフ□ッピーディスクのブートセクターじアクセスします。この 
アクセスでコンピュータびウイルスじ感染します。一度コンピュータびウイル 
スじ感染すると、ブートウイルスは除去されるまで、読み書さされるすべての 
フ□ッピーディスクじウイルスをコピーします。 

エクスプレスサーピスコードー Dell ™ コンピュータのラベルに巧いている数 
字のコードです。デルにお問い合わせの際は、エクスプレスヴービスコードを 
お伝えください。エクスプレスヴービスコードび利用できない国ちあります。 

スンポー ドー通常、コンピュータのシステ厶基板上に物理的に搭載されてし、 
るコンポーネントを指します。 ピルトイン とち邮ばれます。 
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か 

力ーソル ーキーボード、タッチバッド、またはマウスび巧にどこで動作する 
かを示すディスプレイゆ画面上の目印です。通常は点滅する棒線かアンダーラ 
イン、または…さな矢印で表示されます。 

解を 度ープ I 」ンタで印刷される画像ゆ、またはモニタに表示される画像びど 
の< らい瞄巧かといラ度合です。解像度を高い数値に設定しているほど輔巧で 
す。 


舍ま込み保護 ーファイルゆメディアのデータの容を変更不可に設定すること 
です。書さ込み保護を設定しデータを変更または破壊されることのないよラに 
保護します。 3.5 インチのフ□ッピーディスクじ書さ込み保護を設定する揚合、 
書さ込み保護設定タブをスライドさせて書さ込み不可の位置じします。 

拡張力ードー コンピュータのシステ厶基板上の拡張ス□ットじ装着する電子 
回路基板で、コンピュータの性能を向上させます。ビデオカード、モデムカー 
ド、 サウンドカードなどびあります。 

拉 ; お型 PC 力ードー 拡張型 PC 力ードは、取り化けた際に PC 力ードス□ット 
ひら力ードの端び突さ出しています。 

化おス □ットー拡張力ードを揮入してシステ厶バスに接続する、システ厶基 
板上のコネクタです（コンピュータじよって異なる揚合ちあります)。 

拡張ディスプレイモードー お使いのディスプレイの拡張として、2台目のモニ 
夕を使えるよラじするディスプレイの設定です。 デつアルディスプレイモード 
とち呼ばれます。 

壁紙 一 Windows デスクトップの背量となる模様や給柄です。壁紙を変更す 
るには Windows コント□-ルバネルひら変更します。また、気に入った絵柄 
を読み込んで壁紙を作成することびでさます。 

キーの組み合わせ 一複数のキーを同時に巧して実行するコマンドです。 

起動順序 ーコンピュータび起動を試みるデバイスの順度を指定します。 

起動メディア ー CD 、 DVD 、 またはフ□-ピーディスクなど、コンピュータを 
起動するのに使用するディスクです。/\-ドディスクドライブび損傷した揚合 
ゆ、コンピュータびウィルスじ感染した揚合など、起動 CD 、 DVD 、 またはフ 
□-ピーディスクび必要じなりますので、常備しておきます 。 [[Drivers and 
Utilities ^ メディアは、起動メディアの一つです。 

キャッシュ ー特殊な高まストレージ機構で、メインメモリの5約領域、また 
は独立した高まストレージデバイスです。キャッシュは、プ□セッサのオペ 
レーション スピー ドを向上させます。 

L 1 キャッシュープ □セッヴのの部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L 2 キヤッシュープ □セツヴじ外付けされた、または プ □セツヴアーキテク 
チヤに組み込まれたセカンダ I 」キャッシュ。 
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休止が態モード ーメモ I 」ののすべてを八ードディスクドライフ上の 5 約領域 
じ保をしてからコンピュータの電源を切る、省電カモードです。コンピュータ 
を再起動すると、八ードディスクドライブじ保をされているメモリ情報び自動 
的じ復元されます。 

ク□ックスピード ーシステ厶バスに接続されているコンピュータコンポーネン 
卜びどのくらいのまさで動作するひを示す、 MHz で示されるま度です。 


グラフィックスモードー X 化平ピクセル数 X y 垂直ピクセル数 X Z 色数で表 
されるビデスモードです。グラフィックスモードは、どんなおゆフォントち表 
現でさます。 

化学ドライブ ー CD 、 DVD 、 または DVD + RW ひら、巧学巧術を使用して 
データを読み書さするドライブです。化学式ドライブじは、 CD ドライブ、 

DVD ドライブ、 CD - RW ドライブ、および CD - RW / DVD コンボドライブび含 
まれます。 


コント □-ラープ□セッサとメモリ間、またはプ□セッサとデ/イス間の 
データ睦送を制御するチップです。 

コント□-ルバネル ー画面設定などのオペレーティングシステ厶ゆハード 
ウェアの設定を変更するための Windows ユーティ U ティです。 

さ 

サージプ□テクター コンセントを fr してコンピュータじ影響をちえる電圧変 
動（雷などの原因で）から、コンピュータを保護しますサージプ□テクタは、 
落雷ゆ通當の AC ライン電圧レベルび20 %し乂上低下する電圧変動じよる停電 
からはコンピュータを保護することはでさません。 

ネットワーク接続はサージプ□テクタでは保護でさません。雷雨時は、必ず 
ネットワークケーブルをネットワークコネクタひら外してくださし、。 

サービスタグ ーコンピュータじ貼ってあるパ'-コードラべルのことで、デル 
ヴポートの support.jp.dell.com じアクセスしたり、デルのカスタマー 
サー ビスゆテクニカルサポート じ電話で問い合わせた 0 する揚合に必要な識別 
番号び書いてあります。 

システ厶基板 ーコンピュータのメイン回路基板です。玄ゴニぶ二ととも呼ば 
れます。 


指紋リーダ ——固ちの指紋を使つてユーヴーの身元証巧を行ラ読み取りセン 
ヴーで、コンピュータのセキュリテイ保護をヴポートします。 
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ショートカット ー頻繁に使用するプ□グラ厶、ファイル、フォルダ、および 
ドライブじすばゆくアクセスでさるよラじするアイコンです。ショートカット 
を Windows デスクトップ上に作成し、ショートカットアイコンをダブルク 
リックすると、それに巧麻するフォルダゆファイルを検索せずに開くことびで 
さます。ショートカットアイコンは、ファイルび置かれている揚巧を変更する 
わけではありません。ショートカットアイコンを削除してち、元のファイルじ 
は何の影響ちありません。また、ショートカットのアイコン名を変更すること 
ちでさます。 

シリアルコネクター I / O ポートは、コンピュータじ八ンドへルドデジタルデバ 
イスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためじよく使用されます。 

スキヤンディスクー Microsoft のユーティリティで、ファイル、フォルダ、 
J \- ドディスクの表面のエラーをチェックします。コンピュータの反丽び止 
まって、コンピュータを再起動した際にスキャンディスクび実行されることび 
あります。 

スタンパイモードー コンピュータの不必要な動作をシャットダウンして節電 
する、省電カモードです。 

スマートカード ープ□セッサとメモリチップじの蔵されている力ードです。 
スマー ト カー ドは、 スマー ト カー ド搭載のコンピュ ータ での ユーヴー 認証に利 
用でさます。 

ホ外線センサ -ケーブルを利用しなくてち、コンピュータと赤外線互換デ 

バイス間のデータ睦送びでさるポートです。 

セットアッププ□グラ厶ー ハードウェアゆソフトウェアをインス!ルした 
り設定するためじ使うプ□グラ厶です。 setup.exe または install.exe とし、 
うプ□グラ厶び Windows 用ソフトウェアに巧属しています。 ゎットアッププ 
□ヴう厶 は わットアップユーティ U ティ とは里なのます。 

セットアップユーティリティー コンピュータの八ードウェアとオペレーティン 
グシステ厶間のインタフェース機能を持つユーティ I 」ティです。セットアップ 
ユーティリティは BIOS で日時ゆシステ厶パスワードなどのよラなユーヴーび 
選択巧能なオプションの設定びでさます。設定びコンピュータじどのよラな影 
響をちえるのひ理解でさていない揚合は、このプ□グラ厶の設定を変更しなし、 
でくださし、。 


た 

タスクトレイ ーコンピュータの時計、音量調節、およびプ I 」ンタのが況など、 
プ□グラ厶ゆコンピュータの機能に素早くアクセスでさるアイコンび表示され 
ている Windows タスクバーの領域です。 システ厶トレイ とち哑ばれます。 

通行許可証 一物品を外国へ一時的に持ち込を’揚合、一時輸入通関びできる通 
関手帳です。直品 Z 1 之ボニととち呼ばれます。 
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テキストエディタ -たとえば Windows のメモ帳など、テキストファイル 

を作成および編集するためのアプ I 」ケーションプ□グラ厶です。テキストエ 
ディターじは通當、ワードラップゆフォーマット（アンダーラインのオプション 
ゆフォントの変換など）の機能はありません。 

ディスクストライピン グー複数のディスクドライブにまたびってデータを分 
散させる巧術です。ディスクのストライピングは、ディスクストレージひら 
データを取り出す動作を高ま化します。通當、ディスクのストライピングを巧 
用しているコンピュータではユーヴーびデータユニットサイズまたはストライ 
プ幅を選の'ことびでさます。 

デパイス ーコンピュータの部に取り巧けられているひ、またはコンピュータ 
じ接続されているディスクドライブ、プ I 」ンタ、キーボードなどの八ードウェ 
アです。 

デバイスドライ パー ドライバ 巧蒙照してくださし、。 

デュアルコア ー1つのプ□セッヴバッケージに2つの物理計算ユニットを集 
積し、それによって計算効率とマルチタスク機能を向上させたテク y □ジです。 

デュアルディスプレイモードー お使いのディスプレイの拡張として、2台目の 
モニタを使えるよラじするディスプレイの設定です。 デつ.アルモニタ とち哑ば 
れます。 


トラベルモジュールー ノートブックコンピュータの重量を減らすためじ、モ 
ジュールベイの中に設置でさるよラ設計されているプラスチック製のデバイス 
です。 

ドッキングデバイス ーお使いのノートブックをデスクトップの作業還境に合 
わせたポートの複製、ケーブル管理、またはセキュ I 」ティ機能を提なします。 

ドメイン ーネットワーク上のコンピュータ、プ□グラ厶、およびデバイスの 
グループで、特定のユーヴーグループじよって使用されるな通のルールと手順 
のある単位として管理されます。ユーヴーは、ドメインじ□グスンして|」ソー 
スへのアクセスを取得します。 

ドライ パープ I 」ンタなどのデバイスび、オペレーティングシステ厶じ制御さ 
れるよラじするためのソフトウェアです。多くのデバイスは、コンピュータじ 
正しいドライバびインス!ルされていない揚合、正常に動作しません。 


な 

ネットワークアダプター ネットワーク機能を提なするチップです。コン 
ピュータのシステ厶基板にネットワークアダプタびの蔵されていたり、アダプ 
夕びの蔵されている PC 力ードちあります。ネットワークアダプタは 、 NIC 
(ネットワークインタフエースコント□-ラ）とち呼ばれます。 
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は 

/\- ドディスクドライフー 八ードディスクのデータを読み書きするドライブ 
です。/\-ドディスクドライブと八ードディスクは同じ意なとしてどちらかび 
使われています。 

ハイパースレッディングー 1つの物理プ□セッヴを2つの論理プ□セッヴと 
して機能させ、特定のタスクを同時に実行でさるよラじすることで、コン 
ピュータのパフォーマンスを般を強化する Intel テクノ□ジです。 

パイトー コンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8 
ビットです。 

バス ーコンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

パスま度 ーバスびどのくらいのまさで情報を輯送できるひを示す、 MHz で示 
されるま度です。 

バッテリ巧動時間 ーノートブックコンピュータのバッテリでコンピュータを 
駆動でさる持続時間（分または時間）です。 

バッテリの寿命ー ノートブックコンピュータのバッテI」び、消耗と再巧電を 
繰り返すことのでさる期間（年数）です。 

パーティシヨン ー八ードディスクドライブ上の物理ストレージ領域です。1つ 
し乂上の論理ストレージ領域（論理ドライブ）じ割り当てられます。それぞれの 
バーティシヨンは複数の論理ドライブを持つことびでさます。 

バラレルコネクター I/O ポートは、コンピュータじパラレルプI」ンタを接続す 
る揚合などじ使用されます。 LPT ポ ーh とわ脾ばれます。 

ヒートシンク ー放熱を助けるプ□セッヴじ巧属する金属板です。 

ビット ーコンピュータび認識するデータの最小単位です。 

ビデオ解像度 一 解像度 を参照してくださし、。 

ビデオコント□-ラー お使いのコンピュータじ（モニタの組み合わせじおし、 
て）ビデオ機能を提なする、ビデオカードまたは（スンボードビデオコント 
□-ラ搭載のコンピュータの）システ厶基板の回路です。 

ビデオメモリー ビデオ機能専用のメモI」チップで構成されるメモリです。 

通當、ビデオメモI」はシステ厶メモI」よりち高まです。取り付けられているビ 
デスメモI」の量は、主にプ□グラ厶び表示でさる色数に穀響をちえます。 

ビデスモードー テキストゆグラフィックスをモニタに表示する際のモードで 
す。グラフィックスをべースじしたソフトウェア （Windows オペレーティング 
システ厶など）は、 K 水平ピクセル数X y 垂直ピクセル数X Z 色数で表される 
ビデスモードで表示されます。义字をベースじしたソフトウてア（テキストエ 
ディターなど）は、 X 刻X y 行の义字数で表されるビデスモードで表示され 
ます。 
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ピクセル ーディスプレイ画面の構成単位である点です。ピクセルび縦と横に 
血び、イメージを作ります。ビデオの解像度 （800 X 600など）は、上下左ち 
じ曲の'ピクセルの数で表します。 


ファーレン八イト （華氏）一温度の単位で、化のか点を32度、沸点を212度 
としています。 

フォーマット ーファイルを保をするためにドライブゆディスクを準備するこ 
とです。ドライブまたはディスクを フオー マツトするとデータはすべて消失し 
ます。 


フ 3 ルダー ディスクやドライブ上のファイルを整頓したりグループ化したり 
する入れ物です。フォルダ中のファイルは、名前や曰巧やヴイブなどの順番で 
表示でさます。 

プラグアンドプレイ ーデバイスを自動的に設定するコンピユータの機能です。 
BIOS、 オペレーティングシステ厶、およびすベてのデバイスびプラグアンドプ 
レイ巧応の揚合、プラグアンドプレイは、白動インス!ル、設定、既存の 
八ードウエアとの互換性を提巧します。 

プ□セッサ ーコンピユータの部で中略的に演算を行うコンピユータチップ 
です。プ□セッヴは、 CPU (中央演算地理装置）とち呼ばれます。 


ま 

さ二 PCI — モデ厶ゆ N に など通信機能を主とするの蔵周辺機器の規格です。 
ミニ PCI 力ードは、標準の PCI 拡張力ードと同等の機能を持つ…型の外付け 
力ードです。 

5 ニカードー 通信用 N に などの蔵周辺機器用に設計された…型の力ードです。 
ミニカードの機能は、標準の PCI 拡張力ードと同等です。 

メモリー コンピュータの部じある、一時的にデータを保さする領域です。メ 
モリじあるデータは一時的に格細されているだけなので、作業中は時々ファイ 
ルをおさするようお勧めします。また、コンピュータをシャットダウンすると 
きちファイルを保存してください。コンピュータのメモリじは、 RAM、ROM、 
およびビデオメモI」など何種類かあります。通常、メモリといラと RAM メモ 
リを指します。 

メモ U アドレス ーデータを一時的に RAM じ保さする特定の揚巧です。 

メモリマッピング ースタートアップ時に、コンピュータび物理的な揚巧にメモ 
リアドレスを割り当てる地理です。デバイスとソフトウェアび、プ□セッヴじ 
よりアクセスでさる情報を識別でさるよラになります。 

メモリモジュー ルーシステ厶基板に接続されている、メモI」チップを搭載し 
た…型回路基板です。 
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モジュールベイ ー巧学ドライブ、セカンドバッテI」、または Dell 
TravelLite™ モジュールなどのよラなデバイスをヴポートするベイです。 

モデ厶 ーアブ□グ電話回線を fr して化のコンピュータと通信するためのデバ 
イスです。モデ厶じは外巧けモデ厶、 PC 力ード、およびの蔵モデ厶の3種類 
びあります。通當、モデ厶はインターネットへの接続ゆ E- メールの交換に使用 
されます。 


や 

読み取0專届一 表示することはでさますび、編集したり削除したりすること 
びでさないデータゆファイルです。巧のよラな揚合にファイルを読み取り専用 
じ設定でさます。 

•フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み防止に設定している揚合 
• ファイルびネットワーク上のディレクト I 」にあり、システ厶管巧者びアクセス権限に 
特定の個人だけを許可している場合 


ら 

リフレッシュレートー 画面上のビデオイメージび再描画される周波数です。 
単には Hz で、このI」フレッシュレートの周波数で画面の化平走査線（垂直圆 
渡製とち呼ばれます）び再描画されます。リフレッシュレートび高いほど、ビ 
デスのちらつさびみなく見えます。 

□-カルバス ーデバイスじプ□セツサへの高まスループットを提なするデー 
タバスです。 


わ 

ワイヤレス LAN — Wireless Local Area Network (ワイヤレス□—カルエ 
I」アネットワーク）の略です。インターネットアクセスを可能じするアクセスポ 
イントゆワイヤレスルーターを使用し、電波を fr して互いに通信する一連の巧互 
接続コンピュータを指します。 
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